

[image: ]















この縁談、謹んでお断り申し上げます。

～私は最高権力者の大聖女です。あなたの言いなりになるとお思いで？～【電子限定ＳＳ付き】
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プロローグ　～大聖女と縁談～




「マリアよ。お前も今年で二十歳だ。過去のことは水に流し、そろそろ結婚してはくれんか？」

「ん？　嫌ですけど……」

　取り付く島もない反応に、父親のグランドはゲッソリとする。ソファに腰掛け、対たい峙じするふたりの間に親子の愛はない。それどころか縋すがる父親に対し、マリアの方は不機嫌を隠そうともしていなかった。

「虫が良すぎますわ。私にした仕打ちを忘れたのかしら？」

「わ、私は親として、食事と寝床を与えたではないか!?」

「残飯と物置で恩を着せますか？　ずうずうしいですね」

「ぐぅ……」

　グランドが黙り込む。

　ふたりがここまで険悪な関係に発展したのは、マリアの幼少期の冷遇にあった。満足に食事を与えられず、使用人のように働かされ、罵ば声せいを浴びせられた。

　忘れたくても忘れられない。あの頃の悪夢が胃をキリキリと痛めつけた。

「私も本意ではなかったのだ。男だん爵しゃく家としての外聞を守るため、平民の血を引くマリアを娘として扱えなかったのだ」

「責任転嫁は止めてくださいまし。そもそもの原因は、あなたが侍女だった母に手を出したことが始まりではありませんか！　しかも母には婚約者がいたのに、無理矢理別れさせた。これで自分に非がないと主張するのは、面の皮が厚いのではなくて!?」

「し、失敬な！」

　怒りを露あらわにするグランド。しかし恐ろしくはない。

　彼は背が高く、彫りの深い顔立ちをしており、墨すみで塗ったような黒髪と黒目は美しいとさえ感じさせたが、洋梨のように丸々と太った体型がすべてを台無しにしていたからだ。内面の醜みにくさが外見にまで反映されているかのようである。

　一方、マリアは父親に似ても似つかない。腰まで伸びた黄金を溶かしたような金髪に、澄んだ青い瞳、白磁のような肌と白銀のドレスが合わさり、まるで人形のような容姿をしていた。

（母に似て、本当に良かったですわ）

　父親の面影を自分の顔から感じるようなことがあれば、鏡を見るたびに不快になるところだ。

「さぁ、用件は済みましたわね。帰ってくださいまし」

「私は帰らん！　頼む、この通りだ。私のために結婚してくれ！」

　勢いよく、床を這はうと、頭を下げて土下座する。まるでこれが誠意だと言わんばかりだ。もちろん、応えてやるつもりはない。

「理解されていないようなので、はっきりと伝えますわね。縁談はお断りします！」

「そこをなんとか。相手は王族なのだ。この縁談がまとまらなければ、我がイリアス男爵家は窮きゅう地ちに立たされる」

「それは朗報ですわね。あなたの破滅を肴さかなに、葡ぶ萄どう酒しゅでも楽しむとしましょう」

「――――ッ」

　煽あおり文句に耐えられなくなったのか、グランドは立ち上がり、まなじりを吊り上げる。

「下手に出ていれば調子に乗りおって！　娘は父親の命令を聞いておけばいいのだっ！　もし聞かぬというのなら――」

「男爵風情が大聖女の私を脅すと？　いい度胸ですわね」

「うぐっ……お、脅してはおらん。頼んでおるだけだ」

　グランドがすぐに折れたのには理由がある。

　マリアの役職である大聖女は、教会の最高権力者のひとりであり、その権威は王族さえも上回るからだ。

　だからこそマリアが本気で願えば、イリアス男爵家を取り潰しにすることも容易たやすい。親子の力関係は逆転し、この場の主導権は彼女こそが握っていた。

「イリアス男爵家のため、そして妹のサーシャのため縁談を受けてはくれぬか？」

「これで三度目です。言葉で伝わらないなら、次は武力に頼りますわよ」

　マリアの手の平に魔力の光球が輝く。放たれれば、人間を消し飛ばす上位の光魔法だ。グランドは退くしかないと、逃げるようにその場を立ち去る。

「サーシャのためね……」

　去っていく父親の後ろ姿を呆然と見つめるマリア。彼女は妹と過ごした過去を想起するのだった。










第一章　～人生の転機～




　マリアがブルネシア王国の大聖女となる転機は八年前に遡さかのぼる。

（とうとう、チャンスがやって来ましたわね）

　大聖女は憧れの地位であり、誰でもなれるものではない。国中から聖女の適性を持つ少女が集められ、教会での学びの果てに至ることができるのである。

　だが聖女の適性がある者すべてにチャンスが与えられるわけではない。まず厳しい試験を突破した者だけが教会での学びを得られるのだ。

　ただ合格さえすれば、大聖女候補として優遇される。悲惨な運命を変えられるのだ。

（大聖女になれば、この家には二度と戻ってきませんわ）

　マリアは実家であるイリアス家を憎んでいた。十二歳の彼女だが、反抗期というわけでもない。

　憎しみの理由は、彼女が父親から冷遇されていたからだ。男爵令嬢としての淑女教育も、満足な食事も与えられず、毎日罵倒される日々。庇かばってくれた母親とも死別していた。

　平民の子。耳にタコができるほど聞かされた言葉だ。平民だからなにをしても許されると、殴る蹴けるの暴力も日常茶飯事だった。

　救いの手を義理の母親に求めたこともある。だが彼女は汚らしいと、その手を払いのけた。残された家族はただひとり、義理の妹のサーシャだけだが、彼女もまた悪魔の血を引いていた。

　サーシャは両親からの愛情を後ろ盾にして、マリアを陰かげで虐いじめたのだ。

　猫を被るのが得意なのか、両親には本性を晒さらすことはなかったが、裏から手を回し、マリアを窮地に追いやった。

　暇だからと使用人の仕事を押しつけられたし、個室をプレゼントしてやると物置に押し込められた。

　隙間風に震えながら、最低の日常に耐えてきた。だがこのような不遇な立場に置かれたのも契機があった。教会で受けた適性検査が原因である。

　イリアス家は代々、回復魔法を得意とする聖女の適性者を輩出する家系であり、魔法のエネルギー源となる魔力も多く持って生まれる。両親は溺愛しているサーシャこそが聖女になると期待していた。

『きっとサーシャが聖女の適性者に違いない』

『私たちの子供ですもの、間違いありませんわ』

　グランドの意見に義理の母も追従する。凛り々りしい顔付きと、透き通るような銀髪に、血のように赤い瞳は、サーシャと瓜ふたつだ。三十代前半だが、実年齢よりも若く見える美女である。

『お父様、お母様。絶対に聖女の適性を手にしてみせます』

『期待しているぞ』

『はい！』

　グランドから頭を撫なでられたサーシャは目を細める。両親からたっぷりと愛情を与えられ、頬ほおも緩ゆるんでいた。

『お姉様も頑張ってね』

『うん……』

　気のない返事をする。この頃のマリアは母親を亡くし、落ち込んでいた時期だった。暗い性格も父親に嫌われた一因だったのかもしれない。

『では、ふたり共、準備はよろしいですね』

　教会の奥から神父が水晶を運んでくる。大理石の壁に足音が反響する。息遣いさえ聞こえる静寂に包まれ、緊張感が増していく。

『まずはサーシャ様、この水晶に手をかざしてください』

『わ、分かりました』

　厳かな雰囲気の中、神父から水晶を差し出される。その上に手を乗せると、サーシャは魔力を込めた。すると水晶が白い輝きを放ち、宙に文字を描く。

『サーシャ様の職業適性は……薬師ですね』

『え……』

　絶望でサーシャはその場に崩れ落ちる。期待していた聖女の適性どころか、貴族に相応ふさわしい魔法職でもない。平民に稀まれに出現する薬師こそが彼女の天職だったのだ。

『落ち込まないでください、サーシャ様。薬師も悪くはありません。回復魔法は使えませんが回復薬を調合できますし、自らの体調を把握する自己診断スキルなど有用な能力を習得可能です』

『慰なぐさめなんていりません……』

　それだけ言い残して、サーシャは泣きながら教会を飛び出してしまう。その背中を母親が追いかけた。

　残されたマリアたちに気まずい空気が流れるが、適性検査を止めるわけにはいかない。

『次はマリア様の番ですね』

『はい……』

『ふん、どうせ外れ職業に決まっておる』

　マリアは恐る恐る水晶に手を乗せる。すぅと息を吐くと、魔力を勢いよく込めた。

『こ、これは……』

　注ぎ込んだ魔力によって、水晶は輝きを放つ。宙に描き出されたのは、聖女の適性ありを示す文言だった。

『おめでとうございます、マリア様！　念願の聖女の適性持ちですね』

『あ、ありがとうございますわ……あ、あの、お父様、私……』

『ふん、お前が聖女か……これは間違いだな』

『え？』

『おい、ふたりの職業適性の記録を入れ替えろ』

『お父様！』

　教会の記録は生涯残る。大事なサーシャを守るため、グランドはマリアを犠牲にしたのだ。

『ですが男爵、教会の掟おきてでは――』

『掟は大事だろうが、金も大事ではないか？』

　革袋にパンパンに詰まった金貨を差し出すと、神父はゴクリと固かた唾ずを飲む。賄わい賂ろによる記録の改かい竄ざんに、彼は首を縦に振って同意した。

　それからふたりは聖女のサーシャ、薬師のマリアとして生きることになった。

　薬師の適性者がマリアだと周囲に強調するように、グランドは人前でマリアを罵倒するようになった。

　心休まらない日々に、使用人たちと同じ労働を課され、精神的にも肉体的にも負担が大きかった。同僚たちが優しくしてくれたことだけは救いだが、子供の身体に肉体労働は堪こたえた。

　だが本当に辛かったのは、殴る蹴るの暴力が始まってからだ。

『おい、サーシャのための犠牲になれ』

　薬師は回復薬を調合できるが、その練度を示すスキルレベルを上げるためには、回復薬で他人の治療をしなければならない。

　しかしイリアス領はブルネシア王国の中でも内陸に位置するため、争いはなく、そう都合良く怪我人も見つからない。

　そこでグランドはマリアに目を付けた。彼女に暴力を振るい、無理矢理怪我を負わせた上で、回復薬を飲ませることで無理矢理レベルアップを図ろうとしたのだ。

『お前はサーシャのための道具だ。死んでも構わんからな』

『お父様、殺しては駄目ですわ。お姉様はいつでも健康な状態でいてもらわないと』

『ククク、確かに殺しては苦しみから解放してしまうからな』

　サーシャとグランド。ふたりの悪魔に虐められたマリアは、このままでは殺されると危機感を抱いた。そんな彼女の唯一の希望こそ、大聖女候補に選ばれることだった。

（大聖女候補になれば、教会に保護してもらえますわ。お金にも困らないし、この家とも絶縁できますわ）

　大聖女候補の選定試験は十二歳から受験可能であり、それだけを希望に今まで生き抜いてきた。だがその希望を打ち砕くように、誕生日にグランドに私室へ呼び出される。

「お前に縁談がきている」

「お見合いですか……で、ですが、私はまだ十二歳で……」

「相手の年齢も近い。問題にはならない」

「で、ですが……」

　結婚は困る。大聖女となれば、家と縁を切って完全に自由となれるが、結婚となれば話は別だ。実家との関係が続いてしまう。

「しかも相手は第三王子のレイン様だ。喜べ、玉の輿こしだぞ」

　姿絵を渡され、ゴクリと固唾を飲む。黒髪黒目の人より豚に近い醜ぶ男おとこがそこには描かれている。

　絶対に結婚したくない。粟立った肌が拒絶反応を示していた。

「あ、あの、私は王子様に不釣り合いですから……」

「ブサイクが嫌か？」

「い、いえ、そんなことは……」

「心配するな。王子の顔は間違いなく姿絵そのままだ。なにせ、サーシャが実際の王子と会い、その記憶を基に描いたからな」

　絵の印象と実物に差があることは往々にしてある。だがサーシャが実物を目にしている以上、僅わずかに抱いていた期待も打ち砕かれてしまう。

「さらにだ、王子は氷のように冷たい性格だそうだ。なにせ気に入らない公爵令嬢を破滅させた過去もあるそうだからな」

　外見だけでなく、内面まで問題を抱えている人物。そのような人と結婚することに対し、絶望で足が震え始める。

「あ、あの、私は……」

「おいおい、この縁談はサーシャがお前のためにと、舞踏会に参加して探してきてくれたのだぞ。まさか妹の厚意を無下にするつもりはなかろうな？」

「サーシャが……」

　悪質な嫌がらせだと、サーシャを睨にらみつける。だが返ってきたのは、口元に浮かんだ微笑だけ。煽るような笑みに怒りが湧わき上がるが、グッと抑え込んだ。

「私としても、お前が王家に嫁いでくれるのはありがたい。なにせ結納金もかなりの金額を約束されている。役立たずの娘にも売り先があるものだな」

　父親の歪いびつな笑みに、恐怖でゾッとさせられる。この醜しゅう悪あくな笑みを見ていると、万が一にもマリアが聖女にならないよう牽けん制せいするために、試験前に縁談話を持ちかけたのではと邪じゃ推すいしてしまうほどだ。

（この家にいたら駄目ですわ！）

　マリアは父親の傍そばにいたくないと、廊下を走り出す。試験に合格し、絶対にひとりで生きていく。そう覚悟を決めて、彼女は最低の家族たちに心の中で別れを告げるのだった。




　物置で朝を迎えたマリアは身み嗜だしなみを整える。今日の試験でマイナス評価を受けないように入念にチェックを終えると、物置の外へ出る。

　太陽が昇り始めた早朝のため、働いているのは一部の使用人だけだ。止められることはないだろうと、廊下を歩いていると、進む先にサーシャが待っていた。

「お姉様、こんな早朝にどこに行くのかしら？」

「そ、それは、その……」

　家を出ると言えるはずもない。そんな彼女の反応を楽しむように、サーシャはニヤニヤと含み笑いを浮かべている。

「まぁいいです。それよりも、この指輪を覚えているかしら？」

「それはお母様の!?」

　サーシャは薬指から指輪を外す。薄桃色に輝くピンクダイヤ。忘れもしない母の形見の品であり、平民の娘には勿もっ体たいないとグランドから取り上げられたものだ。

「返して欲しいかしら？」

「もちろんですわ！」

「ですが駄目です。これは私のものですから」

「うぅ……」

「ただ盗人のようで癪しゃくですから、きちんと代金はお支払いします。さぁ、拾いなさい」

　サーシャは金貨五枚を投げ捨てる。彼女からすれば小遣い程度のはした金だが、マリアにとっては高額だ。

（悔しいですが、家を飛び出して生きていくなら、お金は必要になりますわ）

　プライドが拾いたくないと訴えかけるが、マリアは理性で感情を抑えつけ、一枚一枚を懐に仕舞い込む。

（お母様の形見はいつか取り返しますわ）

　この金貨で人生を変えてやるのだ。そして辛く当たったことを後悔させてやると誓う。

「私はもう行きますわね」

　用事は済んだだろうと、サーシャを置いて立ち去ろうとする。

「お姉様！」

　だがすれ違いざまに呼び止められる。彼女はスカートの裾すそを掴つかみ、なにかを言いたげな表情をしていた。

「どうかしましたの？」

「な、なんでもありません！」

　サーシャはスタスタと逃げるように、その場を去る。妹の態度に釈しゃく然ぜんとしないが、彼女に構っている暇はない。

　裏口から屋敷を飛び出し、街まで向かうと馬車を探す。

　幸運にも客引きをしている御ぎょ者しゃはすぐに見つかった。懐に余裕があったので、金貨を見せ、超特急で試験会場まで運んで欲しいと伝えると、眼を輝かせて走り出した。

　流れていく景色を眺めながら、思い出を振り返る。辛い出来事ばかりの日常だったが、同僚の使用人たちには親切にしてもらった。彼らにお別れを伝えられなかったことだけが心残りであった。

「到着しましたよ」

　馬の嘶いななきと共に、馬車が停止する。街から数時間の距離を移動し、辿り着いたのは試験会場の王都教会である。

　御者に礼を伝えてから外に出ると、整備された庭園が広がっていた。

　敷地は小さな街くらいの面積がある。自然に囲まれた並木道を進むと、待っていたのは柿色の瓦に彩られた白亜の教会だ。その美しさについ足を止めてしまう。

（適性検査で利用した教会とは大違いですわ……合格できれば、この綺麗な教会で大聖女を目指せますのね）

　国中から大聖女候補が集まってくる。良きライバルの中には、良き友人となる者もいるはずだ。まだ見ぬ憧れの生活に空想を広げていると、彼女の肩がポンポンと叩かれた。

「君は受験生かな？」

「あなたは？」

「僕はゾルティア侯爵家のケイン。この教会の神父で、試験官でもある」

　ケインと名乗ったのは、黒のキャソックと十字架を身に付けた銀髪青眼の青年だった。スラッとした高身長と、整った顔立ちは、御お伽とぎ噺ばなしの王子のようであり、凛々しさの中には知性も滲にじんでいる。年齢はマリアより年上の十代後半くらいの外見だ。侯爵家の生まれだそうだが、雰囲気から尊大さを感じない。外見だけでなく、人格面でも優れていそうだと好印象を抱く。

「教会は広いからね。試験会場まで案内してあげようか？」

「ですがケイン様のご迷惑になりますわ」

「遠慮しなくていいさ。おいで。連れていってあげよう」

　ケインが先導する形で、その背中を追いかけていく。後ろ姿まで凛々しくて、つい見み惚とれてしまうが、それはマリアだけではない。彼と擦すれ違うたびに、通行人が色めき立つのだ。頬を赤くする者から黄色い歓声をあげる者まで反応は様々だが、彼が女性から人気なのは疑う余地がなかった。

「そういえば君の名前を聞いていなかったね」

「マリアです」

「もしかしてイリアス男爵家のマリアかい？」

「私のことを知っているのですか？」

「聖女を輩出している優秀な家系だからね。有能な人材を求めている教会としては、見逃せないさ」

「……そういうものでしょうか」

　屋敷では使用人のように働いていたマリアだ。巷ちまたで噂になるような成果を残した覚えはないため、名前を知られていることに疑問が残る。

（……例えば使用人仲間の誰かが私のことを褒めてくれたのかしら）

　噂の出所は分からずとも、評判がいいに越したことはない。知らぬ誰かに感謝していると、教会の中へと通される。

　艶つやのある会衆席と椅子が並んでいる。壁には十字架像が飾られ、ステンドグラスの窓が填はめられていた。

「ここが試験会場だよ。じゃあ、僕は仕事があるから失礼するね」

「ご親切にありがとうございました」

　既に他の受験生たちは着席していた。礼を伝えたマリアは、邪魔にならないように、静かに後ろの席に座る。

（この人たち全員が聖女の適性持ちですのね）

　大聖女は誰もが憧れる最高権力者だ。そのため大聖女の候補生になれる者は試験によって選別されるが、十二歳以上の聖女の適性持ちであれば、教会に申し込み書を送るだけで誰でも受験可能だ。

　故に受験生にはマリアのような子供もいれば、大人も混じっている。年齢も身分さえも関係なく聖女としての実力だけが評価され、合否が決まるのだ。

（あれだけ勉強しましたのよ。絶対に合格できますわ）

　雑用をこなしながらも、書庫の本で勉強してきた。さらにサーシャの宿題を押しつけられ、代わりに解くことで理解も深めてきた。

　睡眠時間を削りながらの学習は苦難の日々だったが、努力してきたからこそ自信がある。絶対に合格できると自分を鼓こ舞ぶする。

（勉強量だけではありませんわ。試験に落ちたら結婚させられますのよ。合格したい気持ちは誰にも負けませんわ）

　心の中で意気込んでいると、祭さい壇だんの前に神父のひとりが立つ。試験の説明が始まるのかと耳を傾けていると、厳格な声が反響した。

「これより試験を始めるが――その前に、適性が聖女であるかどうかの確認を行う！」

　教会内がざわめき始める。事前の説明ではなかったプロセスだ。

「静せい粛しゅくに！　事情を説明しよう。実は昨日、大聖女候補の中に白魔術師の適性持ちが紛れ込んでいることが判明した。知っての通り、白魔術師も人を癒せる。しかし聖女の適性持ちと異なり、成長に限界があるため大聖女に至ることはない。育成に費やした資金と労力を無駄にしたのだ」

　そのため急遽、各支部の教会から適性結果を取り寄せ、チェックすることになったのだと続ける。

（私は聖女の適性持ちですから、なにも心配は――ああああっ、このままでは不合格になりますわ！）

　公式の記録が改竄されて、マリアは薬師で登録されていたことを思い出したのだ。背中に冷たい汗が流れる。神父の説明は無慈悲にも続くのだった。




　書類を手にした神父が、ひとりずつ、名前や生まれた家を確認していく。適性検査で聖女だと判定された者の名前がリストになっており、それと照合しているのだ。

　冷汗を流しながら、自分の番が来るのを待つ。厳格そうな神父がマリアの前で立ち止まると、冷たい声が発せられる。

「名前と生まれは？」

「私は……マリア。生まれはイリアス家ですわ」

「イリアス家のマリア？　サーシャではなく？」

「はい……」

「聖女のリストに名前がないようだが心当たりはあるか？」

「それは、その……」

　書類を書き換えられたと馬鹿正直に答えたところで信じてもらえるはずがない。万事休すかと諦めかけた時だ。

「マリアくんは聖女だよ」

　近づいてきたケインが助け船を出してくれる。彼の方が上役なのか、男は緊張で表情が硬くなっていた。

「ケインさんのお知り合いなのですか？」

「知り合ったのはついさっきだけどね。でも聖女としての実力は折り紙つきだと、信頼できる筋から聞いている。彼女をここで不合格にするのは、教会にとって大きな損失だ」

「ケインさんがそこまで仰るなら……」

　男は頭を下げると、マリアの記録を聖女に更新して、次の受験生のところへ向かう。ケインへの信頼が、手にした書類を上回った証拠だ。

「ケイン様、ありがとうございました」

「お礼はいいよ。僕は君が聖女だと知っている。当然のことをしただけさ」

　恩に着せず、彼はマリアの感謝に応えてくれる。その立ち振る舞いに憧れを抱く。

（ケイン様と一緒ならきっと毎日が楽しくなりますわね）

「では確認結果を報告する。失格者はなし。全員が聖女の適性持ちであるため、選抜試験へと移る」

　神父の合図で解答用紙と筆記具が配られた。与えられた筆記具は、一見すると、ただの羽ペンのように見えるが、特殊な魔法文字が刻まれている。

「必ず配られた筆記具で解答するように。もし指示に従わない場合、即刻不合格とする」

（このペンも試験に関係あるのかしら？）

　疑問が解消されないまま、神父が試験開始を告げる。時間は有限だ。一問でも多く解くため、問題に集中する。

（この問題は公式を当てはめれば解けますわね。それに歴史問題は暗記済みですわ。この調子なら全問正解も夢ではありませんわね）

　スラスラとペンを動かし、問題を解いていく。努力が成果に繋つながるのを実感する。

　白紙だった解答用紙が埋まり、最終問題を解き終えたタイミングで終了の合図が鳴る。満点を取れた。そう確信できるほどの出来栄えだった。

「試験終了。これより採点を始めるため、席から動かないように」

　神父が指をパチンと鳴らすと、答案用紙が魔力の炎に包まれていく。さらに握っていた羽ペンが勝手に動き出し、空中に魔法文字を描き出す。

　受験生たちの目の前に数字が刻まれる。それが試験の点数だと、推察するのは容易であった。

（きましたわ！　百点ですわ！）

　予想通り、満点だった結果を喜び、机の下で小さなガッツポーズを作る。周囲を見渡しても百点は誰もいない。自分がトップの成績だと確認できた。

「自分の得点は確認できたな。七十点が試験の合格ラインなので、それ以下の受験生はここで退場するように」

　神父が合否を告げると、合格者たちが歓喜の声をあげる。一方で、不合格者たちは涙を流した。阿あ鼻び叫きょう喚かんに包まれていく教室で、ひとりの受験生が机を叩き、静寂を作り出した。

「納得できません！　私たちは聖女です！　筆記試験だけで合否を決められるのは理不尽だと思います！」

「そ、そうよ！　きちんと回復魔法の審査もしなさい！」

「やり直しを要求する！」

　ひとり目の声が呼び水となり、不合格たちは追従するように声をあげた。受験生たちに責められる神父を庇うように、ケインが前に出る。

「魔法の審査ならもうしているよ」

「え？」

「渡した筆記具は特別製でね。魔力量を測定してくれる。つまり点数は筆記試験の点数と魔力量、ふたつの観点から導き出されているのさ」

　魔力は魔法のエネルギー源だ。回復魔法の効力にも大きな影響を与えるため、魔力を魔法の実力と置き換えても大きく外れてはいない。

　頭でっかちなだけの知識人では魔力量で落とされ、逆に魔力量が多くても知識不足だと不合格になる。抜かりない試験内容に、不合格者たちは俯うつむくことしかできなかった。

「大聖女はこの国の最高権力者だ。だからこそ完璧が求められる。相応しいのは、そう、彼女のように完璧な女性なのさ」

　ケインがマリアをビシッと指差す。彼女の空中に描き出された百点の文字に、他の受験生たちが感嘆の声をあげた。

「百点がいるなんて……すべての問題を正解したってこと？」

「いいえ、知識だけじゃないわ。満点は魔力量も飛びぬけている証拠」

「とんでもない天才がいたものね」

　教室がマリアの話題一色に染まる。好敵手として認める者、尊敬の眼差しを向ける者。その感情は人によって異なるが、実力以上に評価されているようで引け目を感じる。

「あ、あの、私は完璧なんかではありませんから」

「ふふ、見たまえ、本物のエリートとは彼女のように謙虚なのさ。試験結果に納得できないと叫ぶ君たちが、合格に相応しくないと理解できたかな」

　トドメの言葉に、不合格者たちは肩を落とす。力不足を実感しながら、彼女らは大人しく退室した。

「選抜試験に合格した君たちにまずは賞賛を。今日から君たちは大聖女候補だ。この中から最終的に一名だけが大聖女へと至る。各自、隣のライバルたちに負けないよう、精進するようにね」

　合格を伝えられた受験生たちは涙を浮かべる。それはマリアとて例外ではない。彼女は地獄から抜け出すための黄金のチケットを手に入れたのだった。




　試験会場を後にしたマリアは、夕日を背に受けながら、意気揚々と帰路についていた。教会の馬車で最寄りの街まで送ってもらえたため、屋敷はすぐそこだ。

（きっとお父様は怒りますわね。でも関係ありませんわ。このまま好きでもない人と結婚するくらいなら喧嘩上等ですもの）

　冷れい酷こくな父親は容よう赦しゃなく娘を王子のもとへと嫁がせるだろう。それが分かっているからこそ、退くことはできない。

　額に汗を浮かべながら屋敷に辿り着くと、内庭の四阿あずまやへ向かう。この時間はマリアを除いた家族全員が、日課の団だん欒らんをしている頃だ。

「お父様、お母様、それにサーシャも。やっぱりここにいましたのね」

「マリア！　お前、今までどこに行っていた!?」

「私を心配してくれていたのですか？」

「馬鹿を言うな。お前がいなくなったせいで、その分の仕事が遅れているのだ。今日は寝る間を惜しんで働け。遅れを取り戻すまでは食事抜きだ！」

　変わらない父親の態度に、マリアは安心する。クズ相手なら躊ちゅう躇ちょする必要がないからだ。

「お断りします、お父様」

「なにっ!?」

「私は大聖女候補として教会に保護されました。あなたの奴隷として生きるのは今日で終わりですわ」

　マリアは合格証明書を提示する。驚きでグランドは目を見開くが、退く様子はない。

「どうせ偽物だろう。お前が大聖女候補になれるものか！」

「では私に暴力を振るってみますか？」

「そ、それは……」

「できませんわよね。教会と敵対すれば、男爵家の権力では太刀打ちできませんもの。でもね、お父様――私からは殴れますのよ」

　積年の恨みを込めて、顔に拳を叩き込む。少女の腕力では大きな傷を与えることはできず、鼻血が流れる程度だ。

　しかし娘から暴力を振るわれた事実は、グランドのプライドを傷つけた。すぐにでも飛びかかってきそうだが、教会と敵対するリスクを恐れ、歯を食いしばって耐えていた。

「うん、スカッとしましたし、今日限りでイリアス家との関係も終わりですわね」

「ま、待て、縁談はどうする？」

「もちろん、お断りですわ」

「相手は王族なんだぞ！　断れるはずがない！」

「私の知ったことではありませんわ。それに、娘ならサーシャがいるではありませんか」

「だ、駄目だ……サーシャは……」

　醜い王子のもとへ、大切な愛娘を嫁がせるのは抵抗があるらしい。同じ娘なのに、大きな違いだと、苦笑を浮かべることしかできない。

「お姉様は大聖女候補として独り立ちされるのですね？」

「虐める玩具おもちゃがいなくなって悔しいのかしら？」

「ふふ、まさか。私はいつだってお姉様の幸せを願っていましたよ」

　ニヤニヤと浮かべた笑みには含みがある。どうせ大聖女に選ばれるはずがない。そう馬鹿にしているかのようだ。

（絶対に見返してみせますわ）

　大聖女候補たちとの競争に勝ち抜き、国内最高の権力者になる。それこそが最大の復ふく讐しゅうだと、マリアは屋敷を飛び出した。目尻には小さく涙が浮かんでいたのだった。










第二章　～教会での暮らし～




　内庭の四阿で多彩な花々を眺めながら、サーシャは紅茶を楽しんでいた。その口元には笑みも浮かんでいる。

　彼女が上機嫌なのは、姉のマリアが大聖女候補に選ばれたからだ。ようやく、この家から追い出せたと満足感に浸っていたのである。

「随ずい分ぶんと嬉しそうだな」

「お父様の方は機嫌が悪そうですね」

「マリアのせいだ……あいつに反抗された心の傷がまだ癒えぬのだ」

　冷遇の仕返しに、マリアはグランドを殴った。外傷はすぐに癒えたが、見下していた娘に牙を向けられた怒りが、彼を不機嫌にしていた。

「ふん、まぁいい。どうせマリアはすぐに戻ってくるだろうからな」

「あの別れ方ですよ。二度と戻ってこないのでは？」

「ククク、あいつは候補に選ばれただけ。そこから大聖女に至るまで、大きなハードルがあるのだ……教会でライバルたちと競い合い、能力を発揮できなければ脱落者として追い出される。そうなれば、私に頭を下げるしかなくなるからな」

「ですがお姉様は満点合格らしいですわよ」

　サーシャは秘密裏にマリアに関する情報を収集していた。おかげで彼女の成績が優れていることも知っている。

「大聖女は成績だけでは決まらない。積極性や協調性、人の上に立つ資質が求められる。それに周囲の者たちも善人ばかりではない。ライバルを蹴落とすために、汚い手を使う者もいる。マリアが闘い抜けるほど、甘い世界ではないのだ」

　心根が優しいマリアだ。罠に嵌はめられる可能性は十分にある。彼の言葉には説得力があった。

「それに駄目押しもしてある。大聖女候補に選ばれた娘の中に知り合いがいたのでな、マリアを大聖女レースから脱落させるように頼んでおいたのだ。成功すれば報ほう酬しゅうを支払うと約束してある。私をコケにしたことを後悔させてやるのだ」

　サーシャはゴクリと固唾を飲む。グランドの執念深さに、恐ろしさを改めて実感した。

「お父様、王子との縁談の件ですが――」

「心配するな。必ずマリアを連れ戻し、あいつを結婚させてやる。そして醜男と結ばれ、絶望するマリアを盛大に笑ってやるのだ」

　グランドの笑い声が木こ霊だまする。反響する声は彼の醜悪な人間性を象徴するかのように、不協和音を響かせるのだった。




◇　◇　◇




　大聖女候補の試験に合格してから、入会までの期間をマリアは街の宿屋で過ごしていた。ベッドが置かれただけの簡素な部屋だが、彼女はここでの暮らしを気に入っていた。

（硬いベッドでしたが、物置の床と比べれば快適ですわね）

　物置で過ごしていた毎日のおかげで、どんな環境でも満足できるようになっていた。身体に僅かな痛みは感じるものの、正午に開催される入会の式典に対する期待で痛みは吹き飛んでいた。

　ベッドから起き上がると、身支度を整えて宿屋を出る。

　式典は試験会場と同じく王都教会で開催される。試験と同じく自由席になっているため、どこに座るかに頭を悩ませる。

（隣に誰もいない席はと……いいえ、逃げちゃ駄目ですわね。ここで友達を作らないと）

　友人を作れる貴重な機会だ。逃す手はない。

　恐る恐る様子を窺っていると、ピンと背筋を伸ばした少女が目に付く。

（綺麗な人……）

　意志を感じさせる瞳に、キリッとした凛々しい顔立ち、頭の上でひとつにまとめた茶髪は天窓から差し込む光で輝いていた。

「お隣よろしいかしら？」

　勇気を出して声をかけてみると、柔にゅう和わな笑みが返ってくる。

「もちろん。私はティアラ。あなたは？」

「私はマリアですわ」

「……まさかイリアス家の？」

「私のことを知っていますの？」

「試験で満点の有名人だからな」

「運が良かっただけですわ」

「謙けん遜そんしなくてもいい。運で満点を取れるほど、甘い試験ではない」

　褒められ慣れていないせいか、マリアが気恥ずかしさで頬を掻かくと、ティアラはクスリと笑みを零こぼした。

「ふふ、満点を取ったとは思えないほどに愛らしい性格だな」

「そ、そうかしら？」

「首席合格となれば、増長してもおかしくない。でも君は謙虚なままだ。育った環境のおかげかな？」

「おかげかはともかく、一因にはなっていますわね」

　貴族の令嬢とはほど遠い過酷な生活を過ごしてきた。だからこその自己肯定感の低さがそのまま謙虚さに繋がっていた。

「私ばかり質問していては不公平だな。今度はマリアから私に質問してくれ」

「なら、気になっていたことがありましたの。ただ女性相手には聞きづらい質問でして……」

「構わん。なんでも聞いてくれ」

「では……ティアラも私と同じ十二歳なんですの？」

　外見や口振りから、随分と大人びているように感じるため、同じ年齢かを確認しておきたかったのだ。

「私は十五歳だ」

「三歳も上でしたのね！」

「だがこれでも入会は早い方だ。十二歳で合格できるマリアが特別なのだ」

　大聖女候補は十二歳より上なら年齢は不問だ。合格者の平均年齢は十六歳だと聞かされ、眩め暈まいがしてくる。

（そんな年上の人たちと仲良くできるのかしら……）

　不安に思っていると、ティアラが手をギュッと握りしめてくれる。

「友達がいなくて不安なのだな？」

「は、はい」

「なら私と友達になろう。こう見えても、公爵令嬢で実家は裕福だし、剣術なら殿方相手でも引けを取らない。回復魔法の腕は君に劣るだろうが、仲良くなって君に損はさせないと約束する」

　年上の頼り甲斐のある友人に握手を返す。初めての友達がティアラで良かったと、手の平の温かさで伝える。

「私の手はゴツゴツしているだろう？」

「そんなことありませんわ！」

「マリアは優しいな……だが自分でも男勝りな女だと自覚しているのだ。剣を振るのを日課にしていたせいで手はボロボロでな。好きな人にも振り向いてもらえない始末だ」

「ティアラのような素敵な人の魅力に気づけないなんて、残念な人ですわね」

「はは、そうだな……」

　ティアラの笑い声は乾いていた。気に障ることを言ってしまったのかと不安になる。

「気にしないでくれ。それよりも、これからは友人同士、仲良くしていこう」

　ふたりは友情を確かめ合うと、互いを知るために雑談を楽しむ。時間は過ぎていき、とうとう入会式の開幕時刻がやってきた。

「これより式典を開幕する」

　聞き慣れた声が壇上から届く。その声の主は尊敬する恩人――ケインだった。

「あれが有名なケイン神父か」

「ケイン様を知っていますの？」

「次期大司教の最有力候補だからな。教会に所属する者で、知らない人はいないほどだ」

（やっぱりケイン様は凄すごい人ですのね）

　尊敬できると思った人物が、他人からも評価されていると知り、自分のことのように嬉しくなる。

「諸君、まずはおめでとう。君たちこそ、この国の希望だ」

　ケインの称しょう賛さんに会場が騒ざわめき、浮足立った。

「でも驕おごることなかれ。君たちはまだ蛹さなぎだ。成長し、蝶ちょうとなるのはこれからさ……さて、時間も勿体ないからね。本題に入ろう。これから君たちの代表に挨拶をしてもらう。その人物は筆記試験、魔力試験で満点を獲得した天才だ」

（まさかとは思いますが……私じゃありませんよね？）

　マリアの背中に冷たい汗が流れる。違いますようにと祈りを捧げるが、ケインが指名したのは――。

「イリアス家のマリアくん、壇上へ」

（やっぱり私ですわぁ！）

　指名されたことで拍手が沸き起こる。ティアラの「頑張るのだ！」という応援を背に受けながら、トボトボと壇上へ向かう。

「あの、えっと、その……」

　壇上に立つと、会場の至るところから視線が突き刺さった。緊張で喉のどが震え、言葉が出てこない。そんな彼女を救ったのは、頭の中に響いた声だった。

『マリアくん、私だ、ケインだ』

（ケイン様!?）

　彼は声を出さずに口をパクパクと動かしていた。離れている相手とでも会話ができる『念話』という風の魔法の存在を思い出した。

『緊張して、なにを話せば良いのか分からないのなら、教会での意気込みを語ればいい。達成したい目標は他の候補たちにも良い刺激になるはずだからね』

　ケインのおかげで頭の中の霧きりが晴れる。心の中で感謝しながら、すっと息を吐いた。

「私は家族から駄目な娘だと育てられましたわ……」

　突然の告白に、会場の空気が変わる。

「けれど大聖女候補に選ばれて……いえ、ケイン様に救われたおかげで、私は変われましたの」

　もしケインがいなければ、適性検査の結果が聖女でないとの理由から試験を受ける前に不合格となっていた。彼がいたからこそ、今のマリアがあるのだ。

「私もケイン様に負けない立派な人物になりたい。それが教会で叶えたい私の夢ですわ」

　尊敬する人を目標にして努力する。ありきたりな所しょ信しん表ひょう明めいだが、その言葉は予想外の反応を生む。
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「大司教確実と称されるケイン様に並ぶって、まさか……」

「大聖女になるのは私だという宣戦布告ね」

「恐ろしい候補生が現れましたね」

　会場の至るところから大聖女というワードが耳に飛び込んでくる。マリアは自分がとんでもない宣言をしてしまったのではと戸惑っていると、ケインが再び壇上へと上がる。

「さすがはマリアくんだ。でもね、大聖女になるチャンスは彼女だけのものじゃない。君たちにも可能性はある。今後の成長に期待しているよ」

　ケインの激励に拍手が鳴る。小さな音が次第に大きくなり、マリアに負けまいと、ライバルたちは競争意識を燃やす。

　挨拶を終えたマリアが席に戻ると、ケインによる教会施設の説明が始まった。これからは寮生活となるため、門限などの禁止事項が語られていく。

（案外、緩いルールですのね）

　門限も夜十時までに帰れば良く、王都で遊ぶのも自由。さらに驚かされたのは恋愛が自由な点だ。大聖女を育成するのだから、貞てい淑しゅくさを優先し、異性との交際を禁止すると思っていたが、恋愛から得られる経験も重要との判断で、むしろ推奨さえされていた。

「ルールを聞いて思っただろう。随分緩いと。でもね、大聖女になるのは簡単じゃない。油断している候補生はすぐに脱落者になるからね。事実、昨年の候補者は一年で九割が教会を去ったんだ」

　一年で九割。そのあまりの厳しさに場がざわめく。

「静かに。昨年は極端な例だからね。今年は違う結果になる可能性は十分にある。これから説明する選抜方法を聞き逃さないようにして、無事、来年を迎えて欲しい」

　こう言われては黙るしかない。静かに耳を傾ける。

「君たちにはこれから三つのクラスに分かれてもらう。それらのクラスの中で、大聖女となるための授業を受けることになる。どのクラスに配属されるかは、我々が既に決めているから、候補生手帳を確認して欲しい」

　ケインの合図に従って、神父たちが手帳を配る。先頭ページを開くと、魔力の輝きと共に、クラス名簿が浮かび上がってきた。早速、自分の名前がどこにあるかを探す。

「私はＡクラスですわ。ティアラはどうでしたの？」

「私もＡクラスだ」

「それは幸先がいいですわね」

　友人と一緒のクラスになれた安心感で心が和らぐ。他にも知り合いはいないかと、名簿を見つめていると、ティアラの小さな溜息が届いた。

「どうかしましたの？」

「クラス名簿に知り合いがいてな」

「苦手な人ですの？」

「好ましい相手ではないな」

　気まずい空気が流れる。話題を変えるため名簿に視線を巡らせると、クラス名の傍にケインの名前が記されていることに気づく。

「Ａクラスの担任はケイン様ですわね!!」

「それは僥ぎょう倖こうだな。彼ほど優秀な神父はふたりといないはずだからな」

「ケイン様と一緒なら授業もきっと楽しめますわね」

　大はしゃぎするマリア。そんな彼女にティアラは怪け訝げんな目を向ける。

「……気になっていたのだが、君はケイン神父と親しいのか？」

「え!?」

「先ほども『念話』の魔法で話をしていたようだしな」

「気づいていましたのね!?」

「私は『念話』が得意魔法だからな。だから他の候補生は気づいていないと思う」

「それなら安心ですわね。ケイン様には立場がありますから。変な風評が流れたら困りますもの」

　恋愛が推奨されていても、担任と候補生となると話は別だ。贔ひい屓きしていると邪推する者も現れるだろう。

「それでふたりはどのような関係なのだ？」

「変な関係ではありませんわ。ただの恩人――それだけの関係ですわ」

　口にしていて、胸が苦しくなる。言葉にすると彼との関係があまりに希薄だと思えたからだ。

「さてクラス分けの結果は確認できたね。このクラスに優劣はない。僕たちが候補生の相性を勘案し、決めたものだからね。でもね、クラスにはなくても、候補生個人にはある。手帳の次のページを開いて欲しい」

　ケインの言葉に反応し、手帳が光り輝く。先ほどまで白紙だったページに、マリアのプロフィールが表示されていた。




――――――――――

総評：

　イリアス家のマリア。男爵令嬢。年は十二歳。魔力量は候補生の中でも優れており、学業成績も優秀。所属クラスはＡ。




評価ポイント：

　１００点

――――――――――




　プロフィールには、個人情報や教会側からの総評が記され、その隣には評価ポイントが記されている。

「プロフィールを確認できたね。ここに書かれている評価ポイントこそが、君たちの能力――つまりは魔法や学力、さらには大聖女に相応しい教養や人徳を持つかを数値化したものだ。点数に上限はないから、日々の結果に応じて増減もする。点数アップを目指して頑張って欲しい」

　魔力と学力は既に選抜試験で判定されている。マリアの評価ポイント１００も、そこから導かれたものだろう。

（現時点では私が最高得点。ですが安心できませんわ）

　大聖女に相応しい教養や人徳も評価対象となっている。トップの地位は盤ばん石じゃくではなく、今後の生活で揺らいでいくものなのだ。

　さらにケインは増えるだけでなく減りもすると言及した。それはひとつの可能性を示唆している。

「察しの良い者は気づいたようだね。この評価ポイントがゼロになると、大聖女の資質なしとみなされる。つまりは脱落者として教会を去ることになるんだ」

　１００点だからと油断していられない。気の抜けない毎日になると、背筋が自然と伸びていた。

「でも、この評価ポイントが減らないように振る舞えばいいかと問われればそうではない。現大聖女様が引退したタイミングで次の大聖女が候補生の中から選ばれるわけだけど、その選出方法にも評価ポイントは関わってくる。ズバリ、その時点で評価ポイントの最高得点者が次期大聖女に就任することになるんだ」

（恐ろしい制度ですわ）

　現大聖女が引退する日がいつなのか分からない以上、選抜が近づいてから努力するようなことはできない。常に高みを目指し続ける必要があるのだ。

　ピリピリと空気が殺伐としてくる。現時点での首席がマリアだと知られているため、視線にも敵意が混じり始めた。

「体調でも悪いのかな？」

　ティアラが声をかけてくれる。彼女の呼びかけのおかげで緊張が和らいだ。

「狙われると思うと怖くなってしまいましたの……」

「不安は分かる。だが他の候補生たちはともかく、私たちは友人だ。仲間として正々堂々と競い合いながら、ふたりで成長していこう」

　友として切せっ磋さ琢たく磨ましていこうと約束する。こうしてマリアは注目を集めながらも、式典を終えたのだった。




　式典を終えて、ティアラと共にＡクラスの教室へと向かう。階段式教室には横長の机が並べられており、自由な席に座って良い形式だ。

　席の数は二十人分用意されている。既に交友を深めてグループで盛り上がっているところもある。

（ティアラと友人になっていて、本当に助かりましたわ！）

　既存のグループに話しかけるのは勇気がいる。だが声をかけられるほど積極的な性格でもない。隣に立つ友人が心強かった。

「マリア、ここの席に座ろう」

「いいですわね」

　ティアラが確保してくれたのは後ろの窓際の席だ。まだ他の人に取られていない幸運に感謝しながら腰掛けると、続くように彼女の前の席に男性が腰掛ける。

（どうして、神父さんがいるのかしら!?）

　小麦色の肌に、綺麗な黒髪と黒目。年齢は十代後半くらいだろう。鍛えられた肉体は修道服の上からでも分かるほどに盛り上がっている。

「あ、あの、はじめまして」

「フン、俺になんの用だ……」

「え？」

「用事がないなら黙っていてくれ。俺は友人と話すのに忙しい」

　ツンツンした態度を向けた後、彼は窓辺の小鳥に話しかけていた。その行動は異常者そのものだ。

（イケメンなのに、残念な人ですわ！）

　最悪な第一印象を感じていると、ケインが教室へとやってくる。教卓の前に立ち、彼はグルリと周囲を見渡した。

「僕が君たちの担任になるケインだ。よろしくね。さっそくだけど、君たちの疑問を解消しようと思う」

　その疑問とはなぜ大聖女候補が集められた教室に同世代の神父がいるのかだ。

　その答えを伝えるため、ケインが指をパチンと鳴らすと、手帳が輝いた。中身を確認すると、新たなページが追加されていた。開くと、そこには学友となる神父たちのプロフィールがズラリと並んでいた。

「これから君たちには、この場にいる神父の中からひとりを選んでパートナーとして組んでもらう。彼らは君たちの仲間であり、使用人でもある。なにせ大聖女候補は忙しい。学ぶだけで毎日が激務となるからね。それに候補生は命を狙われることもある。そんな時、彼らがボディガードとなり、守ってくれるはずさ」

　予想もしていなかった展開に、教室の候補生たちがざわめく。逆に神父たちは冷静さを保っている。既に教会側から事情を聞いていたからだろう。

「もちろん、彼らにも特典がある。パートナーが大聖女へと至った際、莫大な報奨金と上級司教の地位が手に入るからね。特に後者はお金で買えない。公爵でさえ喉から手が出るほどに欲しい権威なのさ」

　上級司教はブルネシア王国に数えるほどしかいない。その権威は王族と並ぶ力があるため、十分すぎるほどの報酬といえた。

「では誰と組むかだけど、ここにいる神父十名が投票し、票数の多い候補生が優先的にパートナーを選択できる。同数の場合は評価ポイントが高い者が優先されるから、順序が曖あい昧まいになることもないよ」

　説明を受け、パートナーの選定の難しさを知る。

　まずは票集めだ。神父たちに自分が大聖女になるだけの力があると示す必要がある。幸いにもマリアには首席合格という武器があるが、特徴のない人物だと票を集めるのもひと苦労だ。

　さらに問題はもうひとつある。それはパートナーを誰にするかだ。

（手帳のプロフィールを読んだ限りだと、最も人気がありそうなのはハリストン子爵家のジル様ですわね）

　黄金の髪、翡ひ翠すい色の瞳に加えて整った顔立ちをしている。魔法の腕も超一流で、家柄も子爵家と悪くない。さらに十代後半と若年でありながら、幾つかのビジネスを成功させた経験もある商人としての顔も持ち、国内有数のお金持ちでもあった。

　だが彼の本当の価値はその職業適性にある。万能――時間制約はあるものの、どんな適性も模も倣ほうできる。数ある適性の中でも上位数パーセントに位置する貴重な能力だった。

（ジル様は誰に投票するのかしら？）

　ジッと視線を向けていると、彼は気づいたのか柔和な笑みを返してくれる。愛想も良く、人気者になるのは間違いないと確信した。

「投票は明日の夕方に実施するので、悔いのないようにね」

　ケインは説明を終えると、授業を始める。内容が頭に入らないほど、マリアはパートナー選びの件で頭を悩ませるのだった。




　授業を終えたマリアとティアラのふたりは寮を訪れていた。白で統一されたモダンな空間は、ガラス張りの窓から差し込む光で輝いていた。

「オンボロな建物を想像していましたが、意外にもお洒落しゃれなところですわね」

「ふふ、部屋だけではないぞ。食事に関しても優遇されている」

「カフェが無料で使えますのよね」

「お菓子も、軽食も、紅茶もすべてが無料だ。しかも元宮廷料理人が調理していると聞く。これも大聖女候補の特権だな」

「お腹が空きましたし、早速権利を使いましょうか」

　時刻は午後の一時と、お昼には丁度良いタイミングだ。ふたりはカフェのテラス席へと移動する。内庭の緑豊かな景色を眺めながら食事のできるベストスポットだった。

「私が食事を取ってこよう。マリアはなにがいい？」

「私はサンドイッチでお願いしますわ」

「任された」

　ティアラが席を離れたのを見送ると、庭を茫ぼう洋ようと見つめながら、物思いに耽ふける。そんな彼女にひとりの男性が近づいてくる。金髪の麗人――ジルである。

「ここの席いいかな？」

「でも近くに空席ならありますわよ？」

「君と話したいことがあるんだ。座るよ」

「あ……」

　許可を待たずに、ジルは椅子に腰掛ける。正面に座ると、その整った容姿に魅了される。

（肌も綺麗ですし、翡翠色の瞳も宝石のようですわ）

　なぜこんな美丈夫が自分に話しかけてきたのか。疑問がグルグルと頭の中で渦巻いていると、先にジルが口火を切った。

「回りくどいのは嫌いでね。率直に伝えるよ……私をパートナーにする気はないかい？」

「え!?」

「私は役に立つよ。もちろん投票も君に入れる。是非、私を選んでくれ」

「そ、それは光栄ですわね」

　一番人気だと思われるジルからの熱烈なアプローチは嬉しさもあるが、戸惑いが勝った。なぜ自分にと疑問に感じていると、ジルもそれを察したのか説明してくれる。

「初日だからね。知り合いならともかく、現時点で候補生たちの優劣を知る手段は評価ポイントしかない。そして君はクラスでトップの成績だ。私は子爵家に生まれた者として上級司教になる義務があるからね。是非、君のパートナーになりたいんだ」

　いくらでも取り繕つくろえるはずなのに、ジルは本心を隠そうとしなかった。正直な彼に好感を抱く。

（ジル様がパートナーなら心強いですしね）

　彼の提案に乗っても良いかもしれない。そんな彼女の想いを打ち消すように、新たな人影がテーブルを叩く。

「その判断は早いと思うわ。ジル、あなたは私――スターウィル公爵家のリーシェラを選ぶべきよ」

　リーシェラと名乗った少女はまなじりの吊り上がった気の強そうな外見をしていた。燃えるような赤髪は良く手入れされているのか、陽光で輝いている。年齢はティアラと同じ十五歳前後のように見えた。

「リーシェラ、また君か……」

「私は諦めが悪いの。それに私の評価ポイントは95点と、クラスでは二位の成績よ」

　手帳には評価ポイントのランキングが記載されている。マリアに続く成績として、リーシェラの名前があったことを思い出した。

「さらに公爵家の令嬢で、あなたの幼おさな馴な染じみ。将来まで見越すなら私を選ぶべきよ」

「残念だけど、君は大聖女になれないよ」

「どうしてよ!?」

「大聖女は魔力や学業だけが評価されるわけじゃない。人間性も加点対象だからね」

「私の性格が悪いと!?」

「率直に答えると、そうだね」

　一いっ触しょく即そく発はつの空気が流れる。だがリーシェラの敵意はあろうことかマリアへと向けられた。

「あなたのせいよ！」

「私は悪くありませんわ！」

「あなたさえいなければ私がクラスで一番だったのよ！」

「それは逆恨みですわ……」

　フンと鼻を鳴らしてリーシェラは立ち去る。そんな彼女に続くように、ジルも「パートナーの件、よろしくね」とだけ言葉を残し、その場を後にした。

「面倒なことになりましたわね……」

「マリアくんはいつも大変そうだね」

　マリアのぼやきを拾ったのは、いつの間にかそこにいたケインだ。彼はコーヒーカップとケーキをテーブルに置くと、マリアをジッと見据える。

「ケイン様も私にご用ですか？」

「ああ。君の将来に関わる大切な話だ」

　ゴクリと固唾を飲む。彼の美しい瞳を眺めながら、話が切り出されるのを待つ。

「でも話の前にお茶にしようか。ここのケーキは絶品なんだよ」

「私は遠慮しておきますわ。友人がサンドイッチを取ってきてくれますから」

「それは残念だ。なら僕だけ頂くよ」

　ケインはコーヒーとチョコレートケーキに舌鼓を打つ。美味しさで笑みを浮かべる彼は、まるで子供のように無邪気だった。

「僕のような二十歳手前の男が甘い物を好きだと変かな？」

「い、いえ、普段の印象と違いましたので、驚いただけですわ」

「プライベートはいつもこんな感じさ」

「意外ですわね」

「もちろん全員に見せるわけじゃない。君の前だから、自然体でいられるんだ」

「そ、それって……」

「君は裏表がないからね。魑ち魅み魍もう魎りょうが跋ばっ扈こする教会では貴重な存在さ」

　予想とは違う答えだったが、性格が良いと褒められたのだから悪い気はしない。

「でもね、そんな君だからこそ話しておきたいことがあるんだ……実はね、グランド男爵が君を教会から追い出すために暗あん躍やくしているそうなんだ」

「お父様が!?」

　教会に入ったのだから、マリアのことは諦めてくれるはずだと思っていたが、認識が甘かった。

　蛇へびのように執しつ拗ようで、どこまでも追いかけてくる彼に恐怖を感じていると、ケインが優しげに微ほほ笑えむ。

「安心して欲しい。教会にいる限り、君の安全は僕が保証する」

「ケイン様……」

「でもね、ルールに則る形で候補生から脱落しては話が別だ。さすがに部外者を守るために、僕の権威を使うわけにもいかないからね」

「承知してますわ」

　冷たいようにも聞こえるが、ケインにも立場がある。候補生でいる間は守ってもらえるだけでも御の字だ。

「だから君が脱落しないように、助言を送るよ……パートナーを誰にするかは、安易に決めないことだ。この選択を間違えると、君はすぐにでも破滅することになるからね」

「大おお袈げ裟さではありませんの？」

「僕の経験上、将来を有望視された候補生でもパートナーとの不仲で脱落した例は多い。特に君のように若い者ほど、それは顕けん著ちょになる」

　魔力や勉学は才覚に左右される。だが経験だけは時間で積み上げるしかない。しかしパートナーさえ優秀ならふたりが協力することで、経験の差を埋められるのだ。

（もっと真剣に考えるべきですわね）

　マリアには負けられない事情がある。もし教会を追放され、屋敷に戻ることになれば、好きでもない王子と結婚させられるからだ。自らの幸せのためにも失敗は許されない。それにグランドへの謝罪も求められるだろう。

「勝つためにはジル様を選ぶべきかしら」

「彼か……悪くないとは思うよ。優秀だしね。でも能力や性格には相性がある。君にとっての最良を選ぶならむしろ……」

「むしろ？」

「いや、なんでもない。これ以上は越権行為がすぎるからね」

　ケインは空になった皿とカップを手に持ち、席を立つ。

「忠告はこれで終わりだ。君の健闘を期待しているよ」

「いつも親切にありがとうございますわ」

「君は大切な人だからね。助けになれたなら、僕も嬉しいよ」

　その言葉にドキリとさせられる。きっと首席合格だったからだと、自分を納得させるが、心臓は早鐘を打っていた。

（私、もしかしてケイン様のことが……）

　尊敬できる恩人に頭を下げる。下を向いた顔は耳まで赤く染まっているのだった。




　ケインと別れ、食事を運んできたティアラが合流し、マリアはこの短い時間の出来事を語る。

「ふむ、ジルがパートナーに立候補か。悪い話ではないな」

「ですが、ケイン様は慎重に選べと」

「時間はまだある。じっくり考えればいいさ」

「そうですわね」

　談笑しながらカフェでの食事を終え、マリアたちは自室へと向かう。どんな部屋なのかと期待に胸が躍り、自然と足取りも軽くなっていた。

「私の部屋はここだな」

　廊下に等間隔で並ぶ扉の前で足を止める。入り口の扉の表札にはティアラの名前が記されており、それ以外は他の部屋と変わりない。

「公爵令嬢でも与えられる部屋は変わらないのですわね」

「候補生は平等に遇されるということだな」

「室内も同じなのかしら？」

「良ければ私の部屋と比べてみるか？」

「お願いしますわ」

　ティアラの部屋を見た後で、自室を確認すれば、違いを知ることができる。

　事前に渡されていた鍵で扉を開くと、ティアラが先導する形で部屋に入る。足を踏み入れた先には、瀟しょう洒しゃな空間が広がっていた。

　絨じゅう毯たんの上にキングサイズのベッドが置かれ、赤みを帯びた高級木材の机と椅子も用意されている。

　さらに大窓から教会の緑豊かな光景を一望することもできた。憧れがそのまま形になったような室内に感嘆の声を漏らす。

「素敵なお部屋ですわね。私も自室を見るのが楽しみですわ」

　待ちきれないと、マリアは廊下に出ると、表札から自分の部屋を探そうとする。だがティアラがそれを止めた。

「先ほど確認しておいたが、マリアの部屋は私の部屋の隣だ」

「ということは、角部屋ですわね」

　端の部屋なら隣人との付き合いも片方だけで済む。しかもその相手とは友人であるティアラなのだ。

　面倒事が少なくて幸運だと、意気揚々と部屋の鍵を開けて自室に足を踏み入れる。

　内装はティアラの部屋と変わらない。違いがあるとすれば、家具の配置くらいのものだ。

「神父の部屋も同じなのかしら？」

「ここまで豪華ではないだろうが、暮らすに不自由しないだけの部屋は与えられているはずだ」

「詳しいのですわね」

「私も大聖女を目指している。情報収集は怠らないさ」

　ティアラは向上心を表に出そうとしない。だが彼女もまた手強いライバルであることに変わりないのだ。

「ティアラは誰をパートナーに選ぶんですの？」

「ジルが理想ではある。最も能力が高いのは彼だからな」

「そうですの……」

「だが遠慮するような真ま似ねは止めてくれ。マリアが組むべきだと判断したなら、迷わず彼を選びたまえ」

「ティアラ……ありがとうございますわ」

　友人の心遣いに感謝する。彼女のためにも、後悔のない選択をしなければと心に刻むのだった。




　ティアラと別れたマリアは、次の日の準備を済ませる。終わった頃には夕日が沈んでおり、初日の疲れが溜まっていたこともあって、そのままベッドで眠ってしまった。

　それから夢の中で数時間が経過する。

　目を覚ますと、いつもより早い時刻の就寝と、フカフカのベッドのおかげで、身体が羽のように軽かった。起き上がり、窓の外の景色を眺めると、まだ日が昇ったばかりだった。

（散歩でもしましょうかしら）

　部屋にいてもすることがない。気分転換がてら、寮の周囲を歩く。自然に囲まれているおかげで空気も美味しく感じられる。

（あれは……）

　視線の先に、リーシェラがいた。クラスで二位の成績で、ジルをパートナーに狙っている関係上、彼女はマリアに対して敵てき愾がい心しんを抱いている。

　気づかれずにやり過ごしたい。そんな願いも虚しく、足音に反応した彼女が振り向く。

「あなたも散歩？」

「そんなところですわ」

「ふん、あなた、私のことが嫌いでしょ？」

「そんなことはありませんわ」

「取り繕わなくてもいいわ。私もあなたが嫌いだもの」

　歯に衣着せぬ物言いにたじろぐ。遠慮しないのは長所だが、彼女の場合、度がすぎているように感じた。

「怒った？」

「別にそんなことはありませんわ……」

「ふふ、私って正直だから。でもね、あなたの能力は認めているのよ。どう？　私の下僕になるつもりはない？」

「え、遠慮しておきますわ」

「断るなんて薄情ね。ティアラとは仲良くしているくせに」

「ティアラはあなたとは違いますもの」

「あら？　私とティアラは似た者同士よ。彼女とは長年の付き合いだから間違いないわ」

「幼馴染ということですの？」

「どちらかというと悪友ね。公爵家の令嬢同士で年齢も近かったから、悪戯いたずらを楽しんだりしたものよ……でも、ある事件が原因でふたりの友情は壊れたけどね」

「事件？」

「知りたいでしょ。なら私の下僕に――」

「なりませんわ」

　どこまで真剣なのか分からない。正直、苦手なタイプだ。早くここから離れたいとの気持ちが沸ふつ々ふつと湧き上がってくる。

「朝の準備がありますから、私はこれで……」

「そう焦る必要はないじゃない。始業時刻が三十分後に変更されたんだから」

「そうなのですか!?」

「知らなかったの？　なら私に感謝してよね。朝の三十分は貴重よ。その分、ゆっくり過ごせるのだから」

「親切にありがとうございますわ」

　棘とげがあるだけで、そこまで根は悪い人ではないのかもしれない。少しだけ彼女に興味が湧いた。

「あなたは、どうして大聖女になりたいんですの？」

「スターウィル公爵家に生まれた者の義務だからよ。もし脱落者になれば私は実家に顔向けできなくなる。それほどに高貴な血筋のプレッシャーは強いのよ」

「負けられない理由がありますのね」

「あなたにもあるの？」

「私も負ければ行き場がありませんわ。それに好きでもない人と結婚することになりますの」

「そう……大聖女はひとりしかなれないけど、お互い頑張りましょう」

「もちろんですわ」

　ふたりは瞳に闘志を燃やす。ライバルとして認め合った瞬間だった。




　リーシェラのおかげで、三十分間の余裕ができた。悠々と身支度を整えた後、教室へ向かう。扉を勢いよく開くと――ケインが教卓の前に立ち、マリア以外の候補生たちは全員着席していた。

（どういう状況ですの!?）

　始業時間は変更されたはずだ。それなのに、まるで授業中かのような状況に頭が混乱する。

「ケイン様、これは……」

「マリアくん、遅刻だよ」

「え、ですが、始業が三十分遅れると聞きましたわ」

「そんな事実はないよ。どこからの情報だい？」

「それは……リーシェラから……」

　クラス内の視線がリーシェラに集まる。しかし彼女は首を横に振った。

「私はそんなこと言ってません。遅刻の言い訳に私を使わないで」

「う、嘘ですわ」

「なら証拠でもあるの？」

「それは……」

　証人でもいれば話は別だが、あの場にはふたり以外に誰もいなかった。言った言わないの水かけ論になるのがオチだ。

「マリアくん、僕は君を信じている」

「ケイン様……」

「だが罰は平等だ。贔屓はできない。それは理解できるね」

「はい……」

　もしマリアが罰を受けないのであれば、それはクラスの不和に繋がる。立場上、仮に彼女が騙だまされていただけだと知っていても、なにもしないわけにはいかない。

「マリアくんへの罰は評価ポイントの減点だ。心苦しいけど受け入れて欲しい」

　ケインが魔力を放つと、手帳が輝く。プロフィールが新たに更新されていた。




――――――――――

総評：

　イリアス家のマリア。男爵令嬢。年は十二歳。魔力量は候補生の中でも優れており、学業成績も優秀。所属クラスはＡ。遅刻経験あり。




評価ポイント：

　90点

――――――――――




（評価ポイントがマイナス10点されていますわ！）

　二位のリーシェラが95点のため、トップの座を失うことになった。喪失感が怒りに変わる。だが彼女は反省するどころか、嘲ちょう笑しょうを口元に張り付けていた。

（絶対に許しませんわ）

　必ず報いを受けさせてやると決意する。そんな彼女の心情を読み取ったのか、ケインは優しげに声をかける。

「マリアくん、これで分かったと思うが、大聖女候補はライバルだ。蹴落とそうとしてくる者がいてもおかしくはない」

「はい……」

「でもね、人を信じるなと言うつもりはないよ。信頼は大切だからね。ただ君は裏を取るべきだった。例えば友人にも始業時刻の変更を確認するとかね」

　ケインの言葉は正論だった。隣人のティアラにひと言訊たずねるだけで遅刻は回避できたのだ。

「でも僕はマリアくんを責めるつもりはない。世の中には、騙された方が悪いという言葉があるけど、騙した方が悪いに決まっているからね」

「ケイン様……ありがとうございますわ」

　恩師の言葉に心が救われる。彼の期待に応えるためにも、これからは油断しないと心に刻むのだった。




　授業が終わり、休み時間になった。だが沈んだ感情はまだ元に戻っていない。机に伏していると、ティアラが心配そうに声をかけてくれる。

「私が部屋を出る時に声をかけていれば……マリアが先に行ってると思い、声をかけずにいた私のミスだ。すまなかった」

「ティアラは悪くありませんわ。悪いのは私の油断ですもの……でも、どうしても落ち込んでしまいますわね」

「元気を出したまえ。マリアなら失点もすぐに取り返せる」

「でも一位から転落してしまいましたわ」

「それでもクラスで二位の成績だ。絶望するほどではない。それに投票は今日の放課後。まだチャンスは残されている」

「ティアラ……ありがとうございますわ」

　励ましのおかげで活力を取り戻したマリアは次の授業を心待ちにする。時間が経過し、休憩時間を終えて教室に戻ってきたケインは木箱を抱えていた。歩くたびに異音が鳴っている。

「さて、次の授業を始めるよ。座学の次は実技。君たちに聖女としての実力を示してもらう」

　ケインが用意した木箱を覗のぞかせる。箱の中にはバラバラに砕けた陶器の破片が詰まっていた。

「ここにあるのは五種類の陶器の破片で、どれもが歴史的価値の高いものばかりだ。必要な破片を仕分ける教養と、壊れた破片から元通りに修復する回復魔法の緻ち密みつなコントロールが求められる。つまり教養と魔法の実力、両方が試されるんだ」

　説明を聞いた瞬間、候補生たちは眉根を顰めるなどの否定的な反応を示す。

「どうやら皆も気づいたようだね。この実技の難易度は高い。だからこれはテストとは違う。評価ポイントには加算されないし、挑戦するのも希望者のみだ。あくまで投票に向けて、実力をアピールするための場だと解釈して欲しい。陶器が足りなくなれば、新しく持ってくるから、遠慮する必要もない。気兼ねなく手を挙げて欲しい」

　評価ポイントが低い者や、マリアのように騙されてポイントを落とした者を救済するためのイベントだ。ケインが与えてくれたチャンスを逃すわけにはいかないと手を挙げようとした瞬間、リーシェラが先を越すように挑戦を申し出る。

「評価ポイント首位のリーシェラくんが挑戦するとはね。意外だったよ」

「二位以下との力の差を誇示するチャンスを活用しない手はないもの」

　投票で確実な勝利を手にするためにリーシェラは勝負に出たのだ。ケインから開始の合図を告げられ、木箱から陶器の欠片かけらを拾い上げていく。

　一分もしないうちに選別を終えると、今度は回復魔法で破片を繋げていく。見る見るうちに修復が進み、漆黒の陶器が完成していた。

「千年前に戦勝記念につくられた茶器ね。星のように見える斑まだら模様から宇宙を表現した器とも言われているわ。最高峰の品を修復できたことを誇りに思うわ」

「解説ありがとう。君の説明で正解だ。このように聖女は、人の治療だけでなく、破損してしまった物品の修復を依頼されることもある。彼女のような修復ができなければ、大聖女への道は遠いだろうね」

「賞賛されるのは嫌いじゃないし、ありがたく受け取っておくわね」

　リーシェラは勝ち誇った笑みを浮かべる。だがマリアも負けるわけにはいかない。第二の挑戦者として名乗りを上げる。

「次の挑戦者はマリアくんか。準備はいいかな？」

「いつでも大丈夫ですわ」

「ならさっそくスタートだ」

　ケインは時刻を確認してから開始の合図を告げる。だがマリアは木箱から破片を拾い上げようとしない。俯ふ瞰かんするように破片を観察し、意を決したように回復の輝きを放つ。

　そして次の瞬間、木箱から破片が消え、四つの陶器へと変化していた。その時間は僅か十秒。リーシェラよりも短い時間で、より多くの陶器を修復したのである。

「素晴らしい結果だ。さすがマリアくんだ」

　ケインが賞賛を送るが、リーシェラは納得できないのか顔を真っ赤にしていた。

「す、すべての陶器を修復するなんて卑ひ怯きょうよ！」

　悔しさで唇を震わせながら、リーシェラが非難する。だがマリアは怯ひるまない。

「ひとつだけしか修復してはいけないというルールはありませんわ」

「そ、それはそうだけど……」

「私はただ万全を尽くしただけ。問題ありませんわよね、ケイン様」

「もちろんだとも。マリアくんの回復魔法は賞賛に値する。僕の名において保証するよ」

　時間をかけたならともかく、一瞬ですべての陶器を修復したのだ。マリアの回復魔法が優れていたからできたことであり、卑怯だと非難される謂いわれはない。

　それを理解したからだろう。修復の様子を観察していた神父たちも感嘆の声をあげ、ライバルの候補生たちでさえも拍手を送った。

「さてマリアくん、先ほどの神業を皆に解説してあげてくれないかな」

「神業でもなんでもありませんわ。破片から、陶器の完成形が浮かびましたから。イメージを形にするように回復魔法を発動しただけですわ」

　簡単に言ってのけるマリアに対し、候補生たちの反応は芳かんばしくない。

「私の説明が悪かったかしら」

「違うよ。君と他の候補生との間に力の差がありすぎて参考にならない。ただそれだけのことさ」

　熟練者の助言は初学者にとって呪文のように聞こえることがある。クラスメイトの候補生たちも同じ感覚に陥っていたのだ。

「他に挑戦したい人がいなければ授業は終わりだ。今回の結果を投票の参考にして欲しい」

　ケインはそれだけ言い残すと、修復された陶器と共に教室を後にする。遅刻のペナルティを覆すチャンスをくれた彼に感謝するのだった。




　午前の授業を終えて、お昼休みが始まる。マリアの周囲には候補生たちが集まっていた。

「マリアさん、回復魔法のコツとかあるなら教えてくれない？」

「私も知りたい！」

「抜け駆けはずるいわよ。私も聞かせて！」

　候補生たちがマリアを頼れる存在だと認めたからこその反応だ。少しでも彼女に追いつきたい、または憧れの対象とお近づきになりたいという願いが、マリアを慕う仲間を増やしたのだ。

「あ、ありがとうございますわ」

　戸惑いながら、救いを求めるようにティアラに視線を向けると、彼女は席を立ち上がった。

「お昼を食べに食堂に行きますの？」

「いいや、私は票集めのために動くつもりだ。マリアはどうする？」

「私はやるべきことをやり尽くしましたから」

「マリアの実績なら休息も賢い選択だな。では後で」

　ティアラはそれだけ言い残すと、限られた時間を活かすために教室を出ていく。このひと言は候補生たちの危機感を煽る結果にも繋がった。マリアの周囲に集まっていた候補生たちも、焦ったように教室を飛び出していく。

　いつの間にか教室に残されていたのは、マリア以外だと、評価ポイントが首位で焦る必要のないリーシェラ。それと前の席に座る男子のみとなっていた。

　小麦色の肌と鍛えられた肉体から想像できないほど温和な笑みを浮かべて、窓辺に止まる鳥たちに餌えさをやっていた。

「随分と懐いていますのね」

「……俺に用でもあるのか？」

「特にありません。ただの雑談ですわ」

「そうか……俺はカイト……天涯孤独の平民でな。家名はない。ただのカイトだ」

「あ、はい。私はマリアですわ」

「昨日はきつい態度ですまなかったな。嫌いな奴と一緒にいたから無下に扱ってしまった」

「ティアラと知り合いなのですか？」

「一方的だがな」

　なぜ嫌っているのか詳しい事情は語らないし、聞ける雰囲気でもない。だが眉間に寄った皺しわが嫌悪を真実だと証明していた。

「パートナー探しに動かなくていいのか？」

「今はその元気がありませんわ。あなたはどうですの？」

「俺はどうせ誰からも選ばれないからな」

「どうしてそう思いますの？」

「一番は家柄だ。俺はスラム出身だからな。動物を従えることができる召喚士の職業適性のおかげで神父になることはできたが、このクラスにいるのは優秀な奴ばかりだ。わざわざスラム出身者を選ぶ物好きはいないだろ」

「なら上級司教を諦めていますの？」

「まさか。俺は誰がパートナーでも勝つ自信がある。だからこそ誰でもいいのさ」

「カイト様は強いのですわね……」

「強くもなる。スラム暮らしの時は食うために残飯を漁あさったこともあるからな。生き残るために必死なのさ」

　ひとりでも戦い抜くハングリー精神は見習わなくてはならない。忘れていた感情が湧き上がってくる。

「カイト様と私は似た者同士ですわね」

「男爵令嬢のあんたとか？」

「実態は令嬢とほど遠いですわ。物置で暮らし、残飯を与えられて育ってきましたから」

「辛い想いをしてきたんだな……」

「だからこそ、カイト様の言葉で闘志が燃えてきましたわ。もし脱落すれば、元通り前の生活に。あんな生活は二度とゴメンですから」

「その意気だ」

　辛い過去はふたりの仲を縮めてくれた。楽しい談笑し盛り上がっていると、リーシェラが椅子を勢いよく引いて立ち上がる。

「ちょっとお話しましょうか」

「私とですわよね」

「当然よ」

　声をかけられては仕方がないと、カイトに席を離れる旨を伝え、ふたりで揃そろって教室の外まで移動する。気まずい空気が流れる中、リーシェラが口火を切った。

「騙した件はごめんなさい。私、勝つために必死だったから、あなたを罠に嵌めてしまったの」

　同情を誘うように眉尻を下げ、今にも泣きそうな表情を浮かべるリーシェラ。本当に反省しているのか、それとも演技なのかは分からないが、マリアの取るべき選択はひとつだけだ。

「謝罪は受け取りますわ。ですが、あなたのことは二度と信頼しませんわ」

「あら、そう。残念ね」

　先ほどまでの態度が嘘だったように、ケロッとした表情に変わる。信頼しなくて正解だったと知る。

「もし信頼してくれたら、改めて罠に嵌めるつもりだったのに」

「二度と騙されませんわ」

「ふふふ、そうはいかないわ。あなたを倒さなければ、私は大聖女になれないもの」

　喉を鳴らして笑うリーシェラは、勝つために手段を選ばないとだけ宣言して立ち去った。絶対に負けられないと、マリアは意志を強く持つのであった。




　リーシェラと別れたマリアは食堂へ移動し昼食を取っていた。大好物のトマトとハムのサンドイッチだが、落ち込んだ気分のせいで味を感じない。

「ここの席いいかな？」

「ジル様……どうぞ」

「では失礼するよ」

　腰掛けた彼の手に食事はない。マリアと話すためだけに近づいてきたのだと知る。

「私になにかご用ですか？」

「君を励ましたくてね」

「私はもうトップの成績ではありませんし、近づいても得はありませんわよ」

「そんなことはないさ。先ほどの授業の実技は見事だったからね。私は変わらず君のパートナーになりたいと願っているよ。少なくともリーシェラと組むのだけは勘弁だ」

「ふたりの間になにかありましたの？」

「色々とね」

　教会に入る前からの知り合いだとは聞かされていた。だからこそリーシェラがなぜあのような卑怯な真似をするのか、彼なら答えを持っているかもしれないと期待する。

「リーシェラも可哀想な人ではある。親からは大聖女になれなければ、勘当すると脅されているそうだからね」

「それは酷ひどいですわね……」

「でもそのせいで彼女は損をしている。今回の君を罠に嵌めた戦略も、長期的に見ればマイナスだ。なにせ今後の試験では人間性も評価対象に含まれてくる。彼女は評価ポイント一位の椅子を手に入れた代だい償しょうに、クラスの信頼を失ったのさ」

　もし信頼している相手を選ぶ試験があれば、リーシェラは不利な立場となる。そこまで見越すのであれば、本性を晒すべきではなかった。

「それにプレッシャーだけじゃない。彼女は負けず嫌いだからね。君にも、そしてティアラにも負けたくないんだ」

「ティアラにもですの？」

「ふたりが悪友だったという話は聞いたことがあるかい？」

「リーシェラから聞きましたわ」

　リーシェラからふたりで悪戯を楽しんでいたと聞かされていた。幼い頃の話だとしても、タイプの違うふたりが仲良くしている姿を想像できなかった。

「本当にティアラたちは友達でしたの？」

「幼い頃のふたりは、恐ろしいコンビだったよ。私も散々虐められたし、スラムの平民を弄もてあそんでいたとも聞いたことがある」

「信じたくない話ですわね……」

　だが根拠はジルの話だけではない。カイトがティアラを嫌っていたのも、この当時の出来事が原因だと予想が付いた。

「でもね、年を重ねれば人は成長する。ティアラは父親から騎士道を叩きこまれたおかげで、ひと足先に大人に成長した。でもリーシェラはひとりだけ子供のままだ。だからふたりの仲は壊れてしまったんだ」

「そんなことが……」

「だから心配しなくても、過去のティアラはともかく、現在の彼女は立派な人さ。友人として大切にしてあげて欲しい」

　過去の出来事がなんであれ、マリアにとって、ティアラが自慢の友人であることに変わりはない。

「さて、私はそろそろ行くよ。投票は君に入れるから、パートナーは是非私を選んで欲しい」

　それだけ言い残して立ち去る。成績だけでなく、人格も優れた人だと、マリアは彼に尊敬の念を抱くのだった。




　お昼を終えて教室に戻ると、リーシェラの席に注目が集まっていた。彼女が人気者だからではない。怒声が教室に響き渡り、騒ぎになっていたからだ。

「私の指輪を盗んだのはカイトで間違いないわ！」

　そのひと言でマリアは状況を把握する。先ほどまで仲良く話をしていたカイトが犯人扱いされている状況に我慢できず、彼女のもとへと駆かけ寄る。

「指輪が盗まれたと聞きましたが、どうしてカイト様が犯人ですの？」

「カイトはスラム出身だもの。間違いないわ」

「出自で犯人扱いはさすがに酷いと思いますわ」

　他に根拠がなければただの言いがかりだ。だがその質問を待っていたと言わんばかりに、リーシェラは反論する。

「指輪は金貨数枚程度の価値しかないのよ。教会を去るリスクを背負ってまで盗みを働く者が他にいるとでも？」

「それならカイト様も同じことですわ。上級司教になるチャンスをふいにするとは思えませんもの」

「分かってないわね。パートナーの人気最下位はカイトに決まりよ。どうせ上級司教になれないならと小遣い稼ぎを考えても不思議ではないわ」

　あまりの暴論に頭が痛くなってくる。そしてそれは当事者であるカイトにとってもそうだった。

「俺を犯人扱いするなら身体検査でもすればいい」

「どうせ教室のどこかに隠して、後で回収する気なんでしょ。貧民の考えていることくらいお見通しよ」

「なら教室を隈くまなく探せよ！　証拠もなく俺を疑うならそれくらいすべきだろ！」

　怒りでカイトは眉根を寄せ、声を張りあげる。だがリーシェラは怯まない。

「証拠はないけど、状況があなたを犯人だと証明しているの」

「状況だと？」

「決定的なのは、盗まれた時間、教室にあなたしかいなかったことよ」

　リーシェラとマリアは会話を終えた後、マリアは昼食を食べに食堂へ向かったが、彼女はそのまま教室へと戻った。そこで指輪が盗まれたことを知ったのだと語る。

　だがこの主張こそが、リーシェラの自演だとマリアを確信に至らせる。彼女は教室にカイトだけを残し、犯人とするために、謝る気もないのにマリアを外へと連れ出したのだ。

（ですがどうして、カイト様を罠に嵌めますの？）

　カイトを盗人に仕立て上げても、リーシェラに利益はないはずだ。だがその疑問を解決するためのピースはない。

（意図はどうあれ、カイト様を見捨てることはできませんわ）

「私はカイト様を信じますわ」

「随分と庇うのね。理由でもあるの？」

「罪のない人を守るのは当然ですわ」

「ふふ、でも本当にそれだけが理由なの？」

「どういうことですの？」

「私、あなたとカイトが仲良くしているのを見たのよ……カイトをパートナーに選ぶつもりだから、庇ったんでしょ？」

「ち、違いますわ」

「なら誰を選ぶの？」

「それは……まだ決まっていませんわ」

「ふふ、苦しい反応ね。さて、クラスにいる皆！　聞いていたわね！　マリアに投票しても無駄よ！　なにせこの娘は、パートナーにカイトを選ぶんだもの！」

「な、なにを……」

　戸惑いながらも、リーシェラの狙いを察する。

　彼女はまず盗人騒ぎで注目を集めた。誰が犯人なのかと、意識を集中させているところに、マリアがカイトを選ぶと風説を流すのだ。

　最終的にパートナーに選ばれないと知れば、誰もマリアに投票しない。リーシェラのターゲットはカイトではなく、最初からマリアだったのだ。

「あんた、本物の悪党だな」

　カイトも意図を察したのか口を挟む。

「あら、なんのこと？」

「俺を盗人扱いしてまで票が欲しいのかよ」

「当然よ。でもあなたの票はいらないから」

「誰が投票するかよ！」

　カイトは怒りで下唇を噛かみしめる。そして冷静さを取り戻すために息を吐き出すと、マリアを見据える。

「迷惑をかけた詫びとして、俺はあんたに投票する」

「あ、ありがとうございますわ」

「だがあんたは俺を選ばなくていい。ジルを選んでくれ」

　それだけ言い残して、彼は教室を飛び出す。必ず無実を証明すると、その背中は決意を語っていた。




　カイトが飛び出してすぐのことだ。ケインが現れ、教卓の前に立つ。

「さて、午後の授業を始めるよ」

「あの、カイト様が……」

「事情は聞いているよ。どうしても外せない用事があるから午後の授業は休みたいとのことだ」

　それだけ告げると、ケインは授業を始める。随分とあっさりしているのは、授業の主な相手は大聖女候補であり、神父はオマケ扱いだからだろう。

　前の席がポッカリと空いた状態で授業が進んでいく。彼のことが心配になるが、すぐにその考えを振り払う。

（カイト様は落ち込むようなタイプではありませんわね）

　苦境に立たされるほど燃えるタイプの人間だ。きっと今頃、無実の証拠を探しているのだろう。

　時間が過ぎていき、午後の授業が終わる。とうとう待ちに待った投票時刻がやってきた。

「皆、覚悟はできているね」

　ケインの合図と共に手帳が輝き、投票数が反映されるページが現れる。リアルタイムで更新されるのか、既に投票を始めた神父たちの票が反映されていく。

（やっぱりリーシェラが一位ですわ）

　始まったばかりなのに、十票の内、既に二票獲得している。一方のマリアは、実技で力をアピールしたとはいえ、評価ポイントとカイトとの噂が原因で後れを取っている。現状は一票を獲得しているが、これは手を振ってくれているジルのものだろう。

　他の男子たちはまだ動かない。票の動きをうかがっているからだ。静寂が包み込む教室で、それを打ち崩すように扉が勢いよく開かれた。

「遅くなったな」

「カイト様！」

「無実の証拠を用意してきたぞ」

　彼の表情には自信が満ちている。皆、手を止めて、彼に注目を集めた。

「盗みの疑いを払拭できるんだね？」

「もちろん」

「なら君には無実を語る権利がある。是非、聞かせて欲しい」

　ケインの語調は強かった。遅刻の件でマリアが罠に嵌められたことに加え、今回の盗人騒動だ。

　証拠がないため裁けなかったが、彼も内心では怒りを感じていたのだ。

「まず結論から伝える。指輪の盗難事件はリーシェラの自作自演だ。本当は指輪なんて盗まれていない」

「う、嘘よ。私は確かに盗まれたわ」

「なら指輪をどこに置いていたんだ？」

「それは……机の上よ」

　教室がざわめく。貴重品を置くにしてはあまりに不注意だからだ。

「ふん、公爵令嬢の私からすれば安物よ。それにここは教会。盗まれると思っていなかったのよ」

「でも盗まれたと？」

「そうよ」

「だが俺は無実を証明できる。なにせ目撃者がいるからな」

「だ、誰よ、それは？」

「こいつらだ」

　カイトが手をパチンと叩くと、窓の外から小鳥たちが羽ばたいてくる。彼が昼間に餌付けをしていた鳥たちである。

「午後の時間、証人になってもらうために山の中を駆けずり回っていたんだ。これだけの証人がいるんだ。信しん憑ぴょう性せいも十分だろ」

「あのね、相手は鳥よ。証拠能力はないわ」

「だが俺は召喚士だ。こいつらと話をすることができる」

「あなたが鳥たちの通訳になると？　馬鹿らしい。自分に有利な証言に改竄するに決まっているわ」

「俺はあんたとは違う。そんな卑怯な真似はしない」

「どうだか。盗人の言葉なんて信用できないわ」

　ふたりの間で言い争いが続く。このままでは水かけ論で、カイトの無実を証明できない。

（なにか手は……そうですわ！）

「ジル様、力を貸していただけませんか」

「私のかい？」

「はい。ジル様の職業適性は万能――どんな人の職業適性もコピーできますわよね」

「なるほど。そういうことか」

　鳥たちの証言に信憑性がないのは、話せるのがカイトひとりだけだからだ。しかしジルは彼の召喚士の適性をコピーできる。

　もうひとり話せる人物が増えれば、今回の問題は白黒はっきりすることになる。

　適性をコピーしたジルが小鳥たちと何度か会話を重ねる。神妙な顔付きで話を聞く彼とは対照的に、リーシェラの表情は青ざめていく。

「分かったよ。彼らはすべてを目撃していた。机の上に指輪は最初からなく、カイトくんも無実だそうだ」

　雌し雄ゆうが決する。リーシェラはその場で泣き崩れ、カイトはガッツポーズを決めた。

「さて、投票を再開しようか」

　ケインに催促され、手帳の票数が更新されていく。マリアの票数が如実に伸びていく一方で、リーシェラは、二票のまま動かなかった。

（終わり良ければすべて良しですわ）

　投票が終わり、マリアの圧倒的な勝利で勝負は幕を閉じた。

　つまりマリアは投票数一位となったことで、優先的にパートナーを選択できるのだ。彼女に投票した者、またそれ以外の者にとっても、誰を選ぶかは注目の的だった。

「一位の君はこの場にいる神父なら誰でもパートナーに選択できる。さぁ、マリアくん。誰を選ぶんだい」

「それは……」

　マリアの中で候補は絞られていたが、まだ結論が出ていなかった。決定打を求め、崩れ落ちたリーシェラを見据える。

「パートナーを決める前に確認したいことがありますの」

「なにを聞きたいのよ」

「どうして私をこれほどまでに敵視しましたの？」

「それは……」

　実技で聖女の能力をアピールしたとはいえ、遅刻の罰則があり、マリアは評価ポイント首位から転落していた。さらにマリアを追い詰める必要はなかったはずだ。

　マリアの友人であるティアラへの私し怨えんからか。それとも公爵令嬢としてのプレッシャーが彼女を駆り立てたのか。

　そんな疑問に対し、リーシェラは恐る恐る口を開いた。

「あんたの父親から頼まれたからよ……」

「お父様に！」

「あんたが教会をやめれば、王子からの結納金を半分貰える約束になっていたの。その金額は公爵令嬢の私にも十分すぎるほどの金額よ。乗らない手はないわ」

「だから私を追い詰めたのですわね……」

「投票で圧倒的に敗れれば、きっと自主的に教会を去ると思ったのよ。でもそうはならなかった。残念ながらね」

　項うな垂だれるリーシェラに同情してしまう。彼女は実家の公爵家から追い出されるリスクを背負っている。だからこそ保険として、ひとりで暮らしていけるだけの金を欲したのだ。

「私はどんなことがあろうとも挫くじけませんわ。嫌がらせにも屈しませんから」

「あんたは強いわね……」

「大聖女を目指していますもの。当然ですわ」

　だからこそ誰にも負けないような優秀なパートナーを味方に付ける必要がある。絞っている候補はふたりだ。

（最有力候補はやっぱりジル様ですわね。適性だけでなく学業や人格まで完璧な超人ですもの）

　何度も助けられたし、ジル自身もマリアに選ばれることを期待している。彼を選ぶことは最良の選択肢のひとつである。

（もうひとりはカイト様ですわね）

　適性や勉学などではジルより劣るが、彼にしかない才能もある。それはハングリー精神だ。どんな苦境でもスラムを経験してきた彼となら乗り越えられるはずだ。パートナーとして、二人三脚で立ち向かうなら、彼を選ぶ道もある。

（お父様の嫌がらせはこれからも続くかもしれませんし、立ち向かうためにも、この選択は間違えられませんわ）

　視線を巡らせると、目が合ったふたりはどちらも真しん摯しな視線を返してくれる。ただもうひとり、意味ありげな瞳を向けてくる人がいた。

（ケイン様……でも、あの表情はいったい……）

　ケインはパートナー選びが大切だと何度も念押しをしてくれた。それこそカフェでわざわざマリアのために時間を作ってくれてまでだ。

　そこにはきっと特別な意味があるはずだ。思考を巡らせることで彼女は正解へと辿り着いた。

「ケイン様に確認ですわ。パートナーはこの場にいる神父様たちの中から選ぶのですわね？」

「そうだとも」

「それは誰でもいいと？」

「もちろんだ」

「分かりましたわ。私のパートナーは……」

　皆が答えを待ち望んで、息を飲む。静寂を打ち崩すように、あるひとりの男の名を呼ぶ。

「ケイン様でお願いしますわ」

　ざわめきが教室に広がっていく。まさか担任であるケインを選択するとは思わなかったからだ。

「ケイン様は仰いましたわ。この場にいる神父様なら誰を選んでもいいと。ケイン様も間違いなく神父様のひとりですわ」

「だがマリア、さすがに無理がないか？」

　ティアラが問うと、その疑問をケインが否定した。

「実はね、このパートナー選びは担任の神父も選択することができるんだ。歴代の大聖女候補の中で、この事実に気づけたのは君を含めて五人もいない。見事だよ」

「……それではパートナーを引き受けてくださいますの？」

「もちろん。というより、僕も君の助けになりたいと願っていたからね。いや～、君を助けて欲しいと毎日手紙が届くからね。あの人の期待に応えられて良かったよ」

「あの人？」

「とにかく、マリアくんにも味方がいるってことさ」

　屋敷の使用人仲間だろうか。だとしたら彼らに感謝しなくてはならない。心の中で礼を伝える。

「でもね、僕は君のパートナーでありながら、担任教師でもある。平等に接するべき場面では君を優遇することはできないから。その覚悟でね」

「もちろんですわ」

「なら決まりだね。これからもよろしく頼むよ」

「こちらこそですわ」

　マリアとケインは手をギュッと握り合う。尊敬する彼を味方に付け、彼女は大聖女への道を突き進むのだった。










第三章　～新たな裏切り者～




　サーシャは談話室のソファに腰掛けながら、届いた手紙に目を通していた。そこには姉のマリアがパートナーとしてケイン神父を選んだと記されていた。

「お姉様もしたたかですわね……」

　父親のグランドからはパートナー選びで失敗させ、教会から脱落させるつもりだと聞かされていた。その試練を彼女は見事に突破したのだ。

　現在の姉は、か弱い小娘ではない。嫌がらせにも負けない立派なレディへと成長した証拠だった。

「クソオオオッ、忌いま々いましい娘め！」

　一方、グランドは怒りで手紙を丸めている。彼の方にもリーシェラから失敗の報告が届いたのだ。

「王家からも婚約を急かされているというのに……このままでは我がイリアス家の立場が悪くなる一方だ！」

「お父様、あまり怒ると血圧が……」

「そ、そうだな。サーシャを幸せにするためにも、まだ倒れるわけにはいかないからな」
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　グランドの親心はサーシャにだけ向けられている。家を窮地に立たせることも、姉のマリアを犠牲にすることも厭いとわないほどに、彼は娘を溺愛していた。

「せめてサーシャの子を抱く時までは元気でいなければな……それでサーシャよ。興味のある男はいないのか？」

「それは……」

「ただ、好きになるならお前に見合うだけの男でないと駄目だぞ。容姿も身分も魔法の腕も、すべてが完璧な男でなければな」

「はい、お父様……」

　彼の結婚に対する価値観は社会的な評価にのみ絞られている。愛なき結婚でも、立派であれさえすればいい。それが彼の考えだった。

「いかんいかん。今はサーシャの結婚より、マリアを何とかせねばな……クソッ、これもすべてリーシェラの奴が不甲斐ないからだ。噂とは違い、驚くほどの無能ではないか！　あの自信満々の態度もハリボテだったとはな！」

　リーシェラは社交界で才女として知られていた。成績もマリアに次ぐ二位である。決して、彼女が無能だったわけではない。マリアが成長していたからこそ撃退に成功したのである。

「だが挫ける私ではない。王子との結納金を半額支払うとチラつかせれば、刺客の成り手はまだまだいる。必ず、マリアを教会から奪い返してみせる！」

　怒鳴り散らすグランド――そんな彼を落ち着かせるように、談話室の扉がノックされる。使用人が新たな手紙を届けにきたのだ。

　封ふう蠟ろうを外し、中身をチェックしたグランドの口元に歪な笑みが浮かぶ。

「クククッ、まさか、こやつから申し出があるとはな……」

「新しい刺客が決まったのですか？」

「間違いなくリーシェラより優秀な人物がな。マリアもこれで終わりだ。父親に喧嘩を売ったことを後悔させてやる」

　不穏な空気が談話室に流れていく。マリアの新たな困難が始まろうとしていた。




◇　◇　◇




　パートナー決めが終わってからの教会での生活は座学と実技、そして評価ポイントを左右するテストを繰り返す日々だった。

　テストは筆記試験もあれば実技試験もある。変わり種だと地域ボランティアを兼ねた課外授業型の試験まで存在した。

　王都は人口が多いため怪我人も多い。傷を癒せる聖女の力は重宝されるため、候補生たちは限られた時間で何人治療できたかを競い合うのだ。

「はい、次の人、お願いしますわ」

　白一色の壁に囲まれ、薬品の匂いが充満する診療所で、マリアは次の患者を呼び出す。入室してきた少年は腕の骨を折っていた。回復魔法で治療し、元通りの状態に戻す。

「ありがとう、聖女様」

　それだけ言い残して少年は診療所を去っていく。次の人に入室を許可すると、見知った人物が顔を出した。

「ケイン様！」

「あんなに並んでいた患者たちの治療をもう終えているなんて、さすがマリアくんだ」

　彼の手には未使用の包帯が握られている。試験はパートナーによるサポートが許されているため、手伝いに来てくれたのだ。

「マリアくんは全員を回復魔法で治療したのかい？」

「魔力量だけなら誰にも負けない自信がありますので」

「他の候補生と比べると、やはり君は特別だね」

　回復魔法は聖女の適性があれば誰でも使うことができるが、使うたびに魔力を消費する。そのため候補生の中には、軽度の怪我なら魔力温存のために薬で治療する者も多い。

「でも僕の出番がないようで少し残念だ」

　ケインは僅かに肩を落とすが、落胆しているのはマリアも同じだった。

（ケイン様と共同作業ができずに残念ですわね……）

　ふたりで肩を並べながら、協力して患者の治療に当たる。好きな人が傍にいてくれる時間は、きっと夢のように幸せなはずだ。

「今回の試験、マリアくんが最も治療した人の数が多い。きっと最高得点だろうね」

「評価ポイントを取得できるのは喜ばしいですわね。でもそれ以上に感謝されるのがやりがいに繋がっていますわ」

「マリアくんは本当に大聖女向きの性格だね」

「私がですか？」

「君のように優しい人でないと務まらない仕事だからね。利己的すぎる人はリーシェラのように報いを受けるのさ」

　リーシェラは課外授業のテストで苦戦していた。というのも、回転率を重視し、乱暴な治し方をしていたため、最初こそ高得点を得られていたが、後半になると噂が広がり、患者が彼女のもとに訪れなくなったからだ。

　一方、マリアは王都でも信頼を獲得しつつある。その評判の高さは噂で伝え聞くほどにまで膨らんでいた。

「何事も誠実さは大切だね」

　ケインの優しげな笑みを見ていると、マリアの心は穏やかになっていく。

（お父様にもケイン様の爪の垢あかを煎じて飲ませたいですわね）

　彼のような立派な人になりたいと願いながら、マリアは治療に励む。充実した日々に満足感を覚えるのだった。




　授業やテストを繰り返しているうちに、教会で暮らし始めてから三か月が経過していた。

（評価ポイント首位の座は取り返せましたわね）

　テストのたびに満点を取るマリアは圧倒的な評価ポイントを得ていた。おかげで二位のリーシェラを追い抜いている。学生証のステイタスページを確認する。




――――――――――

総評：

　イリアス家のマリア。男爵令嬢。年は十二歳。魔力量は候補生の中でも優れており、学業成績も優秀。所属クラスはＡ。遅刻経験あり。




評価ポイント：

　１５０点




パートナー：

　ケイン神父

――――――――――




（ケイン様とパートナーになれたのは、大きな功績でしたが、担任と候補生の関係は変わりませんわね）

　最初から分かっていたことではあったし、それを承知でケインをパートナーに選んだのだが、しかしもう少し二人三脚で大聖女を目指したかった。

（教師ですもの。教え子たちに平等なのは理解できますわ。でも本音を言うなら、もっと一緒にいたいですわね）

　教室に視線を巡らせる。クラスの聖女とパートナーの関係を確認すると、それは両極端に分かれていた。

　恋人のように親密な関係性の者たちがいる一方で、不仲な者たちもいる。

　これは投票の結果、パートナーの選択が後ろの方だった者に顕著だった。きっと残り物を掴まされたという感覚なのだろう。

　一方、神父側も勝ち目の薄い聖女にしか選ばれなかったことを残念に感じていた。互いが失敗だと実感しているからこそ、関係性が改善されずにいたのだ。

（まだ仲が良いだけマシですわね……）

　少なくともケインと不仲ではない。ただ一緒にいられる時間が少ないだけだ。心の中で自分を慰めていると、ティアラが隣に座る。

「落ち込んでいるようだな？」

「小さな悩みですわ……それよりも今日はカイト様と一緒ではないのですわね」

「ただの別行動だ。喧嘩しているわけではない」

　投票数第二位はティアラだった。てっきりジルを選ぶと思われた彼女だが、パートナーにカイトを選択した。

　カイトはティアラを嫌っていたが、三か月の月日が彼らの不仲を改善してくれた。今では理想的な相棒となっている。

「ティアラがカイト様を選んだ時は驚かされたものですわ」

「ふふ、ジルを選ばないのは間違っていなかったと、改めて実感しているよ」

「ですが、どうしてカイト様を選びましたの？」

「相性かな……彼の生き残ろうとするハングリー精神は、私に欠けているものだ。彼なら私の欠点を埋めてくれると判断したんだ」

　ティアラは大聖女になれずとも公爵家の令嬢として将来を約束されている。そのため必死になって戦うことが苦手だった。だからこそスラム出身であるカイトをパートナーとしたのだ。

「それに過去の罪滅ぼしもしたくてね……実は昔の私は粗暴でね。よく友人たちを泣かせていたのだが、その内のひとりにカイトがいたことを思い出したんだ」

「ティアラ……」

「謝っても許されることではないかもしれない。だからといって、贖しょく罪ざいしないのも私は間違っていると思う。だから――彼を上級司教にする。それが最大の謝罪となるはずだからな」

「ふふ、ティアラらしいですわね」

　過ちは罪だが、償つぐなうために努力する姿勢を評価したからこそ、カイトもティアラとの仲を修復したのだ。良い人と友人になれたと改めて感じる。

「クラスの候補生たちとも仲良くなれてはいますが、親密な仲にまではなかなか発展しませんわね……」

「マリアはクラス首位で、実力が桁違いだからな。友人というより憧れの対象になっているのだろうな」

　クラスメイトたちに慕われている実感はあるが、打ち解け合うような関係ではない。まだ心理的な壁があるため、内面を良く知らない人も多いのが現状だ。

　きっとまだ打ち解けていないクラスメイトの中にもティアラのような素晴らしい人格の持ち主がいるはずだ。そんな人と友人になりたいと願っていると、もっとも仲良くしたい人物が近づいてくる。

「マリアくん、少しいいかな」

「ケイン様！」

　多忙で話す機会さえ得られなかった彼が声をかけてくれる。それだけで飛び上がるような歓喜に包まれる。

「次の休みは空いているかな？」

「わ、私はいつでも暇にしていますわ！」

「なら良かった。僕も休みでね。パートナーとして一緒に王都の街を回らないかい？」

「よ、喜んで！」

　それだけ伝えるとケインは去っていく。その背中を呆然と見つめていると、ティアラが小さく笑みを漏らす。

「マリアも隅に置けないな」

「ち、違いますわ。あれは、きっと――」

「デートで間違いないな」

「～～～～ッ」

　恥ずかしくて口にできなかった言葉をティアラが形にしてくれる。第三者から見ても、あの誘いはデートだと映ったのだ。なら彼女の勘違いではない。

（ケイン様とデートだなんて、今から次の休みが楽しみですわ!!）

　早鐘を打つ心臓を意識しながら、鼻歌を奏でる。上機嫌のまま、変わらない日常を楽しむのだった。




　待ちに待った休みの日がやってきた。自室で支度するマリアは、持っている数少ない私服を姿見の前で合わせている。

「うぅ～～この服で本当にいいのかしら」

　イリアス家でこき使われていた時の作業用の服しかないため、マリア自身の目から見ても野暮ったい格好だ。

「デート当日にお洒落な私服がないことに気づくなんて、私は愚おろか者ですわ！」

　思わず大声をあげてしまう。きっとケインならどんな格好でも笑顔で受け入れてくれるだろう。だがそれは彼に甘えているだけだ。

　素敵な人と歩くなら、自らも魅力的でありたい。その願いが声の大きさに表れていた。

「マリア、いるかい？」

　扉がノックされ、ティアラからの声が届く。扉を開けて、部屋へと招待すると、彼女は眉根を寄せ、心配そうな表情を浮かべていた。

「私になにかご用ですの？」

「用事があるわけではないんだ。ただマリアの声が聞こえてきてね」

「ここの壁はそんなに薄いのですか!?」

「壁というより、君の声の大きさだな。あれだけ大きければ、防音に優れていても隣の部屋まで届く」

「は、恥ずかしいですわね」

　顔が耳まで赤く染まる。クラスメイトには知られたくない叫びだったからだ。

「でもおかげで君のピンチに気づけた。この服を譲ろう」

　ティアラは袖が広がったフレアスリーブのワンピースを差し出す。ヒラヒラとした純白のレースは、可愛らしいタイプの服だ。

「サイズは少し大きいと思うが、きっとマリアなら似合うはずだ」

「ありがとうございますわ……でも本当によろしいのですか？」

「こういった可愛らしい服に憧れた時期に衝動買いしたものだ。だが一度着て、私には似合わないと諦めた。タンスの肥やしにするのも勿体ない。是非、君に受け取って欲しい」

「ティアラ……お言葉に甘えますわ！」

　友人の厚意を受け入れ、マリアは私服に着替える。サイズがピッタリでなくとも魅力的に感じられるほど、その服は彼女に似合っていた。

「その姿のマリアを見れば、きっとケイン神父も君のことを意識せずにはいられないはずだ」

「ケ、ケイン様が私なんかのことを……」

「さぁ、デートへ向かいたまえ。成果報告を楽しみにしているぞ」

「ふふ、行ってきますわ」

　ティアラからの声援を受けながら、王都の商店通りへと向かう。待ち合わせ場所の噴水前には、既にケインが到着していた。

（ケイン様の私服姿も素敵ですわ！）

　グレーのジャケットが高身長の彼に良く似合っている。フォーマルな服装のおかげで知的さも演出されていた。

「お待たせしましたわ」

「僕は全然――ッ……きょ、今日のマリアくんはお洒落だね」

「あ、ありがとうございますわ」

　目に見えてケインは驚いている。

　私服を譲ってくれたティアラに感謝した。この言葉を引き出せただけでも、今日デートに来れて良かったと思えたからだ。

「さっそく行こうか」

「は、はい……どこへ行くかは決まっているのですか？」

「僕のお気に入りの店さ」

　目抜き通りを進み、辿り着いたのはお洒落なカフェだった。店内には女性客とカップルしかいない。カフェのテラス席に座ると、彼は慣れた動きで店員に注文を伝える。

「この店にはよく来られるのですか？」

「常連だからね」

「そうですか……」

　男性客はほとんどが女性を連れている。恋人と訪れるのだろうかと邪推してしまい、胸が苦しくなる。

「や、やっぱり男ひとりでカフェに入るのは変かな？」

「ケイン様はひとりでいらっしゃるのですか!?」

「う、うん。どうしても、ここのパンケーキが食べたくてね」

（恋人と一緒じゃなかったみたいで安心しましたわ！）

　心が落ち着いたせいか、どうしても頬が緩んでしまう。そんな彼女のもとに、パンケーキが届いた。

　ホイップクリームの上から蜂はち蜜みつがたっぷりと注がれ、ベリーがちょこんと上に乗っている。見ているだけで食欲がそそられた。

「美味しそうですわね！」

「僕の舌を唸うならせるほどの絶品だからね。期待してくれて構わないよ」

「では……」

　ナイフとフォークで一口サイズに切り取ると、口の中に放り込む。甘味が舌の上に広がった。

「今まで食べたスイーツの中で一番の味ですわ！」

「そうだろうとも。喜んでもらえたようで嬉しいよ」

　パンケーキに夢中になるふたり。だがマリアは心の中に疑問が残っていた。

「あの……ケイン様はどうして私を誘ってくれたのですか？」

　記念日というわけでもない。その理由を知っておきたかった。

「僕たちはパートナーなのに、忙しくて、君の力になれなかっただろ。これは僅かばかりの罪滅ぼしさ」

「ケイン様に罪なんてありませんわ……そもそも忙しいと知っていながらパートナーになっていただきましたから」

「それでもさ。形のあるもので謝罪したかったんだ……まぁ、君と一緒にここのパンケーキを食べたかったのも本音なんだけどね」

「ふふ、そういうことにしておきますわ」

　やはりパートナーに彼を選んで良かった。過去の自分を賞賛しながら、マリアは皿に載ったパンケーキを平らげた。

「ふぅ、お腹がいっぱいになったね」

「満足ですわ」

「なら食後のカロリー消費も兼ねて、難しい話でもしようか」

「難しい話ですか？」

「マリアくんの父親――グランド男爵の話だ」

「お父様の!?」

　マリアにとって仇きゅう敵てきともいえる存在の話題に集中するため、糖分の力も借りて頭をフル回転させる。

「どうやら彼はまだ懲こりていないようでね。新たな刺客をクラスに潜ませているようだ。信頼できる筋からの情報だから、間違いないだろう」

「それほど私を教会から追い出したいのですね……お父様もしつこいですわ。でもどこの誰なのでしょうか？」

「正体は不明だ。しかし厄介な相手なのは間違いない。なにせこの三か月間、正体を隠し続けているわけだからね」

「リーシェラは露骨でしたものね」

　最初から敵意を向けてきたリーシェラが刺客だったと知り、心のどこかで納得感があった。

　だが今回の刺客は別だ。クラスメイトたちは彼女を意識していても、露骨な敵意を向けてくる者はいない。

　正体を隠し通せるしたたかさを持つ強敵――警戒すべき相手の出現に、マリアは緊張でゴクリと固唾を飲んだ。

「でもまぁ、僕がいる。マリアくんは必ず守り抜いて――」

「やぁ、マリア。それにケイン先生も。奇遇ですね」

「ジル……」

　金髪の麗人――ジルが声をかけてくる。爽やかな容貌はそこにいるだけで華がある。特に美形のケインも共に揃っているせいで、周囲の注目が集まり、黄色い声までが聞こえてくる。

「見たことないイケメンたち。どこかの貴族様かな？」

「大人な魅力の銀髪に、正統派イケメンの金髪かぁ」

「どっちも捨てがたい！　むしろどっちでも大歓迎ね」

　注目の的である男性たち。そんな彼らと一緒にいるマリアにも自ずと注目が集まる。突き刺さる視線に耐えきれず俯いてしまう。

（なんだか恥ずかしいですわ）

　マリアが顔を赤くしていると、ジルとケインが視線を交差させた。

「ケイン先生はデートですか？」

「そうだよ」

「随分とはっきりと口にされるのですね」

「教師であると同時にマリアくんのパートナーだからね。それに僕は嘘が嫌いだ。取り繕うような真似はしたくない」

「……困りましたね。私もマリアとデートをしたいのですが」

「それは駄目だ……」

「ケイン先生の許可が必要な道理でもあると？」

「僕は君の教師でもあるからね。君の提案を断る権利はあるはずだ」

「まぁいいでしょう。今日は私の要望を伝えるだけに留めておきます。ではマリア。またいずれふたりになった時に」

　それだけ言い残して、ジルは去っていく。女子人気ナンバーワンの男なだけあり、立ち去る姿も様になっていた。しかしマリアの心が揺れることはない。

（いまはケイン様とのデート中ですからね）

　ジルはただのクラスメイトだ。いまはケインとの時間を大切にしたいと願い、彼に視線を移すと、どこかうかがうような表情を浮かべている。

「……マリアくんは、彼が好きなのかい？」

「い、いえ、そんなことはありませんわ」

「そ、そうか。そうだよね……僕もパートナーを他の男に取られるのは癪に障る。君にその気がなくて良かったよ」

（ケイン先生、ジルに嫉妬してくれているのかしら。それがたとえパートナーを奪われるという嫉妬だとしても、やっぱり嬉しいですわね）

　完璧な大人の男性だからこそ、知らなかった彼の一面を可愛らしいと思え、ますます惹かれていく自分を実感するのだった。




　次の日、デートの興奮がまだ冷めないでいたマリアは、誰かと感情を共有したいと教室に向かう。いつもより早い時刻にもかかわらず、ティアラが着席していた。

「おはようございます。今日は早いですわね」

「マリアからの報告を聞きたくてね」

「お互い、考えることは一緒ですわね」

　話をしたいマリアと、聞かせて欲しいティアラ。互いの求めるものは一致していた。

「ケイン様とのデートは楽しかったですわ。意外にもカフェに通っていることを知れましたし、嫉妬深い一面があることも……」

「嫉妬？　あのケイン先生が？」

「実は……ジルにデートに誘われましたの」

「え!?」

　驚きでティアラはポカンと口を開ける。きっとマリアも逆の立場なら同じリアクションだっただろう。

　だが反応を示したのは彼女だけではなかった。聞き耳を立てていたのか、前の席に座っていたカイトも反応する。

「悪いな、聞くつもりはなかったんだが、驚きのニュースなせいでつい耳に入ってきた」

「隠しているわけではありませんから別に構いませんわ」

「だがまぁ、ジルか。悪い奴じゃないよな。人当たりはいいし、悪い噂もまったく聞かない。優良株だと思うぜ」

　女子だけでなく、男子から見ても人気者なのは、ジルの人格が優れているからこそだ。恋愛感情はないものの、人としての尊敬はさらに深まった。

「恋人にするなら断る理由はないだろ」

「デートに誘われただけで、交際を申し込まれたわけではありませんわ」

「でも好意を抱いていない相手をデートに誘ったりしないだろ」

「それはそうですが……」

　ジルは女子たちの憧れの対象だ。イリアス家での不遇が原因で、自己評価が低いマリアは、そんな相手から自分が好意を抱かれているとは未だに信じられなかった。

「私のことばかりずるいですわ。カイト様には浮いた話はありませんの？」

「ないない。俺が接する女なんて、マリア以外だとティアラくらいのものだからな。実は昨晩もふたりで食事したんだぜ」

「デートしたんですの!?」

「違う、違う。これから始まる試練のための作戦会議さ。な、ティアラ」

「作戦会議？」

「昨日の夕刻に手帳に通知が届いたんだが、まだ見ていないのか？」

「失念していましたわ……」

　昨夜はデートの興奮が冷めなかったせいで、手帳を確認するのを怠っていた。改めて確認してみると、カイトの言う通り、通知が届いている。

「霊獣の契約に関する案内ですわね……」

　霊獣とは聖女が従える魔物であり、パートナー同様、彼女らの味方となってくれる存在だ。その霊獣をダンジョンで発見し、契約するのが次の試練とのことだ。

「でも魔物って、ゴブリンとかスライムですわよね」

「そういう魔物もいるが、霊獣は違うぞ。聖女が従えることのできる魔物はキャット種のみだ」

「キャット種？」

「まぁ、ひと言で言えば猫だな。もちろん魔物だから戦闘力があるし、厳密には違うんだが、可愛らしい外見をしているから、女性人気は高いな」

　キャット種は上位種だと魔法を使うこともでき、下位種でも素早い動きと鋭い爪で強力な戦力になる。

　当然、上位種と契約した聖女の方が、大聖女に相応しいといえる。そのため試練の結果に対しても評価ポイントが割り振られる。

　グレーキャット：ランクＥ。評価ポイントを10ポイント加算

　ブラックキャット：ランクＤ。評価ポイントを20ポイント加算

　マジックキャット：ランクＣ。評価ポイントを30ポイント加算

（種族名から判断すると、マジックキャットが魔法を使える猫様ですわね）

　できれば上位種と契約したい。そんな願望を胸に、マリアは次の試練に想いを馳せるのだった。




　霊獣と契約する試練に挑むため、マリアは一旦寮に戻って準備を整える。そのせいで他の候補生たちに出遅れてダンジョンへ到着するが、入り口前には他の候補生たちが留まったままだった。

「ティアラ！」

「マリア、ひと足遅かったな。残念だが、他の聖女たちは既に動き始めている」

「でも、皆ここにいますわよ」

「動いているのはパートナーの神父なんだ」

　霊獣探しはダンジョンを踏破する体力と機動力が求められる。体力仕事ということもあり、神父の方が適任だからと皆は一任していたのだ。

　そのため入り口で待つ聖女たちは、パートナーが霊獣を捕まえて戻ってくるのを待つばかり。中にはピクニック感覚で紅茶を啜すする者までいる始末だ。

「ティアラもカイト様を待っているんですの？」

「彼の動物と話せる能力を使えば、最短ルートで上位種の魔物を探すことができるからな。私が一緒では、むしろ足手纏いになる。彼に任せるのが最善だと判断したんだ」

「そうですの……」

　合理的な判断だが、マリアはこの方法を採用できない。

　なぜならケインは担任として候補生を引率する立場であり、聖女たちが集まっているダンジョンの入り口から離れられないからだ。

（私は私の力で霊獣を探してみせますわ）

　ケインをパートナーに選んだ時、このようなハンデは承知していた。心細さを感じながらも、ダンジョンへ向かおうとすると、ケインが声をかけてくれる。

「マリアくん、ちょっと待ってくれ」

「ケイン様、どうかしましたか？」

「これを渡したくてね」

　ケインが一枚の紙を手渡す。中身を確認してみると、ダンジョン内部の地図だった。

「これって……」

「昨晩、ひとりでダンジョンに潜ったんだ。その時に調べた内容を記してある」

　ケインの目の下にはクマができていた。睡眠時間を削って、マリアのために調査してくれたのだ。

「感謝しますわ」

　絶対に期待に応えてみせると意志を強め、土壁に囲まれた洞どう窟くつを進んでいく。土がぼんやりと薄く光っているおかげで、暗いながらも歩くことができていた。

　進んだ先で、さっそく三叉路にぶつかる。だがマリアにはケインから貰った地図がある。

（右に進むと行き止まりですわね。左に進むのが正解ですわ）

　ケインに感謝しながら、最適コースを選択する。出遅れたハンデを覆すように、グングンと奥へ進んでいく。

　そして到着したのは最奥部。ポタポタと水滴が落ちる空間で、目当ての魔物を発見する。

（あれがキャット種ですわね……でも……）

　モフモフとした毛並みの白い猫――グレーでもブラックでもない。選択肢として残されたのは、最高得点が期待できるマジックキャットだ。

　ただその身体の至るところに怪我を負っていた。そのせいか聖女に懐くと聞いていたキャット種でありながら、マリアにも敵意を向けている。

「にゃあああ！」

　白猫を囲むように、空中に炎が浮かぶ。その炎の照準はマリアに向けられていた。

「わ、私はあなたの敵ではないですわ！」

「にゃあああ！」

　マリアの説得も虚しく、炎が発射される。近づいてくる炎の弾丸は躱かわすことができないほどに速く、もう駄目だと諦めかけた時である。人影が彼女を庇うように前に立つ。その正体は彼女の良く知る人物――ジルだった。

「……大丈夫だったかい？」

「ジル様!?」

　ジルが背中を焼かれながらも庇ってくれたのだ。そんな彼を、マリアは回復魔法で癒す。淡い輝きに包まれ、彼の傷は最初からなかったかのように元通りになる。

「君の回復魔法は凄いね」

「ジル様……どうして私なんかを……」

「君が魅力的だからさ。私が身を挺ていして守りたいと思うほどにね」

　ジルは立ち上がると、懐からナイフを取り出す。

「人を傷つける魔物を生かしておくことはできない」

　警戒しながら、ジルは徐々に近づいていく。脅威を感じ取ったのか、白猫は尻尾をピンと立てていた。

「ジル様、待っていただきたいですわ」

「だが……」

「私に任せてくださいまし」

　両手を開くことで自分は無害だとアピールしながら、マリアは白猫に近づく。言葉だけでは響かなかった。

　だが彼女は命を賭けている。警戒を向けられながらも、白猫に近づき、ゆっくりと抱きしめる。

「大丈夫、私は安全ですわ」

　白猫は歯を剥き出しにして怒りを露わにするが、笑顔でそれを受け入れる。白猫に回復魔法を施し、傷を癒していくと、次第に抵抗が小さくなっていった。

「落ち着いてくれたようですわね！」

「にゃああ」

「事情は分からないですが、あなたは酷い目にあって怯えていただけ。本来のあなたはきっと良い子ですわ」

「にゃー」

「ふふ、可愛いですわね」

　白猫はマリアの優しさを理解したのか、尻尾を振って懐いてくれる。そして彼女の手には契約の模様が刻まれるのであった。




　白猫との契約を交わしたマリアは、ダンジョンから地上へと戻る。他のクラスメイトたちは全員揃っていた。

　順番は最後になってしまったが彼女は結果に満足していた。白猫のモフモフとした体毛の感触を確かめながら、愛情を伝えるように頬を擦り寄せる。

（こんなに可愛らしい猫様は他にいませんわ）

　契約した霊獣だからこその贔屓目もあるが、この白猫よりも可愛い存在がいるとは思えなかった。

「名前を決めないといけませんわね。白猫ですし、シンプルにシロ様で如何いかがでしょうか？」

「にゃあ！」

「気に入ってくれて良かったですわ」

　シロ――安直な名前だが、被ることはない自信があった。周囲を見渡すとクラスメイトの聖女たちが抱きかかえる猫は、灰や黒の毛色をしており、白が一匹もいなかったからだ。

「やはり君のシロだけが特別だね。マジックキャットで間違いなさそうだ」

　ジルもまた太鼓判を押してくれる。だがシロは彼のことが苦手なのか、警戒するように鋭い目を向けている。

（きっと私を守るためにナイフを向けられたことを覚えているのですわね）

　人であれば事情を理解できるが、猫にそれを求めるのは酷だ。ジルは徐々に仲良くなっていくさと、苦笑を浮かべた。

（そういえばケイン様はどこでしょうか？」

　周囲を見渡してみるがケインの姿はない。代わりにティアラと目が合う。

「ケイン神父を探しているのかな？」

「居場所を知っていますの？」

「マリア以外の候補生が全員戻ってきて、監督の務めを終えたからね。君のサポートをするためにダンジョンの中に潜ったよ」

「行き違いになってしまいましたのね……」

「結構な時間が経過しているのにまだ戻ってこないのは、君の捜索を続けているからだろう。ケイン神父なら問題ないだろうが万が一もある。心配だな」

　最悪の想定がマリアの頭の中に浮かぶ。ダンジョン内にはケイン以外誰もいない。もし危機に陥っていたとしても救助は期待できない状況だ。

「私もダンジョンに向かいますわ」

　マリアはシロを連れて、再度ダンジョンへと戻る。土壁に囲まれた洞窟を捜索するが、彼とは出会えずにいた。

「ケイン様！　いたら返事してくださいまし！」

　呼びかけてもその声は反響するばかり。彼にもしものことがあったらと不安が募り、焦燥は足を速めた。

　捜索を続けて数十分後、魔物の鳴き声が届く。声のする方向に駆けつけると、ケインが灰色の猫に襲われていた。

「ケイン様！」

　マリアの声に反応し、シロも敵だと見み做なしたのかグレーキャットを威い嚇かくする。上位種からの敵意に屈したのか、グレーキャットは抵抗することなく逃げ去っていった。

「ありがとう、マリアくん。助かったよ」

「ケイン様、その手の傷……」

「少し無茶をしてね。擦りむいただけで、たいした傷じゃないさ」

　ケインの指先から血が滴り落ちていた。マリアは駆け寄ると、有無を言わさず回復魔法で治療する。

（きっと私のために痛みに耐えてくれたのですわ）

　聖女と同じように神父も回復魔法を扱える。だがマリアになにか起きた時に備えて魔力を温存するため、自分の傷を治さずにおいたのだ。

　彼の優しさに感謝しながら、ダンジョンから脱出するために来た道を戻る。

「まさか君に助けられるとは思わなかった。これじゃあ、パートナー失格だね」

「そんなことありませんわ。ケイン様の優しさのおかげで、十分に救われていますから。それにケイン様が本気を出せば、魔物に負けることはなかったでしょうから」

「キャット種は聖女に友好的な魔物だからね。傷つけずに、追い返したかったのさ」

「本当にケイン様は優しい人ですわね」

　談笑していると、ふたりはいつの間にか地上へと辿り着いていた。これで全員が無事に揃ったことになる。ティアラもまた安堵するように、ほっと息を吐いていた。

「全員、霊獣との契約を終えたね。これで試練は終了だ。これより評価を伝えるから僕の周りに集まってくれ」

　ケインの号令に反応し、クラスメイトたちが彼のもとに集まる。今後を左右する大切な評価だ。真剣な眼差しで彼らは傾聴していた。

「まず霊獣を従えられなかった者はゼロだ。例年だと、数名はいるからね。今年の大聖女候補は優秀で誇らしいよ……では、次に採点だが、ほとんどの者がグレーキャットだ。該当者は評価ポイントが10点加算される。おめでとう」

　最低点だが、それでも試験をやり遂げた達成感に満たされる。拍手が鳴った。

「続いて、ランクＤのブラックキャットと契約した者が二名いる。リーシェラくんとティアラくんだ。おめでとう、君たちは評価ポイントに20点加算だ」

　拍手の勢いが強くなる。成績二位と三位が順当な結果を出したことに納得している者が多かった。

「そしてマリアくん。最後は君だ」

「はい！」

「君の霊獣は……グレーでもブラックでもない。そしてマジックキャットでもない。なにせマジックキャットは毛の色が赤だからね」

「ならシロ様はいったい……」

「ホワイトキャットだ。マジックキャットよりもさらにレア。成長すると、キャット族の王――キャット・ロードとなるランクＡの魔物さ」

「ランクＡ……シロ様はやっぱり特別な魔物でしたのね！」

　ケインを襲っていたグレーキャットを撃退したのも、王としての力だったのかもしれない。マリアが誇らしげにシロを抱えると、「にゃあ」と期待に応えるように鳴く。成績トップの彼女が最高評価を得たことに納得したのか、皆から盛大な拍手が鳴った。

「ランクＡと契約した聖女は評価ポイントが50点加算される。手帳も更新されているから、改めて確認してみるといい」

「はい！」
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　ケインの勧めで、ステイタスをチェックすると、新たに霊獣の項目が追加されていた。




――――――――――

総評：

　イリアス家のマリア。男爵令嬢。年は十二歳。魔力量は候補生の中でも優れており、学業成績も優秀。所属クラスはＡ。遅刻経験あり。




評価ポイント：

　２００点




パートナー：

　ケイン神父




霊獣：

　シロ（ホワイトキャット）

――――――――――




「おめでとう、やはり君は凄いね」

　ジルもパチパチと拍手で褒め称えてくれる。

「さすがは私が憧れた人だ」

「いえ、たまたまですわ」

「謙遜しなくてもいい。私の称賛は本心だからね……だからこそ改めて伝えるよ。君とデートさせてくれないか？」

　マリアにはケインという立派なパートナーがいる。そのためデートの誘いを断りたいが、一方でジルには身を挺して庇ってもらった恩がある。

（命がけで救ってくれた人の頼みですからね。さすがに断り切れませんわ）

　仕方ないと首を縦に振ると、ジルは嬉しそうにガッツポーズを決める。

「ありがとう、きっと楽しませてみせるから！」

　喜びを隠そうとしない彼に対し、マリアはケインの目を気にしながら、罪悪感で胸を痛めるのだった。




　ジルとのデートの当日――夕暮れで朱に染まる噴水広場で、待ち合わせをしていた。

（まさかこんな短い期間にふたりの男性とデートすることになるとは思いませんでしたわ）

　ケインもジルもどちらも誰もが羨うらやむ美男子である。だが当の本人のマリアは、緊張が勝り、ジルとのデートに対して魅力を感じていなかった。

「おまたせしたね」

「い、いえ、全然待っていませんわ」

　黄金の髪に、整った顔立ち。大人びた格好の彼は、夕日を背に受けているせいか、輝いてみえた。

「早速デートに行こうか。完璧なエスコートをしてみせるよ」

「お、お願いしますわ」

　ジルと並んで街道を進む。すれ違う女性たちが振り向くのは彼の魅力に惹かれたからだろう。

「今日はレストランを予約してあるんだ」

「どんなお店か楽しみですわ」

「もうそろそろ……着いたよ、ここだね」

　案内されたのは王都でも有数の高級店だった。大貴族でも躊躇ためらうほどの金額だと、噂で聞いたことがあったマリアは腰が引ける。

「あ、あの、ジル様、私はもっと庶民的な店でも……」

「私がご馳走するから。遠慮しないでくれ」

「で、でも……」

　躊躇うマリアの手を引いて、ジルが店の中へと案内する。店員と慣れた様子で話を進め、窓際の席に座る。

「こちらがメニューでございます」

　店員からメニュー表を渡されるが、知らない料理名が並んでいる。困惑していると、ジルが助け船を出してくれる。

「私の方で注文しようか？」

「お、お願いしますわ」

「では――」

　呪文のような注文を伝えると、店員が頭を下げて去っていく。不相応な店の雰囲気に押しつぶされそうなほどの重圧を感じ、マリアの喉はカラカラに渇いていた。

　それからテーブルの上に豪華な料理が並ぶ。子羊のステーキや、魚介類のスープ、葡萄酒まで用意されていた。

　だがマリアは緊張で味を感じなかった。空腹だけは満たされ、虚しさを覚える。

（ケイン様とのデートは楽しかったですわね……）

　庶民的だが、彼と一緒に過ごした時間の方が心は安らいだ。その内心を見抜いたのか、食事を終えたジルは「出ようか？」と提案する。

　ふたりで店を出る頃には、街はもう暗くなっていた。街灯の灯りが照らす道をふたりは無言で歩く。

「……今日は悪かったね」

「い、いえ、ジル様はなにも悪くないですわ！」

「いいや、君の性格も踏まえてデートコースを考えるべきだった。すまないことをした」

　楽しめなかった自分に対して、マリアは罪悪感を強める。だが彼の想いは十分に伝わっていた。

　冷たい空気が肌を撫で、ふたりの間に静寂が流れる。

「マリア、君に伝えたいことがあるんだ」

「はい……」

「私の妻になってくれないか？」

「――――ッ」

　突然の告白にマリアは固まる。だが彼女の心は決まっていた。上うわ擦ずった声で断ろうとするが、ジルは返事を聞き終える前に言葉を挟む。

「今すぐ答えを欲しいとは思わないから、ゆっくり考えて結論を出して欲しい」

　ジルは猶ゆう予よを申し出ると、そのまま立ち去ってしまう。マリアがその背中を呼び止めることはなかった。




　昨晩、ジルに妻になって欲しいと告白された。その事実に悶もん々もんとしながら、マリアはベッドで横になる。

（ジル様は私には勿体ないくらい素敵な人ですわ）

　だが愛しているかと問われれば答えはノーだ。友人として大切に想っているからこそ悲しませたくない。

（どうやって断れば傷つけずに済みますの）

　枕に顔を押しつけて、バタバタと足を振る。

「シロ様ならどうしますか？」

「にゃああ」

　霊獣と言語による意思疎通はできない。悩み事の相談も鳴き声しか返ってこなかった。

「でもシロ様を見ていると、心が落ち着いてきますわ」

　霊獣は聖女の絶対の味方だ。一度契約すれば裏切られることはなく、生涯に渡って尽くしてくれる。

　また霊獣と聖女は互いの居場所を把握できるし、ピンチになれば察知もできる。シロがいてくれるだけで、心が前向きになる。

　外の空気でも吸って落ち着こうと、ベッドから起き上がると、部屋の扉の隙間から手紙が差し込まれていることに気づく。

（誰からでしょうか）

　手紙の差出人を確認すると、そこには父親の名前が記されていた。

（お父様が私に手紙!?　どうして!?）

　封蠟の家紋は間違いなくイリアス家のものだ。偽造も困難なため、父が差出人だと疑う余地もない。

　封蠟を外して、手紙の中身をチェックする。そこには想像の斜め上の内容が記されていた。

「私を……王子と結婚させるのを諦める!?」

　ありえない。王宮との繋がりを諦めるはずはないからだ。

（まさかサーシャと王子を結婚させますの？　でもお父様がそう簡単に認めるはずが……）

　グランドはサーシャを溺愛しているため、醜男の王子と結婚させるはずがない。また彼はマリアを教会から追い出すために刺客を送り込んでいるはずだ。その行動とも大きな矛盾が生じていた。

（この手紙、裏にも文章が……）

　捲めくると、続く内容が目に飛び込んでくる。そこには王子との婚約を諦める代わりに、別の男との婚約を結んで欲しいと記されていた。

　しかもその婚約者の男は、マリアも良く知る人物――ジルだった。

（ジルと婚約だなんて、お父様はなにを考えていますの!?）

　理解が追いつかないままでいると、部屋の扉をノックされる。

「マリア、私だ。ジルだ」

「ジル様！」

「部屋に入ってもいいかな」

「は、はい。どうぞ」

「では失礼するよ」

　用意した椅子に腰掛けるジルと、ベッドに座るマリア。ふたりは気まずい空気になるが、ジルがその雰囲気を壊してくれる。

「部屋を綺麗にしているんだね。うん。素敵な部屋だ」

「た、たいしたことありませんわ」

「貴族の令嬢の中には使用人がいないとなにもできない人もいるからね。身の回りの整理ができる令嬢は、それだけで立派なのさ」

　使用人のように暮らしてきた経験が活きたことに苦笑を浮かべるマリア。対照的に、ジルはニコニコと笑みを崩さない。

「私が部屋を訪れた理由、知りたいよね？」

「昨日の告白の答えを聞きにきたのですか？」

「ははは、さすがに昨日の今日で答えが欲しいとは言わないさ。そろそろ君の家から手紙が届いている頃だと思ってね」

「ジル様も知っていたのですか!?」

「私の本気を知ってもらうために、君の婚約者に立候補したんだ。君が大聖女になるモチベーションは聞いている。好きでもない人と結婚するのが嫌だったんだよね？」

「それが一番の理由ですわね……」

「だからこそ私を選んで欲しい。大聖女になるだけが幸せの道じゃない。必ずイリアス家から守り抜くと誓うよ」

「ジル様……」

　マリアの成績は首位だが、確実に大聖女になれる保証はない。もし成績不振で教会を追い出されれば、最悪の結末が待っている。ジルと結婚すれば、最悪だけは避けることができるという提案だが、マリアの心は揺るがない。

「ジル様、やっぱり私は……」

「さっきも言っただろ。すぐに答えが欲しいわけじゃない」

「では質問させてください。私が教会を去ったら、ジル様はどうしますの？」

「もちろん。君と一緒に領地に帰るよ。幸いにも私は能力だけは高いからね。不自由しない生活を保証するよ」

「上級司教の夢はどうするのですか？」

「それは……君がいてくれるなら、叶わなくてもいいさ。私にとって上級司教だけが幸せじゃないからね」

（やっぱり釈然としませんわね）

　自己肯定感の低さのおかげか、それとも彼を愛していないからか、その言葉を信じることができずにいた。モヤモヤした感情が心の中に渦巻いていく。

「あの、どうして私なんですの？」

「優しいところや、真面目なところが魅力的でね……好きになったんだ」

　嬉しい言葉だが、どこか軽い。本当にジルは自分を愛しているのか。過去に家族から悪意を向けられてきた彼女だからこそ疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていた。

（それに……ケイン様のこともありますもの）

　ジルに愛を囁ささやかれるたびに、ケインの顔がチラつくのだ。このような状態で彼の提案を受け入れるわけにはいかない。それが暗に伝わったのか、ジルは悲しそうに眉尻を下げる。

「私は諦めないから……かならず君を私の妻にする」

「ジル様……」

「また来るよ」

　それだけ言い残して、ジルは部屋を後にする。その背中はどこか哀愁が漂っていた。




　ジルが帰った後、気分転換も兼ねて内庭を散歩する。日が差しているが不快になるほどの暑さではない。考え事をしながら歩くなら最適な気温だった。

（ジル様が本気で私を愛していたとしたら、余計に不誠実な真似はできませんわ）

　ジルを愛していないのに、彼の結婚の申し出を受け入れるのは侮辱に等しい。マリアは申し出を断ると決めていた。

　だが返事をする前に、彼が本当にマリアのことを愛しているかをはっきりとはさせておきたかった。

（まさかお父様の刺客なんてことは……）

　都合が良すぎる父親からの婚約の提案。疑う材料としては十分だ。

　だがすぐにその疑念を否定する。ジルはダンジョンで身を挺してまで庇ってくれたし、接してきて、そこまで悪い人でないと感じていたからだ。

（それにお金には困っていないはずですし、リーシェラのように、私を追放する理由がありませんわ）

　グランドが刺客に提示した報酬は、王子からの結納金の半値だ。金銭的な不安を抱えているならともかく、ジルは満たされている。

（う～ん、どれだけ頭を捻っても答えが出ませんわね）

　そんな彼女のもとに、慣れ親しんだ声が届く。声のする方へ向かうと、ティアラとジルが深刻そうな顔で話をしていた。

　ふたりは何度か言葉を交わした後、別々の方向に分かれた。マリアは迷わずティアラの後を追う。

「ティアラ、待ってくださいまし」

「マリア、どうしたのだ？」

「先ほど、ジル様となんの話をしていたんですの？」

「過去を謝罪していたのだ」

　ジルが昔のティアラに虐められていたと話していたことを思い出す。現在の彼女しか知らないマリアからすると、未だに信じられない過去である。

「……幼い頃の私は未熟でな。当時から人気者だったジルに恋人ができたことを嫉妬して、彼を虐めてしまったのだ」

「好きな子を虐めたくなる現象ですわね」

「だが今では反省している。だからジルに謝罪したんだ。彼も人格者だからな。私の謝罪を受け入れてくれた」

「それは良かったですわね」

　友人同士がいがみ合うのは本意ではない。ふたりの仲が修復されたことを素直に喜ぶ。

「でもジル様の心を射止めるなんて、素敵な人でしたのね」

「ふたりは理想的なカップルだった。私が嫉妬するほどに……でも最終的に破局することになった」

「どうして別れたんですの？」

「分からない……ただ破局したのは最近の話だ。なにせ別れたからこそ、ジルは教会に入ってきたくらいだからな」

　本当は恋人と一緒に領地で過ごすはずだったが、その人生計画が崩れたからこそ、教会で神父となったのだと続ける。

「理由を知るのはジル様のみですのね……」

「あとはもうひとり知る者がいる。ジルと別れた恋人だ」

「それはそうですが……」

「その人物は君もよく知る人物――イリアス家のサーシャだ」

「――――ッ」

　思わぬところから飛び出してきた妹の名前に驚く。サーシャとは不仲であったため、彼女がジルと交際していたことを知らなかったからだ。

「その反応を見る限り、マリアも知らなかったようだな」

「初耳ですわ……でもまさか、ティアラからサーシャの名前が出るなんて……」

「私も面識はないぞ。ただ社交界でもサーシャは人気者だったからな。一方的に知っていただけだ」

　サーシャは蝶よ花よと育てられたおかげで、淑女としての作法を身に付けている。さらには整った容姿まで持っており、人気になるのは理解できた。

（だとすると、ジル様は……私にサーシャの面影を見ているんですの!?）

　姉であるマリアをかつての恋人の代替品としていたなら、ジルが惚れた理由にも納得できた。

「真相を知るにはサーシャに聞くしかありませんわね……」

「口ぶりからすると、仲が悪いのか？」

「すっごく。でも人生がかかっていますもの。四の五の言っていられませんわ」

　覚悟を決めたマリアは動きが早い。手紙の執筆をするために、自室へと駆け戻るのだった。




　数日後、王都の裏通りにあるカフェでマリアは人を待っていた。薄暗い店内で、覇気のない店主が営んでいる店だが、コーヒーの味は悪くない。黒い液体を啜ると、カフェインが頭の回転を速めてくれた。

（ケイン様に喜んでもらおうと調べていた店でしたが、まさかサーシャとの密会に使うことになるとは思いませんでしたわ）

　人目に付かず、また客もマリアしかいないため、密会をするなら最適な場所だ。貴族カップルの破局話など、他人に聞かれてはすぐに面白がって広められてしまう。誰にも聞かれるわけにはいかない。

（手紙では来てくれるとのことでしたが、本当に約束を守ってくれるのでしょうか）

　サーシャなら約束しておいて、敢あえて無視することもありうる。そんな不安に駆られていると、杞き憂ゆうだと証明するように彼女が入店してくる。

「半年ぶりですわね、サーシャ」

「お姉様も変わりないようで安心しました」

　ドレスの裾を摘まんで上げる仕草は令嬢そのもの。地味な店内でもまるで舞踏会だと錯覚するほどの輝きを放っていた。

「それにしても、よく来てくれましたわね」

「お姉様の頼みですから。それに家族から離れて暮らすお姉様が、寂しい想いをしていないかと気になっていましたから」

（家族から迫害されていた私を馬鹿にしているのかしら！）

　サーシャのひと言を皮肉として受け取ったマリアは眉間に皺を寄せる。

（ジル様はどうして性悪のサーシャを好きになったのかしら）

　意地悪な性格を見抜けないほど、ジルは無能ではない。きっと彼なら気づくはずだ。

（もしかして気づいたからこそ別れたのかしら。だとしたら話に辻つじ褄つまが合いますわね）

　ひとりで納得していると、サーシャの分のコーヒーも届く。彼女は優雅にカップに口を付けると、口元に笑みを浮かべる。

「このコーヒー、美味しいですね、お姉様！」

「まぁ、私のお気に入りですもの」

「ふふ、さすがは姉妹。味覚も似ていますね」

　嬉しそうに笑うサーシャはとても魅力的で、憎んでいるはずのマリアでさえ、ハッとさせられてしまった。

「それで、今日はジルの話を聞きたいとか……」

「やっぱり恋人だったんですの!?」

「はい。間違いありませんよ」

「あっさりと認めますのね」

「認めなければ話が前に進みませんから。それで、どうしてジルの話が聞きたいのですか？」

「実は……ジル様に告白されましたの」

「――――ッ」

　サーシャのカップを持つ手が空中で静止し、目を見開く。さすがの彼女も驚きを隠せていなかった。

「告白なんてありえません。ジルはイリアス家を恨んでいるはずですから」

「サーシャではなく、イリアス家を？」

「家族ぐるみで彼には酷いことをしてしまいましたから……」

　虚空を見つめるサーシャの瞳には後悔が滲んでいる。彼女のこのような表情を見るのは初めてだった。

「事の始まりは私のお節介でした。虐められている彼を放っておけず、救いの手を差し伸べたのです」

「その優しさを私にも向けて欲しかったですわ……」

「心外ですね。私はお姉様にも優しいですよ」

　そう主張するサーシャに怒りが込み上げてくるが、グッと我慢する。感情的になっても情報は得られないからだ。

「その後、ジルは私を好きになったとアプローチしてきました。最初は断っていた私でしたが、熱意に負け、ジルとの交際を始めました。彼は完璧でした。顔も整っているし、学業も優秀。ただ唯一、子爵家の次男である点を除けば……」

　貴族の家は基本的に長男が家督を継ぐ。そのため次男では婿養子に出されるという形になってしまうのだ。

　これだけ聞けば十分だった。なぜ破局したのか、容易に想像がつく。

「お父様が邪魔しましたのね」

「家督を継げない次男と結婚する意味はないと、領主であるお父様に反対されては、娘である私に拒否権はありません。ふたりの仲はそこで終わったのです」

「だからイリアス家を恨んでいると……でもそれなら矛盾が生じますわ」

「矛盾？」

「お父様から私にジル様と婚約させる旨の手紙が届きましたの」

「お、お父様が……でもそんなはずが……」

　今までの話から、グランドがジルとマリアとの結婚を望む理由はない。しかし実際は婚約させたいとの手紙が届いている。

（急に娘への愛情が目覚めた……なんてことはありえませんわね）

　あれほどの冷遇をしてきた父だ。急に心変わりするとは思えない。

「お姉様、ジルとの結婚は止めておくべきです。あなたに彼は勿体ないですから」

「私も不釣り合いだとは自覚していますわ」

「なら……」

「でも、ジル様はどんな思惑があろうとも、私に悪意を向ける人ではありません。必ず事情があるはずですわ」

　縋るような願いを口にするマリアに、サーシャは小さく息を吐く。

「……そうですね。ジルは優しい人でした」

「サーシャ……」

「だから私が謝罪していたと伝えてください」

　それだけ言い残してサーシャは店を後にする。ひとり残されたカフェで、マリアはコーヒーを啜る。冷めていたためか、舌に残る苦みは強かった。




　サーシャとの密会の帰り道、寮に戻ろうと街道を歩いていると、ケインと出会う。教会からの帰り道なのか、修道服に身を包んでいる。

「奇遇ですわね、ケイン様」

「実は偶然じゃないんだ。君を探していてね」

「私を？」

「君が悩んでいると、ティアラから聞いてね。話を聞きたいと思って探していたんだ」

「心配してくれて、ありがとうございますわ」

「パートナーだからね。微力ながら力になるよ」

「ケイン様……」

　今までのジルとの出来事を語るべきか逡しゅん巡じゅんする。だがすぐに意を決し、相談することにした。

　信頼できるパートナーだからこそ隠し事をしたくないし、好意を抱いている彼に変な勘違いをされたくなかったのだ。

　ふたりは噴水広場のベンチに腰掛ける。ジルにダンジョンで庇われたこと、それをキッカケにデートして告白されたこと、そして彼がイリアス家を恨んでいるであろう話を打ち明けていく。

「マリアくんは大きな悩みを抱えていたんだね……」

「でもケイン様に相談できて、スッキリしましたわ」

「力になれたようなら、僕も嬉しいよ」

　ふたりの間に気まずい空気が流れる。ケインは躊躇うように口を何度か開閉した後、意を決する。

「客観的な意見を伝えよう。裏にどんな思惑があろうとも、ジルくんとの結婚は悪くないよ。彼は成績優秀だし、容姿も整っている。性格も悪くないから、きっと君を幸せにしてくれるはずだ……でも僕の個人的な意見は反対だ。君は大聖女になれる器だ。僕と共に教会に残って欲しい」

　手をギュッと握りながらケインは訴えかける。その必死な口ぶりと伝わってくる体温から、彼に必要とされていると実感し、嬉しさが込み上げてくる。

（もしかしたらケイン様は私のことを……）

　単なるパートナーを超えて、女性として慕ってくれているかもしれない。だが確かめるのが怖くてその一歩を踏み出せない。

「あ、あの……」

「な、なにかな……」

　隣り合うふたりの視線が重なり、緊張が心臓に早鐘を打たせる。ジッと見つめ合うふたりだが、そんな彼らに人影が近づいてくる。

「おお、マリアじゃねぇか」

「カイト様！」

　肩に黒い猫を乗せたカイトが声をかけてくる。我に返ったマリアたちが姿勢を正すと、彼は気まずそうに頬を掻く。

「あ～タイミングが悪かったか？」

「い、いえ、問題ありませんわ。それでカイト様はここでなにを？」

「ティアラの霊獣を人慣れさせるために、街を散歩していたのさ」

　ダンジョンで暮らしてきた霊獣は、聖女に懐くが、他の人間に強い警戒心を持つものも多い。そこで彼はティアラの代わりに街を回っていたのだ。

「ティアラは一緒でないのですわね」

「あいつは別件で忙しくてな。それに俺なら適性のおかげで霊獣とも話ができる。コミュニケーションを取りながらだと、人慣れさせるのも早いからな」

「やっぱり、カイト様の適性は便利ですわね」

　霊獣と連携を取れると、索敵や護衛など幅広い分野で力を発揮する。ティアラの人を見る目は正しかったのだ。

「もし俺に協力して欲しいことがあれば遠慮なく言えよな」

「ありがとうございますわ」

「じゃあな、俺はもう行くよ」

　去っていくカイトを追いかけるように、ケインも立ち上がる。

「僕も気になることができた。少しカイトくんと話をしてくるね」

「ん？　分かりましたわ」

　引き留める理由もないため、ケインを見送る。ひとりになったマリアはベンチに座ったまま、空を見上げる。

　太陽が沈みつつある。暗くなっていく様を呆然と眺めていると、彼女のもとに一枚の手紙が風で流されてくる。

　意図的に生み出された風は、人為的な魔法によるものだ。周囲を探っても、知り合いの顔はない。仕方ないと手紙の中身を確認する。

（これはジル様からの手紙ですわね……）

　手紙の内容はシンプルだった。ジルの名前と共に夜に大聖堂で待つ。ただそれだけが伝言として残されていたのだった。




　夜の帳とばりが落ちた頃、マリアはジルからの呼び出しを受けて大聖堂を訪れていた。

大聖堂は薄暗いが、彼の居場所はすぐに分かった。ステンドグラスから差し込む光に照らされていたからである。

「来てくれて、ありがとう」

「用件は告白の件ですわね」

「ここなら私たち以外には誰もいない。答えを聞かせて欲しい」

　ジルの問いを受け、マリアは真摯な視線を返す。

「その前に聞かせてくださいまし。どうして私を好きになったのですか？」

「それは君の性格が――」

「建前はいりませんわ！　本音を聞かせてくださいまし！」

「ふふ、なるほど。事情を知ったんだね。さすが優秀だ」

　マリアの態度から状況を把握したのか、ジルの顔に諦てい観かんが浮かんだ。

「教えたのはティアラかな？」

「それとサーシャもですわ」

「本当にすべてを知っているようだね。なら隠すこともない。事実を話そう……君も知っての通り、私はティアラやリーシェラ、他にも色んな人たちから虐められていた」

「嫉妬されたのですわね？」

「子爵の次男のくせに生意気だとね。すぎたる能力は私を苦しめた。両親からも、なぜ弟のお前が優秀なのだと詰め寄られたものさ」

「ジル様……」

「でもね、そんな私を救ってくれた人がいた。それこそがサーシャだった」

　ジルの境遇はマリアと似ていた。優れていても評価されず、不遇な日々。そんな彼の心の拠りどころこそがサーシャであった。マリアもまたケインに支えられてきたからこそ、ジルの気持ちは痛いほどに理解できた。

「私たちは愛を誓い合った。でも君の父――グランド男爵に邪魔されてしまった。必死に抗ったし、両親にも協力を求めたんだけどね、私の愛など価値はないと一蹴されてしまったよ」

「だから諦めたのですか？」

「まさか！　諦めきれなくてね、君に提案したように領地で静かに暮らそうとサーシャにも伝えたんだ。でもね、サーシャは拒絶した。男爵令嬢が家の命令に背くことはできないとね」

「そうですの……」

　貴族の令嬢は家同士の結びつきを強くする責務を負っている。家族から冷遇されて育ってきたマリアならともかく、愛されてきたサーシャが、責務を捨てて、家を裏切る選択を取れるはずがなかった。

「絶望した私は俗世を捨てて教会に入った。月日が失恋を忘れさせてくれるはずだと信じてね。だが君がやってきた。サーシャの姉の君がね！　しかもだ、グランド男爵が君を教会から追い出し、王子と結婚させようとしているとの情報まで手に入った。これを邪魔してやれば、最高の復讐になる。だから私はグランド男爵に偽の計画を提案した」

「その計画が私との婚約ですわね」

「ああ、偽の計画では教会を共に退会した後に、君との婚約を破棄する手て筈はずになっている。でも計画に従う気はない。恨みをはらすため、私は君とそのまま結婚する。そしてグランド男爵の王宮との信頼関係を滅茶苦茶にしてやるのさ」

　復讐心に取り憑つかれたジルの瞳は狂気を孕はらんでいた。しかし完全に憎しみに囚とらわれたわけではない。理性の光が僅かに灯っている。

「君には悪いことをしたと思っている。まずは謝罪をさせて欲しい」

「ジル様……」

「だが巻き込んだからには一生尽くすつもりだ。君のために一生を捧げるし、必ず幸せにしてみせる。この言葉に嘘はない。だから改めて伝えよう。私の――妻になって欲しい」

　優しい彼が出した不器用な結論だった。首を縦に振れば、きっと彼は幸せにしてくれる。打算で考えるなら、答えは決まっていた。

「魅力的な条件ですわね」

「なら――」

「ですが、お断りしますわ。私は誰かの代わりに愛される人生なんて、まっぴらご免ですもの」

　ジルがまだサーシャを愛しているのは明らかであり、代替品として愛されるつもりはなかった。

　またマリア自身、好きでもない相手との結婚は望んでいなかった。希望を打ち砕かれたジルは、ガックリと消沈するように肩を落とした。

「君も私を拒絶するんだね……」

「ジル様……」

「残念だ。奥の手を使うことになるとはね」

　ジルは懐から白銀のナイフを取り出すと、その切先をマリアへと向けた。

「心配しなくても、傷つけはしない。人質にするだけだ」

「私ではお父様への交渉材料にはなりませんわ」

「いいや、なるさ。君が死ねば王宮との縁談も頓とん挫ざする。君の命を――というより、自分の利益のために、グランド男爵を呼び出すことはできるはずだ。そして殺す。私のすべてを失っても、あの男だけは許さない！」

「馬鹿な真似は止めてくださいまし！」

　だが狂気に飲まれた彼は自暴自棄になっており、マリアの言葉は届かない。もう駄目かと諦めかけた時、大聖堂の扉が勢いよく開かれた。

「間に合ったようだね」

「ケイン様！」

　姿を現したのは、ケインだった。傍にはシロやカイトもいる。マリアは助けにきてくれた彼らのもとへと駆け寄る。

「どうしてケイン様はこの場所を!?」

「霊獣は契約している聖女の居場所が分かるんだ。それでカイトくんに霊獣の言葉を翻ほん訳やくしてもらってね。ここまで案内してもらったのさ」

「シロ様も、カイト様もありがとうございましたわ」

　礼を伝えると、カイトは嬉しそうに頬を掻き、シロも「にゃああ！」と誇らしげな声を返してくれた。

「僕の勘も当たるものだね。あの時、カイトくんを追いかけて正解だったよ」

「そういえばなにか用があると仰っていましたわね」

　少し用事があるとカイトを追いかけたことを思い出す。その行動には意味があったのだ。

「ダンジョンでシロくんがボロボロになっていただろう。あのダンジョンは教会の関係者しか入れない。つまり聖女か、神父か。どちらかが犯人ということになる」

「聖女ではありませんわね。珍しい毛色の猫がいれば、霊獣として契約しますもの」

　ホワイトキャットであるシロと契約したのはマリアだ。その前に他の大聖女候補が来ていたなら高ポイントをみすみすマリアへ渡すはずがない。

「つまり犯人は神父になるわけだが、これもまた奇妙な話だ。なぜならレア個体を見つけたなら、パートナーの聖女と契約させるはずだからね。でもひとりだけ、パートナーの聖女にグレーキャットと契約させた後、改めてダンジョンに潜った男がいたんだ」

「まさかそれは……」

「ジルくんだ。彼は今回の計画のために、シロくんを怒らせた。そして恩を売るために身を挺して庇ったんだ。すべてが自作自演だったのさ」

「そんな……ジル様がそこまでするなんて……」

「彼は優しいけど合理的だ。後でマリアくんが治療することを踏まえて怪我をさせたんだろう。実際、シロくんからもジルくんが手加減していたとの意見を貰っているからね」

「シロ様からも――。ッ……そ、それでカイト様の力を借りたのですね……」

「そうさ。この仮説が正しいかどうかを証明するために、霊獣の声を聞けるカイトくんの力が必要だったからね」

　霊獣本人の証言に状況証拠もバッチリだ。言い逃れはできないと諦めたのか、ジルの口元から乾いた笑みが零れる。

「ふふ、私の計画も台無しだ……でもすべて終わったわけではない。君たちを倒して、マリアを人質にさえすれば、まだ挽ばん回かいできる」

「僕からマリアくんを奪い取れると？」

「能力だけは高いのが自慢ですから」

「そうか……でもね、あまり教師を舐なめない方がいい」

　ケインは一瞬で間合いに入ると、ジルの腹部に拳をねじ込む。たった一撃で決着はついた。ジルは身体をくの字に曲げて、その場に倒れ込んだ。気絶した彼を見下ろすケイン。明確な決着がついたのだった。

「ケイン様はお強いのですね」

「教会の幹部になると、荒事は日にち常じょう茶さ飯はん事じだからね。学生相手に後れを取ることはないよ」

「ケイン様がいてくれて本当に助かりましたわ」

「僕も君を救えて良かった。君にもしものことがあれば僕は――」

　ケインはマリアの目を見て心配してくれる。決して、誰かの代わりではない。彼女自身を見据えていた。

「私、やっぱりケイン様をパートナーに選んで正解でしたわ！」

「僕も君のパートナーになれて良かったよ」

　ふたりは窮地を乗り越えた安心感から笑い合う。その声は家族から冷遇されていた頃を思わせないほど、幸せに満ちたものだった。




　気絶したジルは医務室へ運び込まれた。天井も壁も白で染まった空間は、薬品の匂いに満ちている。

「こ、ここは……」

「目が覚めましたのね！」

　ジルの傍にはマリアとケイン、そしてシロがいた。彼の意識が戻るのを見守っていたのである。

「僕が気絶した君を医務室まで運んだんだ」

「私は負けたんですね……」

「なにせ相手が僕だからね。当然の結果さ」

　教師と候補生では経験に大きな差がある。いくら優秀なジルでも、教師相手では敗れても仕方がないと慰めるが、彼の表情は曇ったままだ。

「私は教会を破門ですか？」

「君は危険な存在だからね。僕はそうしたい。でもマリアくんが反対するんだ」

「マリアが……」

「被害者であるマリアくんが罰を求めないなら、僕からすべきことはなにもない。お咎とがめなしさ」

　ジル自身、罰を期待していたのか、ベッドのシーツをギュッと掴んで、マリアを見据える。

「どうして私を許したんだ？　教会に残ることになれば、また君を人質にするかもしれないのに」

「愚かな選択なのかもしれませんわね。でもジル様は大切な友人ですから。いなくなるのは寂しいですわ」

「マリア……」

「それに、また襲われたとしても、きっとケイン様が助けに来てくれますから」

「ははは、それは手強そうだね」

　嬉しそうにジルは笑う。彼の瞳から狂気は消えていた。初めて見た彼の心からの笑みだった。

「ジル様、実はあなたにもうひとり客人がいますの」

「私に？」

「あなたに謝るために足を運んだのですわ。会ってくれますわよね？」

「私に謝罪――まさか！」

　ジルの心当たりは的中する。医務室にサーシャが顔を出したのだ。

「どうしてここにサーシャが……」

「僕が招待したのさ。本来教会は部外者を入れないんだ。今回だけの特別サービスだよ」

　サーシャはマリアとカフェで密会した後、王都に滞在し続けていた。ケインはそのチャンスを利用し、ふたりが再会する場をセッティングしたのである。

　ジルとサーシャは気まずそうに視線を交差させる。互いの瞳には罪悪感が浮かんでいた。

「あの……サーシャ……君のお姉さんに私は酷いことを……」

「ジルはなにも悪くありません。すべての原因はあなたの気持ちを踏みにじった私にありますから。だからどうか、謝罪させてください」

　頭を下げるサーシャ。それに対し、ジルは目に見えて狼ろう狽ばいする。

「顔を上げてくれ。私は謝罪なんていらない」

「ですが……」

「もし貰えるなら、謝罪ではなく、チャンスが欲しい。もう一度、私と縒よりを戻してくれないか？」

「ジル……残念ながら、それはできません。私は貴族の娘で、イリアス家を大切に思っていますから」

　良縁を結ぶことで家が繁栄すれば、それは領地の潤いへと繋がる。生まれた責務を果たすため、彼女は泣きそうな表情を浮かべながらも、彼の申し出を断ることしかできなかった。

「サーシャ、そんな顔は止めてくれ。まるで私が虐めているようだ」

「ジル……」

「思い出したよ。こんな時、いつも君は私を救ってくれた。だから君の幸せのために、私は潔く身を引くよ」

「…………」

「でもね、私は生涯、叶わない片想いを君に続けていきたいんだ。それくらいは許してくれるだろ？」

「……後悔しますよ？」

「構わないさ。君を好きでいられるだけで、私は十分に幸せだからね」

　ジルの表情に生気が戻る。陰いん鬱うつとした感情は消え去っていた。

「私の役目は終わりですね」

「僕が外まで送るよ」

「助かります」

　ジルが元気を取り戻したことを確認したサーシャは、ケインと共に医務室を去る。その背中をジルは名残惜しそうに見つめた後、マリアに視線を向けた。

「改めて謝罪させて欲しい。君を巻き込み、酷いことをした」

「私はもう許していますわ」

「シロ、君にも謝罪したい。治ると知っていたとはいえ、傷つけてしまった。もう二度と、こんな馬鹿な真似はしないと誓うよ」

　ジルが頭を下げると、誠意が伝わったのか、シロは「にゃあ」と鳴き声で応える。

「これからの私は君の味方だ。困ったら、友人としていつでも頼って欲しい」

「ふふ、友人ですか？」

「君を妻にする話は撤回させてもらうよ。なにせ私の心の中にはサーシャしかいないからね。でも、君は友人であり、好きな人の姉だ。全力でサポートさせてもらうよ」

「よろしくお願いしますわ」

　ふたりはガッシリと握手を交わす。初めて彼と心が通じたと実感したのだった。










第四章　～最高の親友～




　王都から帰宅したサーシャは上機嫌で鼻歌を奏でていた。彼女も人の子。元恋人のジルが狂気から解放されたことが素直に嬉しかったからだ。

「ただいま、帰りました」

「おおっ、帰ったか、サーシャよ」

　部屋の扉を開けると、机に突っ伏していたグランドが顔を上げて出迎えてくれる。体調が悪いのか、顔色が真っ青だ。

「王都はどうだった？」

「楽しかったですよ。見聞を深められましたし、お姉様ともお会いできましたから」

「あいつは元気にしていたのか？」

「屋敷にいた頃よりは」

「忌々しい娘だ……早く、心が折れればいいものを……」

　これまで父をよく見てきたサーシャは、眉間に皺を刻む彼の顔から異変に気づいていた。

「お父様は元気がなさそうですね」

「実は不味いことが起きてな……王子から結婚をどうするのかと最終通達の手紙が届いたのだ。このままではチャンスを失う。私はいったいどうすればいいのだ」

「いっそのこと、王家との結婚を諦めては？」

「それは駄目だ。結納金が入るからと贅ぜい沢たく三ざん昧まいをしてしまってな。借金も膨ふくらんでいるのだ。奴らは男爵だろうと取り立てる。下手をすると命の危険もあるのだ」

「そのような危ない橋を……でもお金さえあれば……」

「金の問題だけではないのだ。王家との繋がりを盾にして、他の貴族に無理な要求を繰り返してしまった。あいつらは私に怒りを感じているはずだ。もし王家の威光を手に入れられなければ、しっぺ返しを受けることになる」

　領地経営は周囲の貴族たちとの助け合いで成立している。物資の輸出入から、軍事的な協力まで、力の弱い男爵家だからこそ友好関係を結ぶのは重要だった。

　しかしグランドは調子に乗ってしまった。娘が王家に嫁ぐからと、傲ごう慢まんな態度を取ってしまった。

　もし王子との婚約話が流れれば、友好関係を打ち切られ、孤立してしまう。後ろ盾を持たない弱小貴族の末路は想像に容易い。利に聡さといハイエナたちに食い荒らされるのが落ちだ。

「なにか手はあるのですか？」

「やはりマリアしかない。あいつを連れ戻さなければ！」

　グランドは血走った眼で誓いを口にする。その表情からは貴族としての余裕は消え去っていた。




◇　◇　◇




　教会での暮らしは学ばなければならないことも多く大変だ。だからこそ息抜きも重要になってくる。

「やっぱり王都は品揃えが豊富ですわね」

　マリアはティアラと共に仕立屋を訪れていた。貴族ご用達の高級店だけあり、並んでいるドレスは平民では手の届かない金額だ。

　もちろんマリアも眺めているだけ。しかし彼女はそれでも十分に満足していた。

「楽しんでくれているようだな」

「実は仕立屋を訪れるのは初めてですの。だから興奮してしまって……」

「マリアが退屈せずに済んで良かった。すぐに買い物を終えるから待っていてくれ」

　店員がティアラにオススメの服を紹介していく。スタイルの良い彼女はどんな服でも似合っていた。

「マリア、この服はどうだ？」

「似合っていますわ」

「ならこの青のドレスは？」

「最高ですわ！」

「次は趣向を変えて、黒の――」

「凛々しくて格好良いですわ！」

「さっきから褒めてばかりだな」

「仕方ありませんわ。ティアラはなんでも似合いますもの」

「マリアは世辞が上手いな……よし、この服をすべて買う。寮に送っておいてくれ」

「かしこまりました」

　ティアラは金貨の詰まった皮袋を手渡す。彼女は貴族の中でも最大の財力と権力を持つ筆頭公爵家の娘だ。

　富に愛された彼女にとって、服飾費などたいした金額ではなかった。

「いつもこんなに豪快な買い方をしますの？」

「滅多にしないさ。でも今日の服はマリアが似合うと褒めてくれたからな。記念に買っておきたかったのだ」

「ティアラは友人想いですのね」

「友達が少ないからな。友人ができたのもリーシェラ以来だ」

「確か、リーシェラとは仲違いしたんですわよね」

　過去のティアラは悪女だったが、更生して真人間になった。そのせいでリーシェラとの友情にヒビが入ってしまったと聞かされていた。

「あの時は父上にこっぴどく叱られたものだ。それにあの人にも……」

「あの人？」

「私の知り合いでな。まぁ、つまらない話だから、気にしないでくれ」

「そうですの……」

　誤ご魔ま化かすように会話が打ち切られると、ふたりは揃って店の外に出る。噴水広場でベンチに腰掛けたふたりは、通り過ぎる人たちに視線を巡らせる。

「カップルが多いですわね」

「この辺りはカフェや仕立屋が多いからな。デートスポットとして使われているのだろう」

「ティアラは恋人を作りませんの？」

「残念ながら相手がいないからな」

「でもティアラなら殿方が放っておかないはずですわ」

「ありがとう、お世辞でも嬉しい……でも私は人付き合いが苦手でな。心を許せるのも、マリアと霊獣のクロくらいのものだからな」

　ティアラは膝を叩くと、魔力の円陣が生まれる。するとそこから黒猫――彼女の霊獣のクロが姿を現す。

「どうやって呼び出しましたの!?」

「霊獣との信頼関係が強まると、いつでも召喚できるようになるんだ。聖女の能力のひとつだな」

「そんな力がありますのね」

「でもこれはカイトのおかげでもある。彼がしっかりと躾しつけをしてくれたおかげで、私を主人と認識するようになってくれたのだ」

　ティアラがクロの下した顎あごを撫でると、「にゃあ！」と猫撫で声をあげる。

「よく懐いていますわね」

「私は世界一可愛いと思っているからな」

「ふふ、私はシロ様が一番ですわ」

「お互い、身内への評価は甘くなるな」

「ですわね」

「それだけ愛しているなら、シロを召喚することもできるのではないか」

「私がシロ様を……」

　霊獣との信頼関係は十分に築かれていると自信があった。ティアラにコツを教わりながら念じると、マリアの膝上にも魔力の円陣が刻まれた。

　発光と共にシロが召喚される。「にゃあ！」という声で、マリアからの呼び出しを歓迎していた。

「上手くいったな。さすがはマリアだ。私は一回ではできなかったのだがな……」

「ティアラの教え方が上手かったおかげですわ」

「ふふ、そういうことにしておこうか……さて、改めてシロを見たが、素晴らしい毛並みだな。どのような手入れをしているのだ」

「シロ様は綺麗好きですから。自分でお湯を作って、乾かしていますわ」

「魔法が使えるホワイトキャットだからこそできる芸当だな」

　お湯は炎と水の魔法で生み出し、乾かすのも風の魔法が利用できる。知能の高さも相まって、シロの世話にマリアは苦労を感じたことがないほどである。

「おっと、シロばかり褒めていると、クロが嫉妬してしまうな」

　ティアラの膝上に乗ったクロが甘えるように鳴いていた。主人を取られまいとする意思を伝えているようだった。

「悪いことをしてしまったかしら」

「マリアは悪くない。これは私の配慮不足が原因だ……だがクロに償うためにも私は街を散歩してくる。また明日、教会で会おう」

「ええ、また明日」

　ティアラが去り、シロとふたりの時間を過ごす。穏やかな時間も悪くないとぼんやりとしていると、見知った顔が視界に入る。

「こんなところで会うなんて奇遇ね」

　声をかけてきたのはリーシェラだった。彼女の口元には必死に作り上げた笑みが浮かんでいる。

「無理して笑みまで浮かべてどうかしましたの？」

　リーシェラにとってマリアは宿敵のはずだ。用事もないのに声をかけてくるとは思えない。その問いに彼女は気まずそうに頬を掻いた。

「それはその……」

「シャアアアッ」

「シロ様、襲っちゃ駄目ですよ」

　リーシェラの本性を見抜いているのか、尻尾をピンと立てて警戒する。背中を撫でて、なんとか宥なだめると、リーシェラは困り顔ながらもホッと息を吐く。

「主人が主人なら霊獣も霊獣ね」

「どちらも可愛いと？」

「違うわよ！　私に敵対的だと言いたいのよ！」

「私を罠に嵌めようとしたのですから、警戒して当然ですわ」

「まぁ、そうね……確かに私が悪かったわ。だからお願い。嫌がらせを止めて欲しいの」

「嫌がらせ？」

「惚とぼけないで！　パートナーの件よ！」

　リーシェラのパートナーはジルだ。マリアがケインを、ティアラがカイトを選んだ結果、投票数が三位だった彼女が一番人気のジルを選べたのだ。

「ジル様なら最高のパートナーではありませんの？」

「能力はね。私もジルを選べた時は心の底から喜んだもの」

「ではなにが不満ですの？」

「やる気よ。あいつはね、上級司教になる気がないのよ」

（きっとサーシャの一件が原因ですわね）

　ジルが教会に入信したのは、サーシャに振られたショックを忘れるためだ。だが彼は改めて恋心を思い出した。そのせいで上級司教を目指すモチベーションを失ってしまったのだ。

「ですが、分かりませんわ。どうしてジル様のやる気がないのと、私が嫌がらせをしていることに繋がるんですの？」

「あいつに宣言されたのよ。これからはマリアの味方をするってね。つまり私はパートナーなしで大聖女を目指さないといけなくなった。こんなもの、勝てる勝負も勝てないわ！」

　パートナーなしで大聖女になるには、不利を覆すだけの圧倒的な実力が必要だ。しかし彼女は成績がトップでもなければ、ひとりで闘い抜けるほどの武器もない。

　ジルのサポートを失うことは、事実上の大聖女レースからの脱落を意味するため、彼女も必死だった。

「ジルは優秀な男よ。霊獣もすぐに見つけて帰ってきたわ。でもね、本気を出せばもっと凄いの。本当ならきっと私もホワイトキャットを従えていたはずよ……だから改めて要求するわ。私にジルを返して！」

「返すもなにも私にそれを決める権利はありませんわ」

「私の要求を飲めないと言うのね？」

「だから私は――」

「言い訳は結構。敵だと言うのなら排除するだけだもの。覚悟しておきなさい。本気であなたを教会から追放してやるんだから」

　一方的に宣戦を布告したリーシェラが去っていく。理不尽な怒りだと納得できないまま、マリアは彼女の背中を見送るのだった。




　リーシェラと別れたマリアは寮へと帰宅する。すると彼女の帰りを待っていたのか、入り口近くのカフェテラスでジルが出迎えてくれる。

「やぁ、おかえり」

「私を待ってくれていたのですか？」

「話したいことがあってね。時間いいかな？」

「私も丁度話がしたかったのですわ」

　テーブルの上にはスコーンとアイスティが置かれている。事前にジルが用意してくれていたものだと察する。

「お腹、空いているかと思ってね。軽食を用意したんだ」

「さすがジル様ですわ。気配りまで一流ですわね」

「君は大切な友人で、想い人の姉だからね。これくらいはするさ」

　ジルはスコーンに口を付ける。美味しそうに味わう姿は、以前よりも自然だった。

「今のジル様の方が素敵ですわね」

「肩肘張らなくなったからだろうね。憑き物から解放された気分さ……でも、そのせいで、新たな面倒事が生まれてしまった」

「リーシェラですわね」

「ああ。私が上級司教を目指すことを諦めた原因が君にあると思い込んでいるようなんだ。何度も違うと説得したんだが聞いてくれなくてね。迷惑をかけてすまない」

「ジル様が悪いわけではありませんわ。だから謝らないでくださいまし」

「だが……」

「謝罪よりも聞きたいのは本心ですわ。本当に上級司教を諦めてよろしいんですの？」

「諦めざるをえないのさ。なにせリーシェラのような悪党を大聖女にするわけにはいかないからね」

　上級司教と大聖女は一心同体だ。彼が上を目指すなら自ずと彼女も上の立場に就くことになる。

　パートナー制度がある限り、彼は上級司教を諦めるしかなかった。

「本当によろしいのですか？」

「幸いにも家が裕福だし、私はお金を稼ぐのも得意でね。生きていくのに困ることはないから、好きなように生きると決めたんだ」

「ジル様……」

「だから私は君を大聖女にする。それがこの国にとっても、私にとっても最良の選択だ」

　ジルの能力はクラス内でも秀でている。そんな彼が味方になってくれるのなら鬼に金棒だ。

「まずはリーシェラへの対策プランを考えようか。彼女は必ず君を排除しようとする。その動きは止められないだろうからね」

「私はなにをすれば……」

「後手に回っては不利になる。先回りして手を打つためにも、私はリーシェラの情報を集めていた。特に交友関係は入念にね」

「どうして交友関係を？」

「以前、彼女はひとりで君に挑んで失敗している。もし次に動くなら仲間を募るだろうからね」

　一度の失敗で学ばないほどリーシェラも愚かではない。新たな策を講じて、マリアを追放しようとするはずである。

「特にマリアは成績首位だ。敵の敵は味方を理由に同盟を組まれる可能性もあるし、神父でも金を餌に引き込まれる可能性はある」

「でもリーシェラはそれほど資金に余裕があるわけじゃ……」

　グランドからの報酬に目が眩んでいたくらいだ。他人を裏切らせるだけの金を払えるとは到底思えない。

「それは知っているさ。でもね、ひとりだけ彼女の資金力でも動かせる人がいる。私はカイトを怪しんでいるんだ」

「ありえませんわ！」

　カイトには何度もピンチを救われている。そんな彼が裏切るとは思えなかった。

「だが事実として、彼はリーシェラと頻繁に連絡を取り合っている」

「あれほど揉もめたカイト様がリーシェラと連絡を……」

「私も最初は信じられなかった。冤えん罪ざいを生み出そうとした確執は簡単に解消されないと思っていたからね。だからこそ注意したほうがいい。マリア、君は狙われる立場だからね」

「わ、分かりましたわ……」

　カイトを信じたい。そんな想いを抱きながらも、彼の忠告を受け入れるのだった。




　カイトがリーシェラと通じているかもしれない。不穏な情報にモヤモヤしたまま、朝を迎えてしまった。

（昨日はあんまり眠れませんでしたわ……）

　目の下には薄っすらと隈ができている。鏡の前で小さく溜息を零すも、すぐに気を取り直す。

（落ち込むなんて、私らしくないですわね）

　悩んでいても問題は解決しない。身支度を整え、教会へと向かう。いつもより早い時刻なため教室に一番乗りかと思いきや、カイトが席に着いていた。

「おはようですわ」

「おお、マリア。おはよう。随分と早いな」

「いつもより早い時刻に目を覚ましましたので……カイト様は？」

「こいつらに朝食をやりたくてな」

　窓辺には、カイトが配る餌を求めて小鳥たちが集まっていた。相変わらず、優しい人だと実感する。

（やっぱりなにかの誤解ですわね）

　心の中に留めるより、ぶつかってみるべきだと、マリアは覚悟を決める。

「カイト様にお聞きしたいことがあるのですが……」

「俺に答えられることならなんでも聞いてくれ」

「リーシェラと仲良くしていると聞いたのですが、本当なのですか？」

「あ～、その件か……」

　気まずそうにカイトは頬を掻く。イエスともノーとも取れる反応だ。

「冤罪を押しつけられそうになったわけだからな。別に仲が良いわけじゃない。ただ仕事を受けているだけだ」

「仕事ですか？」

「俺は貧乏で金がないからな。バイトで霊獣の世話をしてやっているんだ」

「でもリーシェラの仕事を受けるなんて意外でしたわ」

「生きていくためには嫌いな奴相手でも折れないといけないこともある。それにさ、リーシェラの奴、霊獣の世話をしないんだぜ。放っておけないだろ？」

「ふふ、カイト様らしい理由ですわね」

　自分の感情よりも動物や霊獣たちを優先する。彼らしい判断だと微笑んでしまう。そんなふたりに混じるように、ティアラがマリアの隣の席に座る。

「おはよう、楽しそうな話をしているな」

「カイト様のバイトの話ですわ」

「リーシェラの件だな」

「ティアラも知っていたんですのね」

「当然だ。なにしろカイトのパートナーは私だからな……もっとも私は金が欲しいなら、いつでも援助してやるつもりではいるのだがな」

「そんなヒモみたいな真似はご免だ」

　きちんと働いて稼ぎたいと、カイトは続ける。

「君は立派だな」

「俺なんかよりティアラの方がスゲーよ。貴族の令嬢として務めを果たしているだろ。確か今夜も舞踏会に行くんだよな」

「父上の顔を立てなくてはならないからな。だが本心ではやはり華やかな場は苦手だ。ひとりだとすることがなくて退屈でもあるしな」

　そう言い捨てるティアラだが、マリアと目が合い、なにかを思いついたのか、パッと笑みを浮かべる。

「そうだ！　マリアも舞踏会に参加してくれないか？」

「わ、私がですか!?」

「マリアは立派な貴族の令嬢だ。参加資格は十分にある」

「ですが舞踏会に着ていくドレスなんてありませんわよ」

「私のドレスを貸そう。頼む。ひとりだと寂しいのだ」

「ん～～仕方ありませんわね」

　華やかな場所はマリアも得意ではないが、親友の頼みである。断ることはできないと、舞踏会への参加を了承するのだった。




　ティアラに連れ添って舞踏会を訪れることになったマリアは、彼女の用意した馬車で王宮傍にある離宮へと向かう。

　離宮は教会からも近く、馬車で数分、徒歩でも数十分といった距離だ。窓を過ぎていく景色を眺めながら、ふぅと息を吐いて緊張をほぐす。

（生まれて初めての舞踏会ですわね）

　貴族の令嬢なら誰もが一度は参加する場所であるが、使用人同然に育ってきたマリアにその機会はなかった。

　サーシャたちが舞踏会で楽しんでいる間、マリアは屋敷の掃除に明け暮れていたことを思い出す。

（でも参加しなくて良かったかもしれませんわね）

　おかげで初の舞踏会を親友と一緒に過ごせるのだ。その点では、冷遇してきた家族に感謝を抱く。

「着いたぞ、ここが離宮だ」

「豪華な建物ですわね～」

　大理石と黄金で彩られ、手入れされた庭には赤と白の薔ば薇らに、噴水まで設置されている。ティアラの背中を追いかけるように離宮の中に入ると、さらなる絢けん爛らんが出迎えてくれる。

　シャンデリアの天井に、床は赤い絨毯が敷かれ、舞踏会で踊る人たちはひと目見ただけで貴族と分かるほどに着飾っている。

　中には顔を隠すために仮面を被っている者もおり、貴族の社交場に来たのだと改めて実感させられた。

「この世の天国のような場所ですわね」

「ははは、王宮はこれ以上に豪華だぞ」

「これより上があるのですか!?」

「招待される人物の爵位も上がるからな。それに今回は身分を隠しての参加も多い。王宮はセキュリティの関係上、そういったこともできないからな」

「なるほど。それで仮面を被っている人がいましたのね」

　同じ貴族でも爵位に応じて力関係は大きく異なる。公爵相手だと男爵は萎縮することもありうる。対等な関係を築くための仮面なのだと理解した。

「他にも、既婚者が仮面で顔を隠しているケースも多い」

「そんな人が……」

「結婚しても舞踏会の華やかさを忘れられない者たちだ。不貞は褒められた行為ではないから、マリアは関わるのを止めておくべきだろうな」

「ご忠告感謝しますわ」

　舞踏会は異性を見定める場所であるが、元々、マリアはここで恋人を作ろうとは考えていなかった。

　あくまでティアラの付き添いに徹しようと決めて、彼女の後ろにピタリとついていく。

　ティアラは舞踏会に慣れているのか、参加者と挨拶を重ねる。教会では見慣れない公爵令嬢としての姿に新鮮さを覚えた。

「げっ、あんたがどうしてここに!?」

「リーシェラ！」

　敵対を宣言したリーシェラもまた舞踏会に参加していた。眉間に皺を刻んだ彼女は、傍にいたティアラを見て、納得の表情を浮かべる。

「なるほど、付き添いね」

「リーシェラはどうしてここにいますの？」

「私も公爵令嬢だもの。お父様が結婚相手を探してこいと五う月る蠅さいので、義務感で参加しているのよ」

「素敵な人はいなかったのですか？」

「残念ながらね。あなたは？」

「私は異性を求めているわけではありませんから」

「ふん、結婚して、さっさと教会から出て行けばいいのに」

　それだけ言い残して、リーシェラは顔も見たくないと去っていく。そのやりとりの声が大きかったのか周囲の注目がマリアに集まっていた。

　恥ずかしいと感じて視線を逸らすと、たまたまその先に見覚えのある顔を見つける。妹のサーシャもまた舞踏会に参加していたのだ。

「奇遇ですね、お姉様」

「それは私の台詞せりふですわ」

「でもお姉様が舞踏会にいらっしゃるとは珍しい。まさかレイン王子に招待されたのですか？」

「王子様が私を？」

「その反応を見る限り、レイン王子が招待主ではないようですね」

「そういうサーシャは王子様からの招待ですの？」

「はい、第三王子であるレイン王子から楽しんで欲しいと」

「だ、第三王子……」

　マリアに求婚している相手であり、姿絵を見る限り醜い容姿をしている人物である。そのような人物を会場で見つけられないが、もしかしたら結婚するかもしれない相手だ。本人の顔を見てみたい欲求に駆られる。

　だがそんな彼女の思考を吹き飛ばすように、さらにもうひとりの見知った男が近づいてくる。洋梨形の体形は忘れたくても忘れられない。この世で最も苦手な相手――父親のグランドだった。

「マリア、どうしてここにいる!?」

「お父様は――サーシャの付き添いですわね」

「まぁ、理由はどうでもいい。折角の機会だ。お前を屋敷に連れて帰る」

「教会に敵対するのですか？」

「状況が変わったのだ。リスクは承知で、お前をレイン王子と結婚させなければ、私は借金で破滅するのだ」

「相変わらず自分勝手な人ですわね」

　マリアが呆れていると、グランドは怒りの様相で手を伸ばそうとする。しかしそれを遮るように、ティアラが身を挺して立ちはだかる。

「グランド男爵、私の友人になにか用かな？」

「お前は……いや、あなたは公爵令嬢の……」

　グランドは目下の者には強く出るが、自分よりも力を持つ者には媚こびへつらう。ティアラが公爵令嬢だと分かった瞬間、その顔には不自然な笑みが浮かんだ。

「私の娘と仲良くしていただいているようですが、マリアはあなたに相応しくないと思いますよ」

「それを決めるのは私だ。あなたに言われる筋合いはない」

「……まぁいいでしょう。ここは人目も多い。一旦退くことにします……まったくレイン王子は体調不良で欠席になるし、とんだ時間の無駄でしたね」

「レイン王子はいらっしゃらないのか？」

「そう聞きましたよ。なぁ、サーシャ」

「はい。私もそう聞きました」

「そうか……それは残念だ……会いたかったのだがな」

　心底悔しそうな口ぶりで、ポツリと言葉を零す。

「ティアラはレイン様と仲が良いんですの？」

「友人というより恩人だな。私が心から尊敬している殿方だ」

　茫洋と遠くを見つめるティアラの瞳はどこか悲しそうに見えた。彼女がここまで尊敬する人物なら、やはり一度会ってみたかったと、チャンスを逃したことをマリアもまた残念に思うのだった。




　体調の不良が治まれば、第三王子のレインが舞踏会に姿を現すかもしれない。そんな淡い期待を抱きながら、彼が現れるのを待つ。しかし時間だけが過ぎていくばかりだった。

「レイン様はいらっしゃりませんね」

「体調不良とのことだからな」

　ティアラの声音には寂しさが滲み出ていた。

（ここは友人の出番ですわね！）

「素敵な殿方はいらっしゃらないようですし、良ければ私と踊りませんか？」

「マリア……君は優しいな」

「ティアラには負けますわ」

「ふふ、なら踊ろう。リードは任せてくれ。完璧なダンスを披露してみせよう」

　ティアラに手を引かれ、ゆったりとした音調に合わせて足を動かす。さすがは公爵令嬢なだけあり、その動きに淀みはない。腰に手を回す彼女の仕草は、会場にいるどんな男性よりもスマートだった。

「あのふたり、どちらも素敵ね」

「片方は公爵令嬢のティアラ様だ」

「もうひとりの女の子も華があるわね」

　会場の至るところから称賛の声が届く。もし彼らが、マリアの使用人同然に育てられてきた人生を知ればきっと驚くだろう。それほどに彼女の立ち振る舞いには品があった。

「素晴らしいな」

　そんなマリアのもとに拍手を鳴らしながら、ひとりの男が近づいてくる。黒髪黒目の美形の男で、その容姿の美しさを除けば、レインの姿絵に共通点があった。

「もしかしてレイン様ですか？」

「ははは、違う違う。俺は第一王子のアレックス。レインは俺の一個下の弟だ」

「第一王子様！」

　次期国王は確実と称される大物だ。傅かしずくべきかとも思ったが、舞踏会ではむしろ不敬になる。小さく頭を下げると、彼はニッコリと笑みを返す。

「それにしても驚いた。お前が噂のマリアか」

「私の噂ですか？」

「レインが婚約を申し込んだ相手だ。そりゃ王宮でも話題になるさ」

「――――ッ」

　考えてみれば至極当然だ。王族の婚姻は貴族社会のパワーバランスを大きく変える。話題に挙がらない方が不自然というものだ。

「でも答えを保留にしているそうだな」

「そんな失礼なことは致しませんわ。私は……お会いしたことのない人と結婚はできませんから。お断りしましたわ」

「なら答えを保留しているのは父親か。まぁ、王族との結婚は男爵家からすれば魅力的だからな……でもまぁ、ひとつだけ言わせてくれ。レインはいい奴だぞ。なぁ、ティアラもそう思うよな」

　アレックスの問いにティアラは首を縦に振る。周囲の評判を聞く限り、人格者なのは間違いないだろう。

「アレックス様は家族を尊敬されていますのね」

「おう。兄弟だからな。実はケインとも仲が良いんだぜ」

「ケイン様とも？」

「遠縁の親戚ってこともあるが、それよりも妙に馬が合ってな。あいつがパートナーなんだよな？」

「いつも助けられていますわ」

「俺もだ。世が世ならあいつが次期国王でも――おっと、これは国家機密だった。忘れてくれ」

（き、気になりますわ）

　ケインにどんな秘密があるのか知りたいが、相手は第一王子と目上の人物であるだけでなく、国家機密だと念押しされてしまった。問いただす勇気は持てなかった。

「どうしても知りたいなら本人に聞け。ただし、あいつは教えてくれないはずだ。なにせ俺は聞き出すのに三年かけたからな」

「長い道のりでしたわね……」

　強い信頼関係が結ばれたアレックスだからこそ知ることができたのだ。マリアはそれほどの関係性をケインと構築できているか確信を持てずにいたが、もしかしたらと淡い希望も抱いていた。

（ケイン様に会いたいですわ……）

　心に秘めた望みが表情に出る。それを察したのか、アレックスは苦笑を浮かべた。

「マリアとの会話は楽しいが、どうやら俺以外にお目当ての男がいるようだ」

「そ、そんなつもりでは……」

「だからティアラ、どうか俺と踊ってくれないか？」

　アレックスは頬を朱に染めながら、手を差し出す。ティアラは迷うように、その手とマリアに視線を巡らせる。

「私は構いませんが……マリアをひとりにするわけには……」

「私は端の方で大人しくしていますから。気にせず、ダンスを楽しんでくださいまし」

　ふたりの友情を邪魔するつもりはない。ティアラをアレックスに譲ると、マリアは夜風に当たるために、会場の外に出る。

　静かな廊下から、窓の外の美しい庭を眺める。こういう時間も悪くないと、贅沢な一時を満喫していた。

（アレックス様はティアラのことが好きなのかしら）

　第三者の視点だからこそ気づくこともある。アレックスの態度には好意が見え隠れしていた。

　少し話をしただけだが、アレックスは素敵な人だと感じられた。もしふたりが結ばれるようなことがあれば祝福してあげようと誓う。

　友人の幸せな未来に頭をいっぱいにしていると、急に肩を叩かれる。振り向くと、そこには仮面を付けた男性が立っていた。

（仮面！　これがティアラの忠告していた……）

　身分を隠したい既婚者が、仮面を被り、浮気相手を探していると聞かされていた。もしその忠告が真実だとすると、一刻も早く離れるべきだと心が警報を鳴らす。

「待ってくれ、マリアくん。僕だよ、僕」

「その声は――ケイン様！」

　仮面を外し、彼は正体を現す。その顔は慣れ親しんだケインのものだった。

「どうしてケイン様がここに!?」

　教会の神父である彼が、事情もなく舞踏会に参加するはずがない。ここにいる理由があるはずだ。

「友人の――アレックスという男の付き添いで来たんだ。目立つ男だから、舞踏会で見かけているかもね」

「先ほど、お話しましたわ。人当たりの良い方でしたわね」

「そうなんだよ！　僕の自慢の親友でね。お節介だけど優しい男なんだ」

「ふふ、ケイン様も優しさでは負けてませんわ」

「ありがとう、そういう君も友人に付き添ってかな？」

「はい、ティアラに誘われましたの」

「友人はいいよ。一緒にいる時間は人生に彩りを与えてくれる……特に独り身だとね」

「ケイン様は恋人がいないのですか!?」

「残念ながらね。君はどうだい？」

「私もいませんわ」

「やっぱり僕たちは似た者同士だね」

「ふふ、そうですわね」

　教会でもケインは憧れの的だ。恋人がいてもおかしくはないが、そんな気配はいっさいなかった。

　事実、彼はひとりでパンケーキを食べに行っている。もしかしたら本当に独り身なのかもと疑っていたが、その疑念は確信に変わった。

（ケイン様がフリーだと知れたのは大きな収穫ですわ）

　まだ隣に立つチャンスが残されている。それだけで気分が高揚した。

「そういえばレインとは会ったかい？」

「いえ、体調不良でいらっしゃらなかったようで」

「それは残念だね。彼もまた素晴らしい男だからね」

「第一王子だけでなく、第三王子のレイン様とも仲が良いのですね……やっぱりアレックス様が仰っていた遠い親戚とは本当なのですね」

「アレックスの奴……お喋りなのは、あいつの唯一の欠点だな」

「私にも話したくないことですの？」

　アレックスとケインの関係性には秘密があり、信頼している者でなければ知ることはできない。

　言い換えれば、この秘密を共有してくれるなら、ケインの中でマリアの信頼度は親友以上となる。

　彼は迷うにように口をパクパクと動かした後、グッと息を飲んだ。

「他の人には内緒にできるかな？」

「は、はい」

「なら君には特別に教えよう。実はね、僕とアレックスは父親だけ一緒なんだ」

「つまり異母兄弟なのですか!?」

「そして年齢は僕の方が僅かに上だ。本来の関係性では、僕が王家の長子ということになる」

「そ、それは……国家を揺るがす大スクープですわね」

　ブルネシア王国は長男である第一王子が次期国王となる。つまり本来ならケインが次の国王になる定めだった。

「ただ僕は妾めかけの子だったからね。しかも生まれてすぐに養子に出された。それから色々と経験した後、いまは教会で神父をやっているのさ」

「ケイン様も苦労されてきたのですね。でもどうして神父になろうと？」

「教会で出世すれば、王家以上の権力が手に入るからね。国王である父親を見返してやろうと、この道に進んだんだ……でもそれはキッカケで終わった。いまは純粋にこの仕事にやりがいを感じているよ」

「ケイン様は本当に私と似ていますわね……」

「マリアくんと？」

「私もお父様から逃れるため大聖女を目指しましたわ。今でもそれは変わりませんが、大聖女になって多くの人を救いたいと願う気持ちも本物ですから」

「君も立派になったね」

「ケイン様のおかげですわ」

　お世辞ではない。彼がいたからこそ苦難を乗り越え、成長できたのだ。

「ふぅ、マリアくんと話せて満足したし、そろそろ帰るとしようかな」

「舞踏会には最後までいなくてよろしいのですか？」

「アレックスからはダンスの相手を探せと叱られるだろうね。でも僕は舞踏会で恋人を探すつもりはないし、こんな仮面を被っている男を誘う女性もいないだろうからね」

（なるほど、それで仮面を被っていましたのね）

　ケインほどの美丈夫が相手なら、どんな女性も靡なびかずにはいられない。しかし顔が分からなければ、敢えて声をかけることもしない。女性避けのための仮面だったのだ。

「そういうマリアくんの方は素敵な相手は見つかったのかい？」

「残念ながら。私を誘う人なんていませんでしたわ」

「それは安心したよ」

「安心？」

「ほ、ほら、僕と君はパートナーだろ。変な男に騙されていないかと心配もするさ」

「な、なるほどですわ」

　大聖女を目指すマリアが男に夢中になっては駄目だと心配してくれたのだ。変な期待をしてはいけないと、彼女は自分の心に釘をさす。

「マリアくんさえ良ければ、少し庭を散歩でもしないかい？」

「いいですわね」

　庭に出たふたりの視界は暗闇で不ふ明めい瞭りょうだ。草花の香りが漂ってくるため、昼間には美しい景色を楽しめる場所なのだろう。

　ケインの居場所だけは月灯りの下でもその存在感が教えてくれる。傍に寄り添いながら、夜風の心地良さを楽しむ。

「これだけ暗いと道を逸れてしまいそうだね」

「そ、そうですわね」

　ケインの言葉がなにを意図していたのか、彼が握ってきた手の温かさで理解する。マリアもその手を受け入れるように指を絡めた。

（さすがに緊張しますわね）

　マリアの心臓は早鐘を打ち、顔は耳まで赤くなっていた。

　暗闇のおかげでケインに知られてはいないが、もし顔の紅潮を知られたら、恥ずかしくて逃げ出したくなるほどだ。

　ふたりは無言のまま歩き続ける。会話はなくても、沈黙が苦痛にならない。マリアは幸せを実感していた。

「あそこに座れる場所がありそうだね」

　ケインの視線の先には四阿が設置されていた。近づいてみると、先客がいることに気づく。

　その人物は背の高い美丈夫たった。黒曜石のような黒髪黒目と、彫りの深い顔立ちには、心根の優しさが滲んでいる。顔の印象からマリアより少し年上だと推測できた。

「こちら、よろしいですか？」

「もちろん」

　マリアの問いに笑みで応えてくれる。ふたりは名残惜しげに手を離すと、椅子に腰掛ける。

「はじめまして、私はマリアですわ」

「私はレイン。ケインの友人だ」

「ケイン様のご友人でしたか……あれ？　第三王子様と同じ名前ですわね」

「ふふ、世の中には偶然があるものだな」

　マリアはグランドから提示されたレイン王子の姿絵を思い出す。

　目の前の美男子と、絵に描かれた醜男の印象に大きな違いがあるため、彼女は彼のことを別人だと結論付けた。

　一方、ケインはげんなりとした表情を浮かべながら、咎めるようと唇を尖らせていた。声には出さずに「君がレイン王子だろ」と口だけで伝えるが、マリアはその口元に気づいていない。彼が王子ではなく、同名の別人だと誤解して、話が進んでいく。

「そういえば君は王子から求婚されているんだったな」

「よくご存知ですわね!?」

「こう見えても顔が広いからな。君の噂はよく耳に入ってくる」

「なんだか恥ずかしいですわね」

　誰かが自分のことを話しているのだと知り、マリアの頬は赤くなる。噂話が良い内容であることを願った。

「安心していい。君を悪く言う人はいないし、私も君を素敵な女性だと感じている」

　貴族社会には欲に塗まみれた令嬢たちが跋扈している。だがマリアは高慢ではない。短い時間だが話をしたことで、レインは彼女のことを気に入るようになっていた。

「……君は幸せかな？」

　その質問はマリアが両親から冷遇されてきた事情を知っているからこそ生まれたものだ。彼女は悩む素振りさえ見せずに即答する。

「問題は抱えていますが、ケイン様や友人たちもいますし、とっても幸せですわ」

「ならレイン王子も婚約を取り下げるだろうな。なにせ彼が求婚したのは、君を不遇な環境から救い出すためだからな」

「そうなんですの!?」

　醜男とはいえ王子である。結婚相手に困ることはないはずだ。それがなぜマリアに求婚してきたのか疑問に感じていたが、理由を知らされ、彼女は驚きょう愕がくする。

「本当に優しい人ですのね……」

　面識のない第三王子に感謝していると、ケインが身体をグッと前に出す。

「そうさ、マリアくんに彼の力はもういらない。なにせ僕が味方だからね！」

「怖い、怖い。まるで番犬だな」

「マリアくんは僕の大切なパートナーだからね」

　ケインのひと言が嬉しくて、マリアの頬が緩む。やはり彼をパートナーに選んで正解だったと改めて実感する。

「そういえば、レインには大切な人はいないのかい？」

「いないわけではない」

「それは初耳だ。その人とは上手くいっているのかな？」

「難しいな。なにせ私の外見が好みではなさそうでな。身近な者に、私の容姿が悪いと言い広めているそうだ。告白する前に失恋したというわけだ」

「こんな整った顔をした男が醜いだなんてどうかしているよ！」

　レインの容姿は、百人が百人絶賛する美男子である。

「鼻筋は通っているし、目も大きい。肌もほら、こんなに弾力がある」

「私の頬を引っ張るな」

　ケインが冗談を口にすると、レインも微笑を浮かべる。ふたりは遠慮することのない真の友人だった。

（ケイン様は友人と、こんな風に談笑しますのね）

　自然体の彼を知れて、なんだか嬉しくなる。マリアの口元に微笑が浮かんだ。

「こんな風に話をしていると、あの娘と出会った頃が懐かしくなる」

　レインは夜空に浮かんだ弧月を見上げると、眼をジッと細めた。夜風に吹かれながら過去の記憶を探っていた。

「レイン様？」

「すまない、昔を思い出していた。あの娘は元気だろうかと、ふと心配になってな」

「会えないのですか？」

「舞踏会に参加しているから、会おうと思えば会える。だが失恋したのだ。再会すると未練が湧いてくるからな。それにしつこい相手は嫌われるだろ」

「レイン様相手ならそんなことはないと思いますわ」

　人当たりが良く、魅力的な彼ならば、少なくとも鬱うっ陶とうしいとは思われないはずだ。

「レインは勿体ないよね。君にアレックスほどの積極性があれば、失恋することもないだろうに」

「俺の名前を呼んだか？」

「アレックス――戻ってきたのか」

　陽気な声で彼が肩を叩く。酔っぱらっているのか、酒の匂いが漂っていた。

「アレックスは勇敢な男だと褒めていたんだ」

「そりゃいい。俺は褒められるのが好きだからな」

「君は変わらないな……それでティアラとはどうだったんだい？」

「一緒に踊って終わりさ。マリアをひとりにするわけにはいかないと、それでバイバイさ」

「――――ッ」

　アレックスの言葉を聞き、マリアは焦るように席を立つ。ティアラをひとりにしていたことを思い出したのだ。

「私はこれで失礼しますわ！」

　マリアは慌てて走り去る。

　暗闇で転ばないかと心配になるが、来た道を身体が覚えているのか、しっかりした歩調で進んでいく。その背中を三人の男たちがジッと眺める。

「それで、ケインはマリアと進展があったのか？」

　レインの問いを、ケインは正面から受け止める。

「まぁね。婚約を申し込んでいるレインには悪いが、マリアくんは僕のものだ。誰にも渡すつもりはないよ」

　ケインの強気な発言に彼らは驚く。長い付き合いの友人でありながら、ここまで真剣な彼を見たことがなかったからだ。

「今晩は男同士で帰るか。ケインからもっと話を聞き出さないといけないからな」
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　アレックスはふたりの肩に腕を回し、談笑しながら帰路につく。舞踏会での収穫がなくとも、どこか楽しそうであった。




　マリアは舞踏会を終えたティアラと合流し、帰路についていた。ふたりは肩を並べて、夜道を歩く。

「長居したせいで歩いて帰ることになり、すまなかった」

「ティアラは悪くありませんわ。私もひとりにしてしまいましたから。それに教会まではすぐですもの。十分に歩ける距離ですわ」

　遅くなりすぎると御者が可哀想だと、ティアラは先に馬車を帰していた。夜風に吹かれながらふたりは王都の通りを進む。

「さすがは王都。綺麗な街並みですわね」

「霧も出ているおかげか、神秘的な雰囲気が漂っているな」

　街灯の灯りも相まって、夜景の美しさに感動を覚える。もしイリアス家に残り続けていれば、生涯見ることのなかった光景だ。

「舞踏会も楽しかったですし、今夜の思い出は宝物ですわね」

「マリアは大袈裟だな」

「誇張ではありませんわ。なにせ私は使用人と変わらない毎日を過ごしてきましたから。こんな絢爛な体験は夢のようですわ」

「ふふ、なるほど。だから、あの人は……」

「あの人？」

「私の知り合いの話だ。なにか抱えている人が好きでな。きっとマリアのことも気に入るに違いないと思ったのだ」

　そう口にするティアラの表情には悲しみが滲んでいた。心配で声をかけようとした時、石畳を走る馬車が近づいてくる。

　馬車は速度を落とすと、窓が開く。そこから見知った女性――リーシェラが顔を出した。

「あんたたち、徒歩帰りだなんて馬鹿じゃないの。この辺りは夜は治安が悪いのよ」

「そうなんですの？」

「呆れた……あのね、霧もあるし、商店も閉まっているから目撃者もいない。ちょっと考えれば、危ないことくらい分かるでしょ」

「忠告ありがとうございますわ。でもどうして？」

　邪魔なマリアは襲われた方が都合は良いはずだ。それなのになぜお節介を焼くのかが分からなかった。

「私も人の心くらいあるわ。死なれると寝覚めが悪いじゃない」

「リーシェラ、それなら心配無用だ。私たちは聖女だからな」

　ティアラは護身用の相棒であるクロを召喚する。霊獣は並の暴漢に勝てる相手ではない。合わせるようにマリアもまたシロを呼び出した。

（シロ様がいてくれれば、怖いものなしですわ）

　治安への不安は消え去る。やっぱりティアラは頼りになると、改めてそう思えた。

「ふん、せいぜい無事に帰ってくることね」

　それだけ言い残し、リーシェラの馬車は霧の中へと消えていく。

　シロをギュッと抱きしめながら、マリアもまた石畳の道を進む。一歩進むごとに、どんどん霧が濃くなっていった。

「歩いて帰るのは失敗だったかもしれないな」

「ティアラのせいではありませんわ。ここまで濃くなるとは予想できませんもの……あれ？　ティアラ？」

　慰めの言葉に返事はなかった。それどころかティアラの姿が霧に包まれて消えてしまう。

（まさか攫われたんじゃ……）

　ティアラは公爵令嬢だ。身代金目的の誘拐の可能性が頭をよぎる。

（あ、ありえませんわ。クロ様もいますもの）

　霊獣のクロが付いているから安心だと心を落ち着かせる。だが恐怖は伝でん播ぱしたのか、シロはマリアの腕の中から飛び降りると、尻尾を立てて、戦闘態勢を取る。

「誰かそこにいますの!?」

　シロだけでなく、マリアも気づくほどの敵意が向けられていた。霧で視界が明瞭でないが、人影が動くのも視界の端で捉える。

　マリアはゴクリと固唾を飲んで、人影の正体を探ろうとする。しかしシロは我慢することができなかった。

　マリアを置いて霧の中へと飛び込んでいく。それから数秒後、白に染まった視界の向こうからティアラの悲鳴が届く。

「ティアラ、なにか起きましたの！」

　悲鳴のもとへと駆けつける。するとそこには、血で白い毛を赤く染めるシロと、顔を爪で切り裂かれたティアラが蹲うずくまっていた。

「は、早く治療を！」

　ティアラに駆け寄ると、顔に刻まれた爪痕に回復魔法をかける。治癒の力は細胞を活性化させ、傷口を埋めていく。

　出血は止まり、この調子ならすぐに完治するはず。そう願いながら、回復の光を放つが、ピタッと止まったように傷痕が残った。

「あれ、おかしいですわね……」

　どんな大怪我でも治せなかったことはない。きっと傷は癒えるはずだと信じて、何度も治療を繰り返す。しかし努力は実を結ばなかった。

「う、嘘ですわ！　私の回復魔法なら……」

「む、無理だ、マリア」

「ティアラ！　喋っては体力を消耗しますわ！」

「それよりも聞いてくれ。キャット種の爪には相手を回復させないための呪いの力が込められている。回復魔法では治療できないんだ」

「そんな……」

　絶望で顔が真っ青になる。シロが心配そうに頬を舐めて慰めてくれるが、後悔で涙まで滲んできた。

（シロ様は私を守ろうとしたんですもの。悪くありませんわ……すべて、私の責任ですわ）

　いくら敵意を感じたとはいえ、霧で視界が悪い状況だ。シロを傍から離すべきではなかった。

　後悔で身体を震わせていると、馬車の車輪の音が前方から響いてくる。やってきたのは、先ほど通り過ぎていったリーシェラの馬車だった。

「心配で戻ってきたけど、マズイことが起きたみたいね」

「ティアラが怪我をしましたの！」

「これは酷いわね。傷の原因はあなたの霊獣ね？」

　首を縦に振る。彼女もキャット種の呪いの力を聖女では治せないと知っていたのか、事情を把握する。

「教会の医務室にティアラを運ぶわ。乗りなさい」

「恩に着ますわ」

「当たり前よ。これは貸しだから。必ず返しなさいよ」

「わ、分かりましたわ」

　ティアラを運び込んだ馬車を医務室へと向かわせる。揺れる車内で、マリアは回復魔法をかけ続ける。効果がなくても希望に縋りたかったからだ。

「でも、あなたって最低ね。友人を襲うなんて」

「わ、私は……」

「あら、言い訳でもあるの？」

　反論できる余地はない。霊獣を管理できなかったマリアの責任だ。しかしティアラは傷ついた身体を起こしてまで、彼女を庇ってくれる。

「マリアを虐めるのは止めてくれ」

「でもその傷、一生残るわよ。もう友人を止めたほうが良いんじゃないの？」

「こんなものは不慮の事故だ。私たちの友情は不滅だ。なぁ、マリア？」

「……っ……そ、そうですわね。私たちは一生の友達ですわ」

　責めようとしないティアラに対し、罪悪感で胸がいっぱいになる。

「ふーん、残念。あなたたちふたりが仲違いすれば、私が大聖女になる可能性がグンと上がったのに」

　マリアとティアラはふたりとも上位の成績を収めている。そのふたりが協力関係にあることにリーシェラは危機感を覚えていた。

　それ故の本音だったが、その言葉がマリアの頭に疑念を浮かばせる。

（まさかリーシェラの陰謀ということは……馬車で姿を現したのも偶然にしては都合が良すぎますわ）

　ふたりの仲を裂くための罠――例えば、ティアラを襲ったのが、本当はリーシェラの霊獣で、その罪をシロに擦なすりつけたのだとすれば筋は通る。

（いえいえ、これは失礼な仮説ですわね。証拠もありませんし、助けてもくれました。シロ様を疑いたくないから、別に原因を探してしまったのですわね）

　反省し、ゴクリと固唾を飲むとゆっくりと頭を下げる。

「あの、ごめんなさいですわ」

「なんのことよ」

「気にしないでくださいまし。ただ謝りたかっただけですわ」

「ふん、変な娘ね」

　リーシェラは納得できないまま謝罪を受け入れる。馬車はスピードを上げたのか、揺れはさらに大きくなるのだった。




　教会の医務室に運ばれたティアラは、白いベッドの上で寝息を立てて眠っていた。薬品の匂いに包まれながら、マリアは傍で回復魔法をかけ続けている。

（僅かでも私の魔法が力になるなら……）

　ただ座って時間が過ぎるのを待つより、少しでも力になりたい。リーシェラは無駄な努力だと言い残して、寮へと帰ってしまったが、マリアは必ず想いが通じるはずだと信じていた。

「怪我をしたと聞いたんだけど本当かい!?」

　医務室の扉を開き、ケインがやってくる。彼はマリアのパートナーでもあるが、ティアラの担任でもある。事態を聞いて駆けつけるのも当然だ。

「ケイン様、ティアラが……」

「これは酷い傷だね。呪いを帯びているということは霊獣の仕業か……」

「シロ様が間違って襲ってしまったのですわ」

「なるほど。事態を把握できたよ……」

　一を聞いて、十を理解したのか、悩ましげに天を仰ぐ。

「私の回復魔法では治せなくて……」

「仕方ないさ。回復魔法は万能じゃない。大きな病気や肉体の損失のように治せないダメージもある。霊獣の呪いもしかりさ。限られた者にしか治せない症状なんだ」

「それはつまり――治せる人がいるんですの!?」

　回復魔法の限界を聞かされてもマリアは落ち込まない。むしろ治せる者がいることに朗報だと目を輝かせるが、彼は首を横に振る。

「聖女の頂点――大聖女様なら治せると聞いたことがある。でも大聖女は国王さえ超える権力者だ。公爵令嬢とはいえ、一人の傷を癒すためだけに動いてくれるかは分からない」

「そんな……」

「でも可能性はゼロじゃない。僕の人脈を使って、協力を引き出せないか動いてみるよ」

「あ、ありがとうございますわ！」

　さすがケインは頼りになると、感謝で頭を下げる。可能性が生まれただけでも、心理的に楽になった。

「なら僕はさっそく動くよ。ティアラくんは頼んだよ」

「任せてくださいまし」

「あ、そうそう。僕の友人にもお見舞いに来るように声をかけておいた。彼もきっと君の力になってくれるはずだ」

　それだけ言い残して、ケインは医務室を去る。静かになった空間で眠るティアラの手をギュッと握りしめる。

「必ず、治してみせますから……」

　語りかけるが返事はない。寝息だけが静寂に広がっていた。

「ティアラ！　ここにいるのか!?」

　しかしその静寂は勢いよく開けられた扉によって崩れ去る。現れたのはマリアも面識のある男――アレックス王子だった。

（ケイン様の友人とはアレックス様のことだったのですわね）

　ベッドで眠っているティアラに気づいたのか、アレックスは口を閉じて、マリアの隣に置かれていた丸椅子に静かに腰掛ける。

「ケインから聞いてやってきたんだが、事情は知らないんだ。どういう状況か教えてくれ」

「実は……」

　マリアは起きたこと――マリアの霊獣が傷つけたことや、回復魔法では治療できないことを包み隠さずに伝える。

　耳を傾けていたアレックスの顔色が見る見るうちに悪くなっていく。すべてを聞き終えると、彼は血走った目でマリアを見据える。

「ティアラの傷を治す方法はあるんだよな？」

「ケイン様から大聖女様なら治せると聞いていますわ」

「大聖女ならか……それ以外の方法は？」

「今のところ分かっていませんわ」

「クソッ……」

　無力感を噛みしめるようにアレックスは膝を叩く。彼の身体は小刻みに震えていた。

「大聖女相手では俺の力は役に立たない……」

「アレックス様の権力があっても、大聖女様に頼めませんの？」

「大聖女は王家の権威が通じるような人ではないからな」

「ならティアラの傷は――」

「完治は絶望的だ……」

　希望を打ち砕くひと言に、マリアの頭は真っ白になる。そんな彼女を横目に、アレックスは立ち上がる。

「もう帰られるのですか？」

「俺にもできることはあるからな。それにケインの奴なら僅かな希望を形にできるかもしれない。俺もサポートするつもりだ」

「アレックス様……」

「ただ、手を尽くしてもティアラが一生傷を負ったままなら、俺はお前を許さない」

　マリアに悪意がないことは知っていた。だがアレックスはやり場のない怒りを抑えることができなかった。

　悔いるように、そのまま医務室を後にする。嵐が去ったように、再び静寂を取り戻したかと思えたが、眠っていたティアラが目を覚まし、身体を起こす。

「ここは？」

「教会の医務室ですわ」

「そうか、マリアが運んでくれたのだな。ありがとう」

「お礼を言われる資格なんてありませんわ」

　ティアラの顔に刻まれた爪痕は、灯りの下で見ると際立っていた。罪悪感で目を合わせていられず、視線を逸らす。

「もしかして誰か見舞いに来てくれたのか？」

「ケイン様、それに……」

「まさか王子が!?」

「は、はい。アレックス様が来てくれましたわ」

「そ、そうか、アレックス王子が……」

　期待していた答えと違ったのか、ティアラは肩を落とす。どこか悲し気な表情で窓ガラスに映った自分の顔を見つめる。

「この傷では嫁の貰い手はないだろうな……」

「……っ――わ、私が必ず救ってみせますわ」

「ありがとう。気持ちだけで十分に救われているさ」

　友人に心配をかけさせまいとするティアラは笑みを浮かべる。その笑みを受けて、心に刻まれた罪悪感が闘志へと変わる。

（ケイン様もアレックス様も頼りになる人たちですわ。ですが……ティアラを助けるのは他の誰でもない私ですわ！）

　親友を救うのだと決めたマリアは動き始める。彼女の目から迷いは消えていた。
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　イリアス家の屋敷では優雅な朝の時間が流れていた。サーシャは窓の外に広がる薔薇を愛でながら、紅茶を楽しんでいる。

「今日の紅茶は美味しいですね」

「ローズティでございます」

「道理で良い香りがしたわけですね」

　使用人に礼を伝えて、飲み終えたカップを返す。傍にいたグランドに視線を移すと、彼はまだ紅茶に口を付けていなかった。

「お父様、とても美味しいですよ」

「あ、ああ。そうだな」

　うわの空でグランドは紅茶を啜る。だが虚ろな目は変わらない。大きな悩みを抱えている証拠だ。

「お父様、なにか悩みでもありますの？」

「たいした問題ではない。お前が気にするようなことでは――」

　そう言い終える前に、扉をドンドンと叩く音が鳴る。いったい何事かと思ったが、その無礼な客人に心当たりがあったのか、グランドは出迎える。

　扉を開けると、そこには強面の軍服姿の男が立っていた。己よりも二回り以上大きな屈強な肉体を前にして、彼の腰は恐怖でひけている。

「これは将軍。よくぞ遥々いらっしゃいました。応接室へ案内します」

　手を揉みながら、グランドは気を遣う。それも当然だ。彼はティアラの父親であり、公爵家の当主である。男爵とは比べものにならない力を有している相手を前にして、遜ることしかできなかった。

「ふん、豚と面と向かって会話しろと？」

「あ、あの、どういう意味で……」

「男爵風情と対等な関係になるつもりはない。そうだな、この場で跪いて椅子になれ」

「――――ッ」

　グランドは屈辱で歯を食いしばる。彼も男爵としてのプライドがある。しかし格上が相手では逆らうことができなかった。

　命令通り、膝をついて、四つん這いになると、その背中に将軍は腰を下ろす。屈辱と重さで、彼の口から苦く悶もんの声が漏れた。

「さて、私も忙しい。本題に入ろう。貴様の娘がティアラの顔に傷を付けた件、どうやって責任を取るつもりだ？」

「あ、あの、それは娘が勝手にやったことで……」

「子供の責任は親の責任！　そのような言い逃れが通じると思っているのか!?」

「ひぃ――ッ」

　グランドは謝罪を繰り返しながらも、屈辱に怨えん嗟さを抱く。原因となったマリアに対しても怒りを湧き上がらせていた。

「娘の不始末は謝罪します。それにお望みであれば、娘の指の一本や二本、喜んでお渡ししましょう」

「貴様、本当に人の親か……」

「ははは、マリアは私にとって赤の他人同然。愛情は欠片もありませんから」

「なら、ますますその望みは聞けないな。なにせ私は貴様に責任を取らせたいのだからな」

　そもそもマリアは教会に保護されているため、いくら将軍とはいえ手出しすることはできない。娘の怪我を口実にグランドに要求を飲ませることこそ、彼の狙いであった。

「責任は指の一本や二本だったな……」

「え？」

　将軍はグランドの手を掴むと、小指と薬指をギュッと握りしめる。そして勢いよく指を曲げることで、骨をへし折った。

「ギィッ――」

　折られた二本の指は無残な姿に変わり、グランドは苦悶の声をあげる。その様子を愉快だと、将軍は笑う。

「どうしてこのような酷いことを……い、いや、でもこれで責任は取ったということですよね？」

「まさか。娘の指で責任を取らせるような豚への罰がこんな優しいはずがなかろう。本番はこれから。貴様の命を頂くとしよう」

「い、命だけはどうかご勘弁を！」

「なら領地同士で戦争でもするか？」

「それも困ります。私では将軍に勝てるはずがありませんから！」

　男爵と公爵ではそもそも領地の経済力や軍事力に差がある上、指揮する人物は百ひゃく戦せん錬れん磨まの将軍だ。

　戦争に発展すれば万にひとつも勝ちの目はない。

「なら要求を変えてやる。レイン王子から届いたマリアへの求婚。未練のないようにキッパリと断れ」

「そ、それは……」

　マリアが王宮に嫁ぐことで、グランドは権力を手に入れようとしていた。その千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを諦める決断は容易ではない。

「わ、分かりました。ですが断るためにも、準備する時間をいただけませんか？」

「どれほど待てばいい？」

「一か月あれば、必ずご要望にお応えします」

「ふ、いいだろう。待ってやる。ただし一か月後、まだ断れていないようなら戦争だと覚悟しておくんだな」

　将軍は哄こう笑しょうしながら去っていく。グランドは追い詰められた窮地に頭を抱えるのだった。
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　鳥のさえずりが聞こえてくる早朝に、マリアは教室で学術書と向き合っていた。周囲からはヒソヒソと陰口を叩かれているが気にも留めない。

（私がティアラを傷つけたと噂が流れていますのね）

　仕方ないことだと諦めていたし、評判よりも考えるべきはティアラを救うことだ。目を通していた学術書は呪いについて解説しており、一行ずつ丁寧に読み解いていく。

（呪いは魔力の残ざん滓し。故に薬草でも治せませんのね）

　治すには高位の癒しの力――呪いの魔力さえ消し去ることのできる回復力が求められた。この力を持つ者は歴代の大聖女でも珍しく、ひとりとして例外なく歴史に名を刻んでいる。

（調べれば調べるほど絶望的ですわ）

　だが諦めるわけにはいかない。活路を見出すため、ページを捲っていると、前の席にカイトが座る。

「聞いたぜ、シロが間違ってティアラを傷つけたんだよな？」

「言い逃れはしませんわ」

　ティアラのパートナーであるカイトになら、叱られても仕方ないと覚悟していたが、彼の優しげな瞳は変わらない。

「悪意はないって知っているさ。それにマリアは後悔している。俺がとやかく言うことじゃない」

「カイト様……」

「ただ意外ではあるな。シロは頭がいい。ティアラを間違えて襲うとは思えないが……」

「私もそうだと信じたいのですが……」

　目撃者もおらず、状況証拠はシロが犯人だと示している。疑いを晴らすことは難しい。

「なら本人に訊ねてみるか？」

「本人……あ、カイト様ならシロ様の話を聞くことができますわね！」

　当事者であるシロから情報を聞き出すことで、事件に進展があるかもしれない。マリアはシロを召喚する。

　お昼寝中だったのか欠伸を漏らしているが、それでもマリアに尻尾を振ってくれる。それがシロなりの優しさだと気づき、ギュッと抱きかかえる。

「さて話を聞かせてもらおうか」

「にゃああ」

　カイトとシロが会話を始める。マリアには会話の内容を理解することはできないが、神妙な顔付きに変わっていく彼を見て、なにか情報が得られたのだと知る。

「シロから事情を聞いたが、ティアラを傷つけていないそうだ」

「なら誰が？」

「そこまでは分からない。ティアラのもとに辿り着いた時には血を流していて、その血を浴びたとのことだ」

　やっぱりシロは傷つけていなかった。そう信じるだけの根拠が得られて、ほっと息を吐く。

「でもシロ様でないなら、いったい誰がティアラを……」

「通り魔はどうだ？　王都は実は治安が悪い。可能性は十分あるだろ」

「ありえませんわ。ティアラの傷は呪いを帯びていましたもの」

　霊獣を従えることができるのは聖女だけだ。通り魔がたまたまそのような特殊な力を有しているとは考えづらい。

　動機や繋がりの面から考えても、大聖女候補の中に犯人がいるとみて間違いない。

（疑わしいのは……まさかリーシェラが……）

　わざわざ馬車で戻ってきたのは、傷つけたティアラに万が一にも死なれては困るからだとすれば筋は通る。だが証拠はない。クラスメイトを疑った罪悪感で胸が苦しくなる。

（またやってしまいましたわ。いくらリーシェラが相手とはいえ、証拠もないのに疑っては駄目ですわね）

　だからこそ犯人の証明を得る必要がある。

（シロ様の無実の証拠を掴み、ティアラの傷も治してみせますわ）

　意志を固めたマリアが立ち上がる。丁度、同じタイミングで教室にケインが顔を出した。

「ケイン様！」

「待たせたね。大聖女様の居場所が分かったよ」

「さすがはケイン様ですわ！」

　大聖女の力さえあれば、ティアラの呪いを解くことができる。これ以上ないほどの朗報だった。

「これから大聖女様にお願いしに行こうと思う。でも、ティアラくんの親友はマリアくんだ。嘆願するなら君の口からした方が重みを理解してもらえるはずだ」

　マリアはゴクリと固唾を飲む。説得役の彼女の責任は重大だ。だが臆することはない。

「さっそく向かいましょう、ケイン様」

　マリアはケインを連れて教室を後にする。彼女の足取りに迷いはなかった。




　大聖女は王都の診療所で治療していた。修道服に身を包んだ老婆で、聖母のような優しげな顔立ちをしている。薬品の匂いが充満する白一色の部屋で、マリアたちを出迎えてくれた。

「あなたがケインさんね。噂は聞いているわ。大司教確実と目されているとか」

「はじめまして、大聖女様。こちらは――」

「マリアさんでしょ。あなたのことも知っているわ」

　成績が首位だから知っていたのだろうかとも思ったが、大聖女はそれを否定する。

「ここの診療所の患者たちから、親身になって治療してくれた候補生がいたって聞いたの。その人物こそがマリアさんだった。だからこそ私はあなたに会うことを決めたのよ」

　善行は巡り巡って自分に返ってくる。マリアの頑張りがあったからこそ、ティアラを治療するチャンスを得られたのだ。

「それで用件はなにかしら？」

「実は私の親友が呪いに犯されましたの。でも大聖女様なら呪いを治療できると聞きましたわ。どうか私の親友を救ってくださいまし」

　マリアは勢いよく頭を下げる。必要なら土下座することも厭わない覚悟だった。大聖女はその願いを聞き終えると、神妙な顔付きで首を横に振る。

「まずは頭を上げて頂戴。そして結論を伝えると、私では呪いを解くことはできないの」

「ど、どうしてですの!?」

「ここだけの話、私の命はもう長くないの。回復力も年を重ねるごとに衰えているから、若い頃のように呪いを癒すことができなくなったの」

「そんなぁ……」

　マリアは膝から崩れ落ちる。目尻から零れ落ちそうな涙をグッと堪えたのは、泣いても問題が解決しないと知っているからだ。

「マリアくん諦めるのはまだ早いよ。諦めなければ解決策は必ず見つかるはずだ」

　ケインは手を差し出して、マリアが立ち上がるのを手助けする。彼女の心は強い。その手を受け入れて立ち上がると、大聖女を見据える。

「私はティアラを治療するのを諦めませんわ」

「その意気よ。あなたたちの力を合わせればきっと解決できるんだから」

「はい、ケイン様が味方なら百人力ですから」

　マリアは大聖女に礼を伝える。当てが外れたことは残念だが、ティアラを救いたい想いは強まった。ここに来て良かったと、改めて実感するのだった。




　マリアとケインは教会に戻っていた。大聖女の助けを得ることには失敗したが、ティアラの傷を癒すことや、シロの無実を証明することを諦めたわけではない。

「僕は今回の事件を解決するためにやることがあってね。君はどうする？」

「私はティアラのお見舞いがてら、情報を収集してきますわ」

　ケインと別れると、マリアは渡り廊下を駆け足で進む。彼女はケインを信頼している。きっと彼ならティアラを治療する方法を見つけてくれるはずだ。

（私がやるべきことはシロ様とティアラの証言の摺り合わせからですわね。きっと事件に進展があるはずですわ）

　シロは傷つけた張本人でないと主張している。ティアラの事件当日の記憶を頼りに、犯人を探し出すつもりだった。

　廊下を進むと、第一王子のアレックスが医務室前で待ち構えていた。マリアに気づいたのか、彼は手を挙げる。

「よぉ、やっぱり来たか」

「私になにかご用ですか？」

「あ～、用事があるわけじゃないんだ。ただ謝罪したくてな。すまなかった」

　王族であるアレックスが男爵令嬢に頭を下げる。普通ならありえないことだ。恐縮しながら頭を上げて欲しいと伝える。

「アレックス様の怒りはもっともですし、気にしないでくださいまし」

「そう言ってもらえると救われるが、正直、あの時の俺は頭に血が昇っていてな。いつもこうなんだ。ティアラのことになると理性が働かなくなる」

「ふふ、ティアラのことを大切に想っていますのね」

「まぁ、俺は繋がりを大切にする男だからな」

　気恥ずかしそうに、アレックスは頬を掻く。少年のように愛らしい仕草だった。

「でもティアラとは最初から仲が良かったわけじゃない。出会った頃のあいつは、傲慢な貴族令嬢をさらに酷くしたような女だったからな。当時の俺は正直苦手だったくらいだ」

「今のティアラからは想像できませんわね」

「はは、俺もマリアの立場なら同じ意見になるな。でもあいつは変われた。レインのおかげでな」

「レイン様が……いったいなにをしたんですの？」

「あいつは王子の権威を使って、ティアラの罪を糾弾したんだ。貴族社会で爪つま弾はじきにあったティアラは、父親の将軍からも折せっ檻かんを受けた。これがきつかったみたいでな。今のあいつに変わったんだ」

　人格に影響を与えるほどの劇的な体験だ。いったいどれほどの出来事があったのか、想像さえできなかった。

「それから俺たちは友好を深めた。ティアラとも共に過ごすことが増えたし、楽しい毎日だった」

「ふふ、その中でティアラのことを愛するようになったのですわね」

「――ッ……わ、分かるか？」

「もちろんですわ」

　ティアラについて話す時だけ声音が違うのだ。どんなに鈍感な者でも、彼の恋心に気づくのに時間はかからないだろう。

「実は傷の件を謝罪したのも、俺は別にあいつの外見に惚れたわけじゃないってことを思い出したからだ。一生、あの傷が癒えなくても、俺は愛し続ける。だから許すことにしたんだ」

「アレックス様は愛情深いですわね」

「一方的な愛だがな。なにせティアラが俺を好きになることはない」

「そんなことありませんわ。諦めるには早いですし、私は応援していますわ」

「でもなぁ、あいつはレインが好きだろ」

「え……」

「あ、もしかして知らなかったのか？」

「気づいていませんでしたわ」

「鈍感なのか、鋭いのか、分からない奴だな……まぁいい、どちらにしろ、ここだけの話にしてくれ。ティアラは隠し通せているつもりのはずだからな」

「でも驚きですわね。まさか、あのティアラが……」

「レインは良い奴だし、それに、あいつはティアラを救ったからな」

「救った？」

「色々とあったのさ」

　疑問を残したまま、アレックスは役目を終えたと去っていく。その背中はどこか哀愁を漂わせていたのだった。




　アレックスが去り、ようやくティアラと話せると、医務室の扉に手をかけた時、部屋の中から話し声が聞こえてきた。扉越しのせいか聞き取りづらい声だが、男性の客人と話しているのだと分かる。

「レイン王子がお見舞いに来てくれるとは思いませんでした」

「兄さんに頼まれてな」

「アレックス王子にですか？」

「長い付き合いだから、見舞いくらいしてやれとな。私は気の回らない男だ。いつも兄さんに助けられている」

　部屋の中にいたのはレイン王子だった。舞踏会では会えなかった彼をひと目見たいと、マリアは興味が惹かれる。

（あのレイン様とは別人ですものね……どんな人が私に婚約を申し込んできたのか知りたいですわ）

　庭園で会ったケインの友人のレインを思い出す。彼から聞いたレイン王子の印象だと内面は優しい人なのだろう。

　外見は姿絵で醜いと知っているが、実物を見れば印象が変わることは十分に起こりうる。興味が惹かれ、扉に手が伸びるもグッと我慢する。

（ティアラの邪魔をするのも悪いですものね）

　先ほど、ティアラがレイン王子を愛していると聞かされたばかりだ。ふたりの間に割り込んでいくのは申し訳ないと遠慮したのだ。

「レイン王子は私が傷ものになったことをどう思われますか？」

「どうとは？」

「私を嫁に貰ってくれる殿方はもういないかもしれない。そうは思いませんか？」

「心配しなくても、君は十分に魅力的だ」

「でしたら、私と婚姻を結んでください！」

　告白に等しい要求だった。だがレインからの返答はない。静寂に耐えきれなかったのか、ティアラは言葉を続ける。

「レイン王子との婚姻なら父上も納得します。それに公爵令嬢と第三王子、お互いの立場も近く、悪くない提案だと思うのです」

「だが、それでも駄目だ。私は君と結婚することはできない」

　きっぱりとレインは告白を断る。彼が断わったのは、マリアに婚約を申し込んでいたこともあるが、それ以上にアレックスの存在が大きかった。

　兄の好きな女性を奪うわけにはいかない。そんな想いから拒絶したのだが、ティアラは思い込みに囚われたように別の結論に辿り着く。

「もっと不幸にならないと駄目なのですか？」

「どういう意味だ？」

「そのままの意味です。あなたは不幸な人が好きなのでしょう。私が苦しんでいる時はあんなに優しくしてくれたのに、救った後は手の平を返したように冷たくなりましたから」

「あ、あれは……」

「そしてなにより、不幸な境遇から救うため、愛情もないのにマリアと婚約しようとしていますよね。これこそが、先ほどの言葉の意味です」

　ティアラはレインが不幸な女性にだけ優しくしていると誤解していた。だがその誤解を解く術すべがなく、レインは黙り込むことしかできない。

「私、もっと不幸になりますから。だからレイン王子。私と婚姻を――」

「いい加減にしてくれ。君がどうなろうと、私が結婚することはない！」

「レイン王子！」

　ティアラは縋るような声で呼びかけるが、重ねるようにレインは怒声を返す。まごうことなき修羅場である。

（このまま盗み聞きしているのはマズイですわ）

　マリアはティアラと会うことを諦め、医務室を走り去る。しかし収穫はあった。罪悪感を覚えながらも、ひとつの可能性が頭に浮かんだのだ。

（ティアラを傷つけた人間はまさか……）

　確信めいた直感を頼りに渡り廊下を駆ける。すべてのピースが頭の中で繋がった瞬間だった。
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　ティアラの過去――それは栄光からの凋ちょう落らくであった。

　幼少期の彼女は、公爵令嬢であり、容姿も整っている己を無敵だと信じていた。欲しい物はなんでも手に入れたし、自分以外のすべては玩具だと見做していた。

　その傲慢さは他者の権利を踏みにじった。一番人気というだけでジルを手に入れようとしたり、平民やスラムの者たちを虐めたりもした。

　だが誰も止めようとしなかった。

　公爵家の地位だけではない。聖女としての素質も持ち合わせており、どう転んでも権力者になることは間違いないと思われていたからだ。

　しかし栄光は長く続かなかった。重ねてきた悪行をレイン王子に糾弾され、貴族社会での立場を失ったのだ。

　ティアラは必死に抗おうとした。だが落ちた評判はすぐに元通りにはならない。性格が悪いと社交界に知れ渡り、近づいてくる者がいなくなった。

　彼女は公爵令嬢としての価値を失ってしまった。これから先、条件の悪い婚約をさせられるか、それとも辺境で暮らすことになるか。どちらにしても、華々しい世界とは縁を断たれてしまう。

　だが彼女の予想は甘かった。父親である将軍は『公爵令嬢として甘やかしたのが間違いだった』と、激しい訓練を始めたのだ。

　一日一万回の剣の素振りを強要され、白い手がボロボロになった。実戦形式の試合では皮膚が赤く腫はれ上がるほど木剣で打たれたこともあった。

　甘やかされて育ってきたティアラにとっては辛い毎日であり、原因となったレインを心の底から憎んだ。

　しかし半年ほど経過した頃、突如、父親からの指導が止んだ。理由を問いただすと、レインが社交界に流れていた噂を止めてくれたおかげで、改めて公爵令嬢として生きる道が開かれたからだと伝えられた。

　それからだ。ティアラはレインに恋をした。

　当初は恨みの対象であったはずの彼だが、冷静に考えれば、糾弾されるだけの原因があったと、ティアラも自覚していた。

　それに最終的には救いの手を差し伸べてくれたのだ。彼に感謝し、それが愛へと変わったのである。

　王子と結ばれたい。そう願い、アプローチしてみたが、彼の反応はいまいちだった。それどころか、イリアス男爵家の令嬢と婚約を結ぼうとしている。

　焦ったティアラは情報を収集した。男爵を相手に選ぶのだから地位ではない。どのような部分に惹かれたのかを知ろうとした。

　結果、判明したのは、その男爵令嬢が不遇な立場に置かれているため、レインが結婚により救おうとしている事実だった。

　ティアラは納得することができなかった。愛している自分が選ばれず、可哀想なだけで求婚される男爵令嬢に理不尽さを覚えた。

　だがティアラは窮地に追いやられてから、レインに救われたことを思い出した。そこからひとつの仮説に辿り着く。彼は不幸な人しか愛せないのではないかと。

　その仮説は、教会に入り、マリアと出会って確信に至る。彼女は貴族社会にあまりに不慣れだった。

　庶民のような愛らしさや、優しい性格。男爵令嬢らしからぬ性格は、彼女の人生を表していた。

　より深く知ることで、レインの理想の女性像に近づけるかもしれない。そんな打算もありながら、マリアと交友関係を持った。そして、いつの間にか親友になっていた。

　恋こい敵がたきでありながら、友人でもある。そんな曖昧な存在であるマリアをどうすればいいのか決められず、ティアラの心は揺れ動いた。

　まだ結論は出ていない。複雑な想いを抱いたまま、ティアラはマリアの親友であり続けるのだった。




◇　◇　◇




　マリアは全力で廊下を駆けていた。ティアラの病室から逃げるためではない。前を歩く第一王子のアレックスに追いつくためだ。

「アレックス様！」

　距離を詰めると、膝に手をついて、息を整える。只事ではない様子に、アレックスは心配そうに声をかける。

「そんなに慌ててどうしたんだ？」

「聞きたいことがありますの！」

「なんだか知らんが、なんでも聞いてくれ。知っていることなら答えてやる」

「では単刀直入に訊ねますわね。ティアラが社交界から追放された時、救いの手を差し伸べたのは、レイン様ではなく、あなたではありませんか？」

　マリアの問いに、アレックスは動揺を隠しきれずに目を見開く。沈黙が続いた後、彼はいつもの明るい口調を取り戻す。

「おいおい、どうして俺が助けたことになるんだ？」

「先ほど、ティアラとレイン様の会話を聞き、ふたりが仲を深めたエピソードを知りましたの。ですが、筋が通りませんわ。一度、糾弾した相手を救うことに意味を感じませんから」

　破滅させた後、救い出すことによってティアラを惚れさせる。これが狙いならば理解できるが、レインはきっぱりと彼女の愛を拒絶している。

「それよりはむしろ、そう、レイン様の評判を取り戻そうと別人が動いたと考えた方が自然ですわ」

　ティアラは社交界から追放されたことで居場所を失った。しかしそれはレインにしても同じだ。

　公爵令嬢を破滅させた冷たい人だと噂が流れたことで、レインの異性への魅力は失われた。令嬢たちは彼を恐れ、安易に近づくことができなくなったのだ。

　そんな悪い評判を払拭するため、アレックスはティアラを救ったのだ。レインを表に立てて、裏方に回ることで、彼の糾弾は彼女を更生させるためだったと美談に変えたのだ。

　さらにマリア自身も、彼からレインが素晴らしい人だと聞かされていた。まるで過去の悪い噂を塗りつぶすように。すべてがアレックスなりの優しさだったのだ。

「ふふ、面白い推理だな」

「でも本当ですわよね？」

「ティアラを窮地から救ったのは俺か……ここまで当てられたからには仕方ない。だが他の奴には秘密にしろよ」

「やっぱりアレックス様の功績でしたのね。でも、どうしてその話をティアラにしませんの？」

　教えれば、きっとアレックスの恋は成就する。だが彼は首を横に振った。

「もし真実が広まるようなことがあれば、レインが公爵令嬢を破滅させたとの評判が復活する。そうなれば俺の努力は水の泡だ。レインを守り抜くため、墓まで秘密を持っていくと誓ったのさ」

「……あなたは本当に弟想いですわね」

「おう、大切な家族だからな」

　自分の恋心より、兄弟を優先する彼は、素晴らしい人格者だと改めて実感する。

　だが、マリアは納得していない。愛し合っている者同士が結婚するべきだと信じていたからだ。

　だからこそマリアは強引に恋を実らせる。

　マリアは柱の陰に隠れて聞き耳を立てている少女に気づいていた。それを相手に伝えるように視線を向けると、少女が気まずそうに顔を出す。

　その人物とはマリアの親友ティアラだった。

「……今の話は本当なのですか、アレックス王子？」

「どうしてティアラがここに!?」

「扉の前から走り去る音と、マリアの背中が窓から見えたので、追いかけてきたのです」

「つまり俺は嵌められたというわけか……」

　部屋のすぐ傍で唐突に人が走り出せば、さすがに室内にいる人間も気づく。マリアはティアラを誘い出し、アレックスから真実を聞かせたのだ。

「さすがにこの状況で言い逃れるのは無理だなぁ」

　アレックスは頭を掻く。すべてを打ち明ける覚悟ができたのか、瞳に覚悟の炎が宿る。

「認めるよ、ティアラを救ったのは俺だ」

「で、では、レイン王子は？」

「あいつは優しい奴だ。でもティアラを救ったわけではない。あいつは悪党に対して厳しいからな」

「そうですか……」

　不幸になれば愛される。その仮説は間違っていたと知る。

　レインは最初から最後までティアラのことを愛してはいなかったのだ。想いが届くはずもなかった。

「アレックス王子、私はあなたのおかげで……」

「礼よりも前にすることがあるだろ。悪いことをしたなら謝らないとな」

「気づいていたのですね」

「なにせ長い付き合いだからな」

　ティアラはマリアへと向き直ると、ふたりは視線を交差させ、ジッと見つめ合った。ティアラの瞳には罪悪感が含まれている。

「私はマリアに謝らないといけないことがある。実は――」

「シロ様に冤罪をきせようとしたことですわね」

「マリアも知っていたのだな……」

「最初は気づきませんでしたわ。でもあんなにティアラを愛していたアレックス様が、急に許すと意見を変えてきた時に違和感を覚えましたの。加えて、レイン様との会話で事件の全貌を悟りましたの」

「なら聞こう。犯人は誰だ？」

「ティアラ――あなたの自作自演ですわね」

　事の顛てん末まつはこうだ。霧で視界の悪くなった状態で、自らの霊獣であるクロを召喚。顔に傷を付け、クロを帰還させる。

　あとはシロに血を浴びせ、状況証拠から誤解させればいい。タネを知れば、シンプルなトリックだ。

　だが自分の顔を傷つける者はいないという先入観のおかげで、見破るのを困難にしていた。だがその先入観さえなくなれば、トリックの看破は容易い。

「動機はレイン様に好きになってもらうためですわね」

「レイン王子は不幸な人が好きだと思い込んでいたのでな」

「だからといって自分の顔に傷を付けるなんてやりすぎですわ」

「馬鹿な女だろ」

「とっても。でも私の大切な友人ですわ。それはこれからも変わりません」

「マリア……いいのか？」

「シロに冤罪を着せたことは怒っていますが、あなたは私を責めることはしませんでしたから。それに……世界でたったひとりの親友ですもの。すれ違ったくらいで捨てたりしませんわ」

「……ぅ……す、すまない」

　ティアラは目的のために手段を選ばない悪女だ。それは間違いない。しかし困った時に助けてくれたのも事実なのだ。

　ふたりは友情を確かめるように抱きしめ合う。互いの優しさをしっかりと噛みしめるように、腰に回した手に力を込めるのだった。




　仲直りしたマリアたちを見守る者たちがいた。教会の二階の窓からジッと眺めている。

「お姉様、幸せそうですね」

　ひとりはサーシャだ。姉の仲直りを見て、微笑んでいる。

「これで、将軍との確執が収まってくれればいいのだが……」

　隣に立つグランドもほっと息を吐く。彼にとって優先すべきはマリアの幸せではなく、イリアス家の安寧だ。そのためマリアとティアラの仲直りで、事態が解決に進むことを期待していた。

「それよりもケイン神父、レイン王子はまだなのか？」

「約束の時刻は過ぎているんだけどね」

「私は忙しいのだがな」

　ふたりをこの場に呼んだのはケインの仕業だった。シロの冤罪が証明されたとしても、グランドからの嫌がらせが止まらなければ根本的な解決にならない。そこで彼はとうとう手を打つことにしたのである。

「お父様、指を治療してもらった恩を忘れるのはいけませんよ」

「うぐっ……そ、そうだったな……す、すまない……」

「僕だけが貢献したわけじゃないよ。サーシャの薬師の力で生成した回復薬も効果的だった。娘にも感謝するんだね」

　回復魔法は聖女だけの力ではない。治癒力に差はあるが神父も扱うことができる。サーシャの回復薬の上から、ケインが回復魔法を重ねることで、グランドの指を元通りの状態にしたのだ。

「すまない、ケイン。少し道に迷った」

　レインが手を上げてやってくる。額に汗が浮かんでおり、本当に道に迷っていたのだと分かる。

「あなたがレイン王子ですか？」

「君がグランド男爵だな。噂を聞いている。マリアを冷遇していたそうだな」

「そ、それは……」

「まぁいい。過ぎたことだ。今の彼女は満たされているからな」

　窓の外を一瞥したレインはすべての事情を察する。マリアとティアラが仲直りしたことだけでなく、兄の恋も前進したと知る。

「わ、私のことよりも、まさかレイン王子がこれほどの美丈夫だとは驚かされました。サーシャから見せられた姿絵と似ても似つきませんから」

「それは私の美的感覚の問題ですわ」

「サーシャ……お前……」

　なにかに気づいたようにグランドは目を細めるが、サーシャは気にも留めずに受け流す。

「それよりも、お姉様とレイン様の婚約について話しましょう」

「それなら答えは決まっている。私は婚約を解消するつもりだ。将軍からも要求されていると聞いたからな」

「その話をご存知でしたのね……」

　グランドが将軍に脅されている話をレインは既に耳にしていた。大人げない人だと、苦笑を漏らす。

「あの人はこの国で大きな力を持つ将軍だ。要求を拒絶することは難しいだろう。それにだ、私はもうマリアと結婚するつもりもない。あの娘は私がいなくても幸せだからな」

「し、しかし、それではイリアス家が……」

「それは君の問題だ。なんとかしたまえ」

「そんなぁ～」

　グランドは絶望でその場に崩れ落ちる。結納金がなくなっては借金を返す目途もない。これから地獄が待つと知り、目尻には涙まで浮かんでいた。

　そんな父親に救いの手を差し伸べたのは――サーシャだった。

「レイン様、私にとってイリアス家は大切な居場所です。もし失えば私は不幸になってしまう。だから、どうか私を救ってはいただけないでしょうか？」

「それは私と結婚したいという意味か？」

「はい。ただ、私には問題があります。それを聞いた上で回答を頂きたいのです」

　サーシャはレインの耳元で抱えている問題を告白する。彼は驚きで目を見開くが、小さく息を吸って、彼女を見据える。

「君の問題を私は受け入れる。苦難をふたりで乗り越えていこう」

「は、はい。喜んで」

　ふたりはギュッと抱きしめ合う。そんな彼らにグランドは拍手を送った。レインが容姿に優れた男だと知れれば欠点はない。結婚に反対する理由がなかったからだ。

「レインの幸せを友人として祝福するよ」

「ケイン、ありがとう」

「さて、僕は行くよ。ヒーローは遅れて登場するものだからね」

　ケインはそれだけ言い残して、マリアたちのもとへと向かうのだった。




　仲直りしたマリアたちだが、彼女には唯一の心残りがあった。

（ティアラの顔の傷、どうにかして治せないのかしら）

　シロの無実を証明しても、もうひとつの問題は未解決のままだ。自分で傷つけたとはいえ、治せるなら治してあげたい。

　そんな心の内を察したのか、ティアラは柔和な笑みを浮かべる。

「マリア、気にしないでくれ。この傷は自分への罰として一生背負っていく」

「……でも私は治したいですわ」

　その呟きに反応するように、階段を降りてくる人影がある。その人物は彼女の期待を叶えられるかもしれない男――ケインだった。彼の表情は自信に満ちている。

「ケイン様、もしかして治療法が分かったのですか!?」

「救える可能性があるだけで、確証はないけどね」

　ケインは魔力を手の平に集める。激しく輝く光は、神々しささえ感じさせた。

「大聖女様はふたりで協力すれば治せると仰った。これはヒントだったんだ」

「ヒント？」

「癒しの力は重ねがけすることで、効力を高められるんだ。回復魔法では試していないけど、回復薬では実証済みだ。十分に可能性はある」

　ケインがグランドを治療したのは、この仮説が正しいか証明するためだった。大司教確実だと称されるケイン、成績首位のマリア。ふたりの力が合わされば、呪いも解けるかもしれない。それを伝えると、マリアの口元に笑みが浮かぶ。

「その可能性、私も信じますわ」

　マリアとケインは合わせた手を、ティアラの顔に近づける。手の平から伝わる互いの体温を感じながら、魔力を手に集中させていく。

「マリアくん、準備はいいね？」

「いつでも大丈夫ですわ」

「ならいくよ」

　ふたりは回復魔法を勢いよく放つと、ティアラが光の奔ほん流りゅうに包み込まれていく。彼女は眩しさで瞼まぶたを閉じるが、次第に光は収まり、彼女の顔が露わになっていく。

　結果、刻まれた傷が最初からなかったかのように消え去り、美しい顔だけが残った。ふたりはガッツポーズを決める。

「治療は成功だ！」

「やっぱりケイン様は救世主ですわ！」

　嬉しさのあまり、マリアはケインに抱き着く。喜びを表現するようにギュッと手に力を込める。

「喜んでもらえて嬉しいよ。なにせ君の幸せは僕の幸せでもあるからね」

「本当にケイン様がパートナーで良かったですわ！」

　やはり彼は頼りになる。シロの無実を証明し、親友の傷も癒せた。最高のハッピーエンドに彼女は満面の笑みを浮かべるのだった。










第五章　～サーシャとの仲直り～




　ティアラとの事件を解決してから数年が経過し、とうとう二十歳の誕生日を迎えた。

　マリアは候補生の中で最高評価を維持し続けている。困難に挫けそうになったこともあったが、これだけの成果が得られたのは仲間たちが支えてくれたからだ。

（皆には感謝ですわね。それとケイン様も夢を叶えられましたわ）

　先代の大司教が引退し、次代の大司教としてケインが選出されたのだ。ライバルたちからも異論が出ない満場一致の賛成だった。

　大司教の就任を祝うために、マリアも王宮を訪れていた。就任式の会場には大理石の床に、赤絨毯が敷かれ、玉座に国王が座っている。

　国王の傍には大臣や公爵、見知った顔であるアレックス王子の姿もあった。これほどの重鎮たちが集まるのもある意味当然で、大司教は大聖女と同じく国内で最高の権力者であり、面識を得るチャンスを逃すほど、彼らは愚かではないからである。

（王族や関係者が集まるのなら、サーシャもいるはずですわね）

　ケインからサーシャが王家に嫁いだという話を聞かされていた。おかげでグランドからの嫌がらせも止み、平和な毎日を過ごすことができたが、過去の確執は簡単に消えるものではない。

　マリアはイリアス家での冷遇を乗り越え、立派に成長した自分を見せつけてやるのだと、キョロキョロと視線を巡らせる。だが王家に嫁いだはずのサーシャの姿はない。

　結局、サーシャが現れることはなく、ケインの大司教就任式は進んでいく。就任の言葉を宣誓すると、国王が彼の前で跪いた。盛大な拍手と共に、彼は正式な大司教に就任したのである。

　就任式が終わると、豪華な食事が運ばれ、立食形式のパーティが始まった。かつてティアラと共に訪れた舞踏会よりも絢爛であるが、彼女の興味は惹かれない。

（社交は苦手な性分ですし、早く終わって欲しいものですわ）

　教会で淑女教育を受けても、社交が苦手なのは変わらない。彼女を囲むように男たちが集まってくるが、愛想笑いを浮かべることしかできなかった。

「悪い、少しいいか」

　だがそんな彼女を救い出すように、アレックスが声をかけてくれる。彼女を囲んでいた者たちも次期国王の彼ならば仕方ないと話す機会を譲る。

「助かりましたわ、アレックス様」

「気にするな。妃きさきの親友を助けるのは当然だからな」

　彼の薬指には指輪が輝いている。それはティアラとの愛の証だ。彼は恋を実らせ、想い人と結ばれたのである。

「それにしても、就任式でのケインは立派だったな」

「ふふ、ケイン様は私の大切なパートナーですもの……次はアレックス様の国王即位式ですわね」

「俺はまだまだ先でいいかな。今は国政よりもティアラとの時間を大切にしたいからな」

　彼は王宮で有名になるほどの愛妻家となった。結婚した直後は既婚者になっても彼と交際したいと願う女性も多かったが、今ではパタリと消えたそうだ。

「そういえばティアラの姿が見えませんわね」

「式典には参加していたはずなんだが、はぐれてしまってな」

「なら私も探しますわね」

　ふたりは手分けしてティアラを探す。会場は広い。だがマリアには見つけるための算段があった。

（ティアラほどの美人なら目立つはずですものね）

　予想した通り、人だかりができている場所に向かうと、その中心にティアラがいた。

　成長した彼女は妖艶な雰囲気を纏っていた。その空気は男たちを虜とりこにするが、彼女に話しかける者はいない。遠目で様子をうかがうばかりだ。

「ティアラ、ここにいましたのね」

「おお、マリア。よく私の居場所が分かったな」

「殿方が集まっていましたから。ですが誰も声をかけませんわね」

「私がアレックス王子の妻だと知っているからだろうな」

「ふふ、納得ですわね」

　美しさ故に視線を向けてしまうが、王家と敵対する危険は冒せない。そんな男たちの心情が察せられた。

「ティアラは結婚してから一層美人になりましたわね」

「愛の力だろうな。ほら、リーシェラも」

「カイト様と結婚して美人になりましたものね」

　あれほど仲の悪かったふたりだが、最終的に身分を超えた愛を成就させた。今では子宝にも恵まれ、幸せの絶頂だと聞く。

「最後の独身は私かもしれませんわね」

「それはないだろう。なにせジルがいる。あいつはブルネシア王国一の大商家を営む立場になっても独身の誓いを貫いているからな。彼の片想いはきっと変わることはない。さすが私が一度は憧れた相手だよ」

　完璧超人の彼は、教会でも大司教のケインと並ぶほどの人気者だ。きっとこれからも憧れの対象であり続けるだろう。

「おっと、殿下が私を呼んでいるようだ」

　ティアラの視線の先には手を振るアレックスがいた。新婚を邪魔するわけにはいかないと、彼女をアレックスへと返してあげる。

　再び、ひとりになったマリアは周囲に視線を巡らせる。サーシャの姿はやはり見つからない。

「マリアくんも来てくれたんだね」

　聞き馴染んだ声が届く。その声の主とはパートナーであるケインのものだった。

「大事なパートナーの晴れ舞台ですもの。参加しないわけにはいきませんわ」

　ふたりは就任を祝うようにグラスを合わせて乾杯する。葡萄酒の渋みと甘味が喉を通り過ぎ、酔いで身体が熱を帯びた。

「サーシャくんは結局来なかったみたいだね」

「ですわね……」

「でも夫のレインはお祝いに来てくれたみたいだよ」

「どの人がレイン様ですか!?」

「ほら、あそこにいるのが第三王子のレインだ」

　視線の先には背の高い美丈夫が立っていた。黒髪黒目の整った顔立ちに、浮かんだ笑みには見覚えがあった。かつて舞踏会の庭園で会った、同名で別人のレインである。

「どうして、あの人が……」

「そういえば説明していなかったね。以前、別人だと名乗ったのは、自然体の君を知りたかったからだそうだ」

「つまりあのレイン様が本物なのですわね」

　だとすると、まだ疑問は残る。姿絵とは似ても似つかない外見をしていたからだ。彼女の疑問が表情に出ていたのか、レインがマリアの存在に気づき、近づいてくる。歩く姿も絵画のように美しい。

「久しぶりだな、マリア。サーシャの夫のレインだ。以前は騙すような真似をしてすまなかった」

「それは別に構いませんわ。結婚するかもしれない相手のことを知ろうとするのは当然ですもの」

　マリアもレインについて知りたいと願っていたし、お互い様だと受け入れる。

「話すのは二度目だが、いつも妻から話を聞かされているせいか、そんな気がしないな」

「サーシャが私のことを……馬鹿にでもしていたのかしら？」

「まさか。その逆だ。いつもマリアのことを褒めるので、嫉妬していたくらいだ」

「サーシャが私を……」

　外面のために猫でも被っている。そう結論付けるのは簡単だが、褒める対象がマリアである必要はない。

「納得できないという顔をしているな」

「私の知るサーシャは、決して私を褒めたりしませんから」

「彼女は素直になれない人だからな。だが心根は優しい人なのだ」

　でないと結婚しないと、レインは続ける。浮かんだ笑みはその言葉が本音だと伝えていた。

（この八年間で私への冷遇を後悔したのかしら）

　だとしても過去の恨みを忘れるつもりはない。だが恨みの感情に反して、サーシャへの興味は止まることなく湧き上がってくる。

「……サーシャはどこにいるのですか？」

「それは……」

　レインは躊躇いを見せるが、すぐに意を決する。

「実は……サーシャは病気で、ベッドに臥ふせている」

「病気？」

「持病だそうだ。余命はもう短いと聞いている……」

「それは……」

　私を虐めた罰が下ったのだと喉元まで浮かんできた言葉を飲み込む。心の奥にズキリとした痛みが奔はしったからだ。

「あの、サーシャに会わせていただけないかしら」

「もちろん。申し出がなければ、私からお願いするつもりだった。これが最後になるかもしれない。サーシャに会ってやってくれ」

　レインの瞳にわずかに涙が浮かんでいる。サーシャが改心したかどうかはともかく、夫であるレインとの間に愛があったことだけは疑う余地がなかった。




　王城の中にあるサーシャの私室へと案内される。白い一面の壁に囲まれた部屋にはベッドが置かれ、その上で見知った顔が横になっていた。

（これがサーシャ……）

　病気で痩やせ細った彼女の美貌は影を潜めていた。傍に置かれた椅子に腰掛けたレインが彼女の手を握ると、優しげな声をかける。

「サーシャ、お前がいつも自慢している姉を連れてきたぞ」

「お姉様が……」

　その呼びかけに反応して、ゆっくりとサーシャが目を開く。かつて澄んでいた赤い瞳に今や生気はない。ジッとマリアを見つめる。

「ざまぁないですわね」

　久しぶりに再会した妹に放った第一声は本心ではなかった。だが積年の恨みが彼女の唇を動かしたのだ。

「ふふ、お姉様の気分を晴らせたのなら、病気になった甲斐がありましたね」

「……あなた、本当にサーシャですの？」

「妹の顔を忘れたのですか？」

「忘れるはずがありませんわ！　使用人のように働かされ、物置に押し込められ、回復薬の実験台にまでされましたのよ！　挙句の果てに醜い王子と――っ……」

　正体不明の痛みが胸を襲う。脳裏に浮かんだ仮説を無理矢理否定しようとする痛みだった。

　その仮説とはサーシャが本当は姉想いの優しい妹だとする説だ。もしそうなら話のすべてに筋が通る。

　使用人扱いされていたことは事実だし、肉体労働は大変だった。でもそのおかげで、使用人たちと仲良くなれ、寂しい想いをすることはなかった。

　物置で寝泊まりするよう指示された。隙間風は辛かったが、両親の虐待から逃げるための個室が手に入った。

　回復薬の実験台もサーシャから傷つけられたことはない。彼女は必死に治療してくれただけ。悪意があると決めつけたのはマリアだった。

　さらに王子であるレインとの結婚についてもそうだ。彼女の描いた姿絵の王子は確かに醜い姿をしていた。だがそれはワザとそうしたのではないか。

　王子が素敵な人だと知れば、グランドはマリアではなく、サーシャを嫁に出す。彼女を救うために、敢えて間違った姿絵を用意したのではないか。

　極めつけは、母親の形見の指輪だ。彼女が代金として金貨をくれなければ、大聖女候補の試験を受けに行けなかったかもしれない。

（まさか、サーシャは優しい人でしたの？）

　見る目がなかったのは自分の方だったのかもしれないと、マリアの心が後悔に包まれる。苦々しい表情を浮かべる彼女に、サーシャは微笑んだ。

「お姉様と会えて良かった。おかげで預かっていた指輪を返せますね」

　薄桃色に輝くピンクダイヤは、忘れもしない母の形見の品だ。指から外すと、サーシャは手の平に乗せて差し出してくる。

「受け取ってください。これを返せば私は悔いを残さずに死ねますから」

「サーシャ……あなたは本当に……っ……」

　もう溢あふれる涙を耐えられなかった。傍へ駆け寄ると、全身の魔力を集約させて、回復魔法を放つ。

「私が必ず治してみせますわ！　だから生きてくださいまし！」

　回復魔法を二度、三度と重ねがけする。だがサーシャの顔色に変化はない。

「僕も手伝うよ」

「ケイン様……お願いしますわ！」

　ふたりは力を合わせて回復魔法をかける。だが結果は変わらない。

「どうして治せませんの!?」

「この病気は誰にも治せません」

「諦めるのはまだ早いですわ！」

「私の適性である薬師は自分の健康状態を把握できますから。この病気は人の力では治せません。それこそ神でもなければ……」

　サーシャの弱音を聞きながらも、マリアは回復魔法を止めない。身体の魔力がすべて尽きても治してみせると意気込む。

　だが願いは叶わず、回復の兆しもない。恨み続けてきた後悔が懺ざん悔げとなって口から飛び出す。

「ごめんなさい、ごめんなさい……」

「お姉様はなにも悪くありません。悪いのはすべてお父様ですから」

「で、ですが、サーシャは私を守ってくれました。なのに愚かな私は、あなたの優しさに気づけませんでしたわ」

「それは私が嘘を吐くのが得意だっただけです。だから泣かないでください」

　サーシャの白い手がマリアの手と重なる。ギュッと握られるが、その力は死人のように弱かった。

「私の寿命は残り短いですが、これからの時間はきっと充実した日々を過ごせます。だって、誰よりも尊敬しているお姉様と仲直りできたのですから」

　笑みを返してくれるサーシャを前にして、マリアはその場で泣き崩れる。自分を救ってくれた恩人を救えない無力感に苛さいなまれた。

「失礼します」

　サーシャの私室の扉が開かれる。入室してきたのは修道服姿の女性たちだ。彼女らには見覚えがあった。

「確か、大聖女様の側近の……」

「マリア様、至急、大聖女様のもとへいらしてください。あなたに伝えたいことがあるとのことです」

　悲しげに目を伏せながら側近たちはマリアに要請する。悪い予感を覚えながらも、彼女は大人しくついていくことを決めるのだった。




　大聖女は王都の診療所のベッドで横になっていた。顔色が悪く、ベッドの傍には回復薬が置かれている。権力者でありながら、特別待遇を良しとせず、他の平民たちと同じ施設で治療を受ける彼女は立派だった。

「マリア、それにケイン大司教も。来てくれたのですね」

　大聖女と会うのは、ティアラの呪いを解いて欲しいと願った時以来だ。あの時点で命はもう長くないと聞いていたが、改めてそれを思い出した。

「来てもらったのは他でもない。大聖女の座をあなたに譲るためなの」

「私にですの!?」

「候補生の中では最高の成績だと聞いているわ。人格も申し分ない。まだ私は生きていますが先は長くないもの。安心して逝くためにも、あなたの大聖女就任を見届けたいの」

「大聖女様……」

　震える声で懇願される。その命を賭けた願いを拒絶することはできなかった。

「承知しましたわ。私が大聖女になりますわ」

「あなたならそう答えてくれると信じていたわ」

　マリアが引き受けると宣言したことで権力は委譲された。さっそくブルネシア王国の民に新しい大聖女を知らせるため、側近たちは敬礼と共に席を立った。

「大聖女様、あなたは立派でした。僕が保証します」

「ケイン大司教に褒めて貰えたなら、人生をかけて頑張った甲斐があったわね」

「ですが死を受け入れるのはまだ早い。マリアは成長している。その成果を受け取って欲しい」

　ケインの言葉の意図をマリアは理解する。彼女は長い教会での生活で成長してきた。人を治すことにおいては誰にも負けない自信がある。

「任せてくださいまし」

　マリアは右手に魔力を集中させる。回復魔法の輝きが、白い壁に反射し、部屋全体を照らしていく。

「温かい光ね」

　太陽の光のように、浴びていると元気が湧いてくる。だが大司教を治療するにはまだ足りない。

　聖女の癒しの力は人の想いによって効力が増す。世話になった大聖女を救いたいと、湧き上がる想いも癒しの力に変換していく。

　光が収まると、大聖女はゆっくりと起き上がる。驚きで目を見開いている。

「これで死を逃れられるはずですわ」

　まだ自由に歩き回ることはできない。だが死の恐怖に直面することはなくなったのだ。それを喜ぶように大聖女の目から涙が零れる。

「やっぱり私の目に狂いはなかったわ。あなたこそが大聖女に相応しい」

　大聖女はマリアの手をギュッと掴んでくれる。その震える手からマリアは感謝の気持ちを受け取るのだった。




　大聖女の治療を終えてから、数日が経過していた。だがサーシャを救う方法はまだ分からないままだ。

　そんな状況で、グランドがマリアに会いに来た。妹が病気で亡くなれば、王族との関係を失うため、再婚相手として、王子との縁談を望んできたのだ。

　もちろんマリアは縁談を拒絶し、グランドを追い返した。去っていく父親の後ろ姿を呆然と見送る。

「サーシャのためね……」

　その言葉を反芻し、改めて怒りが湧き上がる。グランドはサーシャが亡くなる前提で話を進めていた。

（サーシャはまだ生きていますのに、今から王子の再婚相手を探すなんてあんまりですわ！）

　昔と変わらない腐った人間性を軽蔑する。一方で、サーシャを救えない自分にも歯は痒がゆさを覚えた。

「マリアくん、少しいいかな」

　部屋をノックされる。声の主はケインだ。入室を許可すると、ガチャリと扉が開かれる。

「先ほど、グランド男爵が来ていたみたいだね」

「私にレイン様と結婚するようにと要求しに来ましたの。もちろん追い返しましたわ」

「ははは、マリアくんらしいね」

　和ますような笑い声に、グランドへの怒りが収まっていく。冷静さを取り戻したマリアは、ケインと真剣に向き合う。

「ケイン様ならサーシャの病気を治療する方法を知っているのではありませんか？」

　聖女と対を成す実力者――大司教の地位にいる彼ならばと、期待を向ける。しかし彼は首を横に振った。

「ケイン様でも無理なのですね……」

「ごめんね。サーシャくんは姉想いの優しい人だから。僕も救ってあげたいんだけどね」

　ケインは昔を思い出すように目を細める。

「サーシャくんと僕は古くからの知人だ。でもね、直接会ったことはない。八年前に送られてきた一通の手紙を通じての関係なんだ」

　八年前、それはケインとマリアが初めて出会った時である。

「僕が大聖女候補の試験官だと、どこかで耳にしたんだろうね。だから彼女は知らせてきたんだ。君の本当の職業適性が聖女だとね」

「――――ッ」

　その事実に過去の出来事を思い出す。ケインはマリアが聖女だと知っていた。だからこそ書類審査の時に、彼女が聖女だと口添えしてくれたのだ。

「サーシャくんはね、イリアス家の封蠟をして、身分を証明した上で手紙を送ってきた。鑑定結果のすり替えは重罪だ。誤魔化しようのない証拠を僕に握られても、君に試験を受けさせてあげたかったんだろうね」

　もう疑う余地はない。サーシャはマリアを救ってくれた人生の恩人だ。

　だからこそ、病気の彼女を治したい。願いを叶えられない悔しさに歯を食いしばる。

「サーシャくんの病気はね、呪いよりも困難なものだ。歴代で最高と評された先代の大聖女や大司教が全盛期の時でさえ治すことができない難病だ」

「絶望的ですのね……」

　だが諦めることはできない。マリアはなにか方法はないかと思案し、アイデアが浮かんだのか表情を変える。

「ひとつだけ救える可能性がありますわ」

「どんな方法だい!?」

「聖女の回復魔法は重ねがけで効力を向上させることができますわ。それがヒントになりましたの」

　ケインとマリアの重ねがけでは治療できなかった。だからこそ彼はマリアの意図を察する。治療できる可能性に気づいたのだ。

（サーシャ、待っていてくださいまし）

　マリアは妹のために一縷の望みに懸ける。絶対に救ってみせると、行動を開始するのだった。




◇　◇　◇




　時が過ぎるのは早いもので、サーシャがマリアと再会してから既に二週間が経過していた。

　薬師の職業適性によってサーシャは自分の死期を把握している。とうとう最後の日がやってきた。私室のベッドで横たわる彼女の傍には、夫であるレインの姿があった。

「頑張ってくれ、サーシャ」

　手をギュッと握りながら励ますが、握り返す彼女の手の力は弱い。サーシャは二週間の間にさらに痩せ細り、握力が落ちていた。

「今まで、ありがとうございました……私に持病があることを知りながら結婚までしてくれて……」

　サーシャは持病のために長く生きられないと知っていた。だがレインはそれでも構わないと結婚を選択してくれた。そんな彼に感謝を伝えると、悲しみで手が震え始める。

「感謝するのは私の方だ。初めて出会った時――私にマリアと婚約して欲しいと頼んできた時から、サーシャに惹かれていた。君と結婚したいと願った私の望みを叶えてくれたのだ。だから私は、君に長生きして、幸せになって欲しい」

「嬉しいです……私も、もっと生きたかった……」

「サーシャ……ッ……」

「でも最後に……ひと目でいいからお姉様に会いたい……」

　サーシャの目尻から零れた涙が頬を伝う。死ぬ間際に彼女が会いたいと願ったのは、父親でも母親でもない。誰よりも尊敬している姉だった。

「サーシャ！」

　部屋の扉をノックもなしに開いたのはマリアだ。慌てていたのか、額には玉の汗が浮かんでいる。

「マリア、今までいったいどこ!?」

「頼れる仲間たちに会いに行っていましたの」

　続くようにケインも入室してくる。彼の背後には、リーシェラとティアラの姿もあった。これで成績上位三名が揃ったことになる。

「どうして彼女らをここに？」

「もちろんサーシャを治すためですわ」

　レインに退どいてもらい、サーシャの手を握る。

「お姉様、会いに来てくれたのですね……」

「たったひとりの大切な妹ですもの。当然ですわ」

「……っ……わ、私は幸せ者です……大好きなお姉様に看取られて天国へ行けるのですから」

「安心してくださいまし。あなたはこれからも私と一緒ですわ」

「お姉様？」

　治るはずがないと諦めているサーシャの手をギュッと握りしめると、マリアは渾身の回復魔法をかける。目を開けていられないほどの光の奔流に包まれていった。顔色は良くなるが、まだ完治には至らない。それに気づいたのか、リーシェラがマリアの手の平に自分の手を重ねる。

「やっぱり、私の力が必要みたいね……あんたとは敵対していたけど、カイトと結ばれたのは、あんたのおかげ。だからこれは恩返しよ」

　リーシェラが回復魔法を重ねがけする。光が勢いを増していく。

「次は私の番だな」

　ティアラも同じように手を添えると、集中力を高めるために深呼吸する。

「過ちを正し、アレックス王子と結婚できたのは、すべて君がいたからだ。その恩に報いよう」

　三人分の回復魔法が重ねがけされたことで、サーシャの顔色が穏やかなものになる。しかし瞳の生気は衰えたままだ。そこにケインが手を重ねる。

「僕は君のパートナーだ。今度は僕も協力する。皆で力を合わせればどんな困難も乗り越えられるはずだ」

　国内最高の回復魔法の使い手たちが、すべての魔力を消費して、癒しの輝きを放つ。温かな光に包み込まれたサーシャ。そんな彼女に変化が生じたのは、魔法が発動して数秒後のことだ。

　痩せ細った手足が健康的な状態に復元され、瞳にも生気が宿り始める。

（絶対に治してみせますわ！）

　聖女の力は想いを形にしてくれる。湧き上がった感情をぶつけるように魔力を癒しの力へと変換する。その結果、サーシャはかつての生気と美貌を取り戻すことに成功する。

「お姉様、私――私……」

「やりましたわね、サーシャ」

「はい！　病気が治りました！」

「……っ――あなたが生きていてくれて良かったですわ」

　完治した彼女をギュッと抱きしめる。恩人である妹を救えた喜びにマリアは身体を震わせた。

「ありがとう、マリア。妻を、サーシャを救ってくれた君は恩人だ！」

「レイン様、お礼を言うのは私の方ですわ。これからも妹と幸せな家庭を築いてください」

「命に換えても！」

　長い間、レインはずっとサーシャの傍で看病を続けた。治療の決め手は回復魔法だが、彼の尽力がなければ、きっと妹の命を救うことはできなかった。彼はサーシャをギュッと抱きしめた。

「愛する人がいるというのは良いものですわね」

「だね」

　サーシャたちが抱き合う光景をマリアとケインは穏やかに見守る。サーシャを救えた感動を分かち合うように、ふたりは笑みを浮かべるのだった。










エピローグ　～ケインのプロポーズ～




　サーシャを救ってから数年の月日が流れた。マリアはブルネシア王国の各地を巡り、多忙な日々を過ごしていた。

　だが基本的な拠点は王都にある教会だ。最上階にある大聖女の執務室で書類仕事や寝泊まりをしている。

（ここからの眺めはいつも平和で素敵ですわね）

　執務室からは王都を見下ろせるため眺望は申し分ない。部屋の内装も彼女の趣味に合わせて質素だが、暮らしていくには十分な家具が揃えられていた。

（それになによりケイン様とお隣さんなのが嬉しいですわね）

　大聖女と大司教の部屋は隣り合っている。緊急時に組織の二大トップが協力して問題解決に当たるためだ。

　この数年で彼との仲もさらに深まった。いまはもう教師と生徒ではない。対等な関係として、友好を深めていた。

「マリアくん、いるかい？」

「入ってくださいまし」

　ケインのノックに入室を許可する。彼は皿に載せたケーキをテーブルの上に置くと、慣れた手付きで紅茶をカップに注ぐ。

「今日のお土産はなんですの？」

「マリアくんの故郷、イリアス領に遠出してね。これはそのお土産さ」

　ふたりは仕事の関係でブルネシア王国の各地を巡る。暗黙の了解で、その際にはお互いにお土産を買ってくることになっていたのだ。

「このケーキ、美味しそうですわね」

　クリームの白と、苺の赤でコーティングされたショートケーキだ。食欲をそそるビジュアルをしている。

「さっそく食べてみようか」

「そうですわね」

　マリアはケインと過ごす、このお茶の時間がなによりも好きだった。穏やかな雰囲気を楽しみながら、ショートケーキを口の中に放り込む。

　咀そ嚼しゃくするたびに舌の上に甘味が広がっていく。続けて紅茶の酸味で中和すると、日々の疲れが抜け落ちていくかのような多幸感に包まれた。

「うん、甘党の僕でも満足できる美味しさだ。さすが、マリアくんの故郷だ」

「でも、こんな美味しいケーキが売られているなんて知りませんでしたわ」

「最近菓子店が増えたらしいよ。なんでも、サーシャくんが領地経営に口出しをするようになったみたいでね。優秀な人材を確保するために、王都から人を採用しているそうなんだ」

　優秀な人が多ければ組織は上手く回る。レイン王子と結婚したことで人脈を得たサーシャならスカウトも容易い。きっとイリアス領はさらなる発展を遂げるだろう。

「それにサーシャには子供もできましたものね」

「マリアくんからすると、姪めいっ子だよね」

「可愛いんですのよ。手が小さくて、頬がぷにぷにですの。まさか、私が叔母さんになる日がこんなに早く来るとは思いませんでしたわ」

　王宮と教会は距離が近いため、子供を連れて、レインと共に遊びに来てくれることも多い。世界でたったふたりだけの姉妹だ。仲良くできている今を幸せに思う。

「やっぱり結婚はいいものですわね」

「なら僕たちもどうかな？」

「え？」

　突然の言葉にマリアのフォークを持った手が固まる。冗談かとも疑ったが、彼の性格と紅潮した頬が真剣だと伝えていた。続いて、ケインは懐から指輪を取り出す。

「マリアくん、僕と生涯を共にして欲しい。結婚しよう」

　不意打ちのような告白だった。だが驚きこそあれど、彼女の心の中で答えは出ていた。







[image: ]







「ケイン様……私もずっと前からお慕いしておりました。ケイン様となら喜んで！」

　マリアはケインから指輪を受け取り、薬指に嵌める。彼女の手には幸せなハッピーエンドが掴みとられていたのだった。
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書き下ろし特別番外編










番外編　～ハッピーバレンタイン～




　ケインからのプロポーズを受けて、結ばれたマリアだが、変わらない多忙な日々を過ごしていた。

　ふたりは大聖女と大司教の仕事中心の生活で一緒にいられる時間は多くない。だがそれでも機会を作ろうと努力していた。一年に一度のバレンタインデーもそんな貴重な一日だった。

　教会にある調理室で、マリアとケインは孤児院の子供たちに配るチョコレートを作っていた。

　夫婦一緒の共同作業に胸を高鳴らせながら、マリアはチョコレートを包丁で細かく刻んでいく。終えると、鍋の中に刻んだチョコレートを投入し、木ベラで混ぜていった。

（きっと美味しくなりますわよね）

　手作りチョコは初めてだが、イリアス家で使用人のようにこき使われていた経験のおかげで料理には自信があった。甘味を強くするため、生クリームやはちみつを混ぜると、調理室に良い匂いが漂っていく。

「順調そうだね」

「ケイン様の方こそ、もう完成したようですわね」

「甘い物が好きで自分で作る機会も多いからね。慣れのおかげさ」

　彼は既に配るためのチョコ菓子を完成させていた。

　一口サイズに切り分けられたボンボンショコラが綺麗にラッピングされ、調理台の上に積まれていた。

「マリアくんも味見してみるかい？」

「そんな悪いですわ」

「量はたくさん用意してあるから心配無用さ」

　ケインはチョコレートを摘まむと、それをマリアの口元に差し出す。なんだか恥ずかしさを覚えながら、マリアはパクつく。

　噛んだ瞬間、チョコの甘味だけでなく、ラズベリーのジャムの味が口の中に広がった。一度で二度も楽しめる絶品に驚かされる。

「さすがはケイン様。料理も凄腕ですわね」

「僕の料理の腕なんてたいしたことないさ」

「これは負けていられませんわね」

　ケインに匹敵する美味しいチョコを作ってみせると意気込む。鍋をかき混ぜる手にも力が入った。

「子供たちを待たせると悪いから僕は先に配りに行くね」

「私も後から追いかけますわ」

　ケインが調理室を後にしたのを見届けると、子供たちに配るものとは別の型を用意する。

（折角のバレンタインデーですものね）

　マリアは本命チョコをサプライズでケインにプレゼントするつもりでいた。受け取った時の彼の反応を予想する。

（ケイン様は優しいですから。きっと喜んでくれますわよね）

　きっと笑顔で受け取ってくれる。そんな期待と共に、マリアはチョコレートを型に流し込んでいくのだった。




　チョコレートを作り終えたマリアは王都の孤児院を訪れた。庭先には子供が集まっており、チョコレートを受け取った彼らは、満足げに味わっている。

（ケイン様はどこかしら？）

　視線を巡らせ、すぐに居場所を発見する。子供の中でも特に女の子たちがケインのもとに集まっていたからだ。

（やっぱり子供でもケイン様の魅力が分かりますのね）

　王都を歩いているだけで、女性なら誰もが振り向く外見をしている。その魅力は年齢を超えて感じられるほどだ。

　マリアが彼のもとへと向かうと、手て籠かごで運んでいたチョコレートの匂いに気が付いたのか、子供たちが駆け寄ってくる。花より団子なのか、ケインの傍にいた少女たちもマリアのもとへと集まってきた。

「たくさんありますからね。慌てないでくださいまし」

　マリアはラッピングしたチョコレートを子供たちに渡していく。笑顔で受け取ってくれる彼らが愛らしくて、彼女まで口元が緩んでしまう。

「大聖女様、ありがとう」

「ふふ、どういたしましてですわ」

　配り終えると、子供たちはお礼を伝えて、チョコレートに夢中になる。その隙を狙うように、ケインと合流する。

「今年のバレンタインデーも無事に終わることができましたわね」

「いいや、まだやることは残っているさ」

「やることですの？」

「僕からのプレゼントさ」

　ケインがラッピングされたチョコレートを差し出す。子供たちに渡したものと違い、ホワイトチョコレートのボンボンショコラだった。

「君と初めてデートした時、白の私服が良く似合っていたからね。その頃を思い出しながら作ったんだ」

「これは嬉しいサプライズですわね」

　初デートの日のことを彼は覚えていてくれたのだ。

　ホワイトチョコを受け取ると、さっそく口の中に放り込む。噛めば噛むほど、ホワイトチョコの甘味と中に閉じ込められていたオレンジのリキュールが舌の上に広がっていく。

「お味はどうだい？」

「先ほどの試食したチョコより、いえ、人生で食べたチョコレートの中で一番美味しいですわ」

「このホワイトチョコは君のことを想って作ったからね。愛情を込めたおかげかな」

「そ、それは嬉しいですわね」

　恥ずかしさを覚えながらも、彼の愛情に感激する。負けてはいられないと、彼女も手籠から本命チョコを手渡した。

「実は私もケイン様にプレゼントを用意しましたの」

　本命チョコは、子供たちに配ったものとは異なり、ハートの形で成型されていた。見ただけで愛情が伝わるチョコに、ケインの口元に微笑が浮かんだ。

「ありがとう。君からの愛情と一緒にチョコレートも受け取るよ」

　ケインは貰ったハート型のチョコを、さっそく噛り付く。何度か咀嚼すると、彼の顔が満足げに変わる。

「こんな美味しいチョコレートは初めてだよ」

「私も愛情を込めましたから」

　似た者同士だと、ふたりは笑い合う。ケインと結婚して良かったと、マリアは幸せな気持ちに浸るのだった。
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お花見と大切な人




　王都教会には小さな街くらいの面積がある自然庭園が併設されている。ここには桜の木も植えられており、春になると、満開の花びらを咲かせる。

　大聖女になったマリアも、桜が咲くのを楽しみにしていた一人だった。そして時間は過ぎ、待ちに待った春が到来する。

　この機会を逃すわけにはいかないと、マリアは自然庭園へと赴く。緑に桜色が混ざり、鮮やかな光景が広がっていた。

「大聖女様～」

　自然庭園でお花見を楽しんでいる人たちがマリアに手を振る。皆、教会関係者ばかりなので知った顔が多い。彼女が手を振り返すと、黄色い歓声が沸いた。

「シロ様もお花見は初めてですわね」

　マリアはシロを連れていた。興味深そうに視線を巡らせているのは、桜の木が珍しいのと、料理の匂いが漂ってくるからだろう。

「お姉様！」

「サーシャ、それにレイン様まで」

　夫婦で花見を楽しみに来ていたサーシャから声をかけられる。純粋に桜だけを満喫したいからなのか、料理は用意せず、ふたりでベンチに腰掛けていた。

「お姉様もお花見ですか？」

「こんな綺麗な桜ですもの。機会を逃すわけにはいきませんから」

「ふふ、私も桜が好きなんです。やっぱり姉妹だから、考えも似ますね」

　どこか嬉しそうに、サーシャはクスクスと笑う。そんな彼女が微笑ましいのか、レインも僅かに口角を上げていた。

「レイン様も桜がお好きですの？」

「特別な思い入れはない。だがサーシャが桜を楽しんくれるなら、私も嬉しいからな」

「ふふ、レイン様は変わらずの愛妻家ですわね」

「それはお互い様だ。サーシャも私を愛してくれている。だからこそ私も彼女に尽くすのだ」

　相思相愛のふたりは、理想的な夫婦だった。幸せそうな妹の姿を確認でき、マリアまで微笑ましく感じる。

「よければ、お姉様も一緒にお花見をしませんか？」

「ふたりの邪魔をするのは悪いですわ。それに私も人を待たせていますから」

　サーシャにレインがいるように、マリアにも大切な人がいる。名残惜しげなサーシャと別れ、マリアは約束していた目的の場所へと向かう。

「マリアくん、ここだよ」

　桜の木の真下に設置されたテーブルを、ケインが確保してくれていた。ふたり用の小さなテーブルには、お弁当箱が開かれた状態で並べられている。

「こんな素敵な場所を確保してくれた上に料理まで……お忙しいのに、ありがとうございますわ」

「丁度、休暇だったからね。構わないさ……さぁ、一緒に食べようか。もちろんシロくんもね」

　桜を鑑賞しながら、ケインの手作りのお弁当に舌鼓を打つ。そのどれもが美味であり、シロもまた美味しいと感じているのか、尻尾を嬉しそうに振っていた。

　美味しい料理に、綺麗な桜、それに大切な人が傍にいてくれる喜びのおかげで、楽しい時間はあっという間に過ぎていく。気づくと、人の数が減り、周囲は暗くなり始めていた。

（ですが、夜は夜で悪くありませんわね）

　見上げても、桜の美しさは衰えていない。闇を月灯りが照らし、桜の鮮やかさを強調していたからだ。

「月の下での夜桜も綺麗ですわね」

「来年は皆も呼んで、一緒にこの景色を楽しもうか？」

「ふふ、それもいいですわね」

　友人たちが集まればきっと充実した時間になる。だが今だけは、愛している人と過ごしたい。美しい桜の花を眺めながら、ふたりは同じ想いを抱くのだった。
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